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5  円筒ころ軸受

設計およびバリエーション
SKF円筒ころ軸受は、多様な設計、系列、寸法
を用意しています。その大半は、保持器付きの
単列軸受です。また、高負荷容量軸受、単列な
らびに複列の総ころ軸受(保持器なし)も、SKF
標準製品としてこのカタログに記載されていま
す。 

保持器付きの軸受は、重ラジアル荷重、急加
速、高速回転に対応することができます。総こ
ろ軸受は最大数のころが組み込まれているた
め、超重ラジアル荷重を中程度の速度で負荷
するのに適しています。SKF高負荷容量円筒こ
ろ軸受は、総ころ軸受の高い負荷容量能力と
保持器付き軸受の高速回転能力を併せ持って
います。

SKF円筒ころ軸受の性能および実用寿命は、
下記のような要素の他、多くの要因によって影
響を受けます。

 • ころ端面とつばの接触面
SKF円筒ころ軸受には内輪または外輪に一
体化されたつばが2つあり、これらでころを
案内します。つばは開放型となっています。つ
まり、つばの内側の面は特定の角度で傾斜
しています(† 図1)。つばのこのような設計、
ならびにころ端面の設計と表面仕上げの効
果によって、潤滑油膜の形成が促進され、摩
擦と摩擦熱が低減されます。

 • ころの対数曲線形状
ころと軌道面との接触面の応力分布は、ころ
転動面の形状によって決まります。このこと
から、SKF円筒ころ軸受のころは対数曲線形
状を有し、荷重がころ全体に均等に配分され
るようになっています。これによってころ端面
でのピーク応力の発生を防ぎ、軸受の実用
寿命を延長することができます(† 図2)。ま
た、対数曲線形状により、ミスアライメントや
軸のたわみによる影響も受けにくくなります。

 • 表面仕上げ
ころと軌道面との接触面に施した表面仕上
げによって流体潤滑膜の形成が最大化され、
ころの回転運動が最適化されています。これ
によって得られる利点には、従来型の設計と
比較した場合、運転信頼性の向上などが挙
げられます。

 • 互換性のある部品
SKF円筒ころ軸受の分離可能な部品は、同
一寸法の円筒ころ軸受の部品との交換が可
能です(† 図3)。内輪アセンブリあるいは外
輪アセンブリは、タイプ、寸法および内部す
きまが同じ軸受のどの軌道輪とも組み合わ
せることができます。これは特に、軸受の構
成部品を別々に取り付けなければならない
場合に重要です。

詳細情報
軸受寿命と定格荷重 . . . . . . . . . . . . .  63

設計時の留意事項  . . . . . . . . . . . . . .  159
軸受システム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  160
推奨のはめあい  . . . . . . . . . . . . . . . . .  169
取り付け関係寸法  . . . . . . . . . . . . . . .  208

潤滑  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  239

取り付け・取り外しと軸受の保管  . . .  271
軸受別取り付け説明書  . .† skf.com/mount
SKF軸受メンテナンスハンドブック
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5

互換性のある部品

従来型の形状

対数曲線形状

図1

設計およびバリエーション

このカタログに記載している軸受の他、SKF円
筒ころ軸受の全製品群には以下のような円筒
ころ軸受があります。

 • 鋼製ころ付き超精密円筒ころ軸受、またはハ
イブリッド軸受

 • 鉄道軸箱用円筒ころ軸受および軸受ユニッ
ト

 • 鉄道アプリケーションのトラクションモー 
ター用円筒ころ軸受

 • 圧延機用複列円筒ころ軸受 
 • クラスタ圧延機用バッキング軸受
 • 連続炉用割出ころユニット

これらの軸受について詳しくはオンライン製品
情報skf.com/super-precisionおよびskf.com/ 
bearingsをご覧になるか、SKFアプリケーション
エンジニアリングサービスまでお問い合わせく
ださい。図2

図3

569



5  円筒ころ軸受

単列円筒ころ軸受
単列円筒ころ軸受は分離型です。つまり、ころ
と保持器アセンブリが付いた軌道輪を、もう一
方の軌道輪から分離することができます。両方
の軌道輪に締まりばめが必要な荷重条件でも、
この軸受は簡単に脱着することができます。

基本設計軸受
SKF単列円筒ころ軸受には、複数の基本設計が
あります。それらの主な違いは、つばの構成で
す。このカタログでは、下記のような最も一般
的な設計(† 図4)を扱っています。

 • NU型
NU型の軸受は、外輪に一体化されたつばが
2つ付いていますが、内輪にはつばがありま
せん。この軸受は、ハウジングに対する軸の
アキシアル変位を、両方向で吸収できます。

 • N型
N型の軸受は、内輪に一体化されたつばが2
つ付いていますが、外輪にはつばがありませ
ん。この軸受は、ハウジングに対する軸のア
キシアル変位を両方向で吸収できます。

 • NJ型
NJ型の軸受は、一体化されたつばが外輪に2
つ、内輪に1つ付いています。この軸受は、軸
を一方のアキシアル方向に固定するために
使用されます。この軸受は、ハウジングに対
する軸のアキシアル変位を、一方向でしか吸
収できません。

 • NUP型
NUP型の軸受は、一体化されたつばが外輪
に2つ、内輪に1つ、また、一体化されていな
いつば(自由に動くつば輪)が内輪に1つ付い
ています。この軸受は、軸を両方のアキシア
ル方向に固定するために使用されます。

NU N NJ NUP

図4
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設計およびバリエーション

アングルリング (スラストカラー)

NU型、NJ型の軸受をアキシアル方向に安定さ
せるために、SKFのアングルリング(† 図5)をご
利用いただけます。アングルリングを1つ使用
すると、NU型軸受の軸が一方のアキシアル方
向に固定されます。ただし、NU型軸受の両側に
アングルリングを使用することは、ころが軸方
向に圧縮される恐れがあるため避けてくださ
い。NJ型軸受にアングルリングを1つ取り付け
ると、軸が両方のアキシアル方向に固定されま
す。

軸受装置の設計にアングルリングを取り入
れる理由として、下記のようなものが挙げられ
ます。

 • NJ型またはNUP型の固定側軸受が製品レン
ジにない場合。

 • 固定側で重荷重を負荷する軸受の内輪はめ
あいの安定性を高めるため。内輪の幅が狭
く、つば輪を持つNUP型軸受を使用する代
わりに、アングルリング付きNJ型軸受を使用
すると、内輪はめあい面の幅が軸受全幅に
なります。

 • 設計または取り付け作業を簡素化するため。

SKFアングルリングは炭素クロム鋼製です。硬
化処理と研磨が施されています。最大アキシア
ル振れは、適合する軸受の普通公差等級に準
じます。利用可能なアングルリングを製品デー
タ表に示します。アングルリングは、呼び番号
系列HJの後に、適合する軸受の寸法系列およ
び寸法が表記されるというかたちで区別され
ます。アングルリングは別途注文する必要があ
ります。

図5

NU + HJ アングルリング NJ + HJ アングルリング
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5  円筒ころ軸受

その他の仕様

内輪または外輪のない軸受
SKFは、内輪のないNU型円筒ころ軸受(RNU系
列、† 図6)および外輪のないN型軸受(RN系
列、† 図6)を提供することができます。このよ
うな軸受は、軸またはハウジングの軌道面に
硬化処理と研磨が施されているアプリケー 
ションで一般的に使用されます(† 軸上およ
びハウジング内の軌道面、210ページ)。RNU軸
受には内輪がないため、軸径を大きくして高強
度、高剛性な軸設計にすることができます。ま
た、ハウジングに対する軸のアキシアル方向移
動量は、RNU軸受では軸の軌道面幅のみ、RN
軸受ではハウジングの軌道面幅のみに制限さ
れます。

図6

RNU RN
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テーパ穴付き軸受
単列円筒ころ軸受のなかには、テーパ比1:12の
テーパ穴付きとしてご利用いただけるものもあ
ります(接尾記号K、† 図7)。テーパ穴付き軸受
では、円筒穴を持つ同等の軸受よりも、ラジア
ル内部すきまが大きくなります。詳しくはオン
ライン製品情報skf.com/bearingsをご覧になる
か、SKFアプリケーションエンジニアリング 
サービスまでお問い合わせください。ご注文前
に在庫状況をご確認ください。

止め輪溝付き軸受
単列円筒ころ軸受は、外輪に止め輪溝が設け
られたものもご利用いただけます(接尾記号N、 
† 図8)。ハウジング内で軸受をアキシアル方
向に固定するのに止め輪を用いることで省ス
ペースが可能となり、組み付けに要する時間も
短縮できます。止め輪および止め輪溝の寸法
はISO 464に準じます。ご注文前に在庫状況を
ご確認ください。

位置決め溝付き軸受
外輪をすきまばめで取り付ける必要のある場
合は、位置決め溝付き軸受を使用すると外輪
の回転を防止することができます。単列円筒こ
ろ軸受は、外輪に1つまたは2つの位置決め溝 
(接尾記号N1またはN2)が設けられたものをご
利用いただけます(† 図9)。2つの位置決め溝
は180°対角位置にあります。位置決め溝の寸
法はISO 20515に準じます。ご注文前に在庫状
況をご確認ください。

図7

図8

図9
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5  円筒ころ軸受

その他の設計
SKF単列円筒ころ軸受は、内輪の幅を広くして
製造したり、図10に示すようなつば構成で製造
したりすることも可能です。これらの軸受およ
びカスタマイズ化された軸受について詳しく
は、オンライン製品情報skf.com/bearingsをご
覧になるか、SKFアプリケーションエンジニアリ
ングサービスまでお問い合わせください。

図10

NUB NJP NF NP
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設計およびバリエーション

図11

高負荷容量円筒ころ軸受
SKF高負荷容量円筒ころ軸受(† 図11)は、総こ
ろ軸受の高い負荷容量能力と保持器付き軸受
の高速回転能力を併せ持っています。高負荷容
量円筒ころ軸受は、産業用ギアボックス、風力
タービンのギアボックス、鉱業用機器などのア
プリケーション向けに設計されています。 

SKF高負荷容量円筒ころ軸受の高性能は、
主に保持器の設計に起因します。金属製のウイ
ンドウタイプの保持器は、保持器の柱がころの
ピッチ円径に対して離れています。そのため、こ
ろ間距離を縮めることができ、追加のころを入
れるスペースが生まれます(† 図12)。軸受系
列に応じて、保持器には内輪案内のものと外
輪案内のものがあります。これらの保持器は、
高速回転、急加速、衝撃荷重などに対して効果
的です。

SKF高負荷容量円筒ころ軸受の軌道輪およ
びころは黒染処理が施されている(接尾記号
L4B)ため、特に慣らし運転期間中、スミアリン
グや摩耗のリスクが最小限に抑えられます。

保持器付き標準軸受のころ
間隔 (保持器は図示してい
ません)

内輪案内の保持器付き 
高負荷容量軸受

内輪案内の保持器付き 
分離型高負荷容量軸受

外輪案内の保持器付き 
高負荷容量軸受

図12
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5  円筒ころ軸受

NCF ..ECJB RN ..ECJB

NJF ..ECJA RNU ..ECJA

内輪案内の保持器付き軸受
内輪案内の保持器が付いたSKF高負荷容量円
筒ころ軸受(† 図13)は、呼び番号がNCF ..ECJB 
(† 製品データ表)となっています。このタイプ
の軸受は軸を一方のアキシアル方向に固定す
るのに使用されるほか、軸がハウジングに対し
て反対のアキシアル方向に移動した場合、その
アキシアル変位を吸収します。

外側の軌道面がハウジング内面に備わって
いる場合は、これらの軸受を外輪なしで供給す
ることができます(RN ..ECJB系列)。

外輪案内の保持器付き軸受
外輪案内の保持器が付いたSKF高負荷容量円
筒ころ軸受(† 図14)は、呼び番号がNJF ..ECJA 
となっています。寸法によっては、内輪案内の保
持器付きの同寸法の軸受よりも、ころ数が多い
場合があります。このタイプの軸受は軸を一方
のアキシアル方向に固定するのに使用される
ほか、軸がハウジングに対して反対のアキシア
ル方向に移動した場合、そのアキシアル変位を
吸収します。詳しくはSKFアプリケーションエン
ジニアリングサービスまでお問い合わせくださ
い。

内側の軌道面が軸に備わっている場合は、こ
れらの軸受を内輪なしで供給することができ
ます(RNU ..ECJA系列)。

図14

図13
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設計およびバリエーション

内輪案内の保持器付き分離型軸受
内輪案内の保持器が付いたSKF分離型高負荷
容量円筒ころ軸受(† 図15)は、呼び番号が
NUH ..ECMH(† 製品データ表)となっています。
この軸受では、外輪アセンブリを、内輪から取
り外すことができます。両方の軌道輪に締まり
ばめが必要な荷重条件でも、この軸受は簡単
に脱着することができます。この軸受は、ハウ
ジングに対する軸のアキシアル変位を両方向
で吸収できます。

複列軸受
保持器付きの複列SKF高負荷容量円筒ころ軸
受は、ご要望に応じて製造いたします。ベース
となる設計は、複列総ころ軸受です(† 579 
ページ、NNCF型)。詳しくはSKFアプリケーショ
ンエンジニアリングサービスまでお問い合わ
せください。

図15

NUH ..ECMH
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5  円筒ころ軸受

単列総ころ円筒ころ軸受
このカタログに記載しているSKF単列総ころ円
筒ころ軸受の基本製品群には、NCF型および
NJG型の軸受があります(† 図16)。このタイプ
の軸受は軸を一方のアキシアル方向に固定す
るのに使用されるほか、軸がハウジングに対し
て反対のアキシアル方向に移動した場合、その
アキシアル変位を吸収します。

NCF型
NCF型の軸受は、一体化されたつばが内輪に2
つ、外輪に1つ付いています。外輪に一体化され
ているつばの反対側の側面に挿入されたころ
止め輪によって、軸受が分解しないように保持
しています。ころ止め輪には、運転中にアキシア
ル荷重がかかってはいけません。

NJG型
23寸法系列で構成されているNJG型の軸受
は、超重荷重、低速度のアプリケーションに向
いています。一体化されたつばが外輪に2つ、内
輪に1つ付いています。NJG型の軸受は、自己保
持型の総ころ軸受です。そのため、ころの脱落
を防止するための特別な措置を取らずに、外
輪アセンブリを内輪から取り外すことができま
す。したがって、取り付け・取り外しを容易に行
えます。

NCF NJG

図16

578



5

設計およびバリエーション

複列総ころ円筒ころ軸受
このカタログに記載しているSKF複列総ころ円
筒ころ軸受の基本製品群には、NNCL型、NNCF
型、NNC開放型、ならびにシール付きNNF型が
あります(† 図17)。これらの軸受はすべて非分
離型で、潤滑のための油溝と3つの油穴が外輪
に設けられています。NNF型の軸受には、内輪
にもさらに3つの油穴があります。

NNCL型
NNCL型の軸受は、内輪に一体化されたつばが
3つ付いていますが、外輪にはつばがありませ
ん。外輪内側のころ列間に挿入されたころ止め
輪によって、軸受が分離するのを防ぎます。ころ
止め輪には、運転中にアキシアル荷重がかかっ
てはいけません。この軸受は、ハウジングに対
する軸のアキシアル変位を両方向で吸収でき
ます。

NNCF型
NNCF型の軸受は、一体化されたつばが内輪に
3つ、外輪に1つ付いており、軸を一方のアキシ
アル方向に固定できます。外輪に一体化されて
いるつばの反対側の側面に挿入されたころ止
め輪によって、軸受が分離するのを防ぎます。
ころ止め輪には、運転中にアキシアル荷重がか
かってはいけません。このタイプの軸受は軸を
一方のアキシアル方向に固定するのに使用さ
れるほか、軸がハウジングに対して反対のアキ
シアル方向に移動した場合、そのアキシアル変
位を吸収します。

NNC型
NNC型軸受の内輪は、NNCL型、NNCF型の内輪
と同じです。外輪は二分割型で、保持部品に 
よって保持されています。この保持部品には、
絶対にアキシアル荷重がかかってはいけませ
ん。二分割された外輪はどちらも完全に同じ形
で、一体型のつばが1つ付いています。この軸受
は、軸を両方のアキシアル方向に固定するため
に使用されます。

図17

NNCL

NNCF

NNC

NNF
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表1

シール付き複列総ころ円筒ころ軸受用SKF標準グリースの仕様

軸受系列 温度範囲1) 増ちょう剤 基油の 
種類

NLGI ちょう 
度クラス

基油粘度 [mm2/s]
40 °Cの時 100 °Cの時
(105 °F) (210 °F)

      

NNF 50 ADA リチウム 
石けん

ジエス 
テル

2 15 3,7

NNF 50 ADB  
3194 ..DA

リチウム 
コンプレッ 
クス石けん

鉱油 2 160 15,5

1) SKFシグナルコンセプトを参照 † 244ページ

 –50 0 50 100 150 200 250 °C

 –60 30 120 210 300 390 480  °F

図18NNF型 (シール付き軸受)

50系列および3194..系列のNNF型軸受は、内
輪が二分割になっており、保持輪によって保持
されています。内輪には一体化されたつばが3
つ、外輪には一体化されたつばが中央に1つ付
いています。このタイプの軸受は、軸を両方の
アキシアル方向に固定するために使用されま
す。2列のころ列の間が離れていることで、曲げ
モーメントに適応することができます。

NNF型軸受の外輪幅は、内輪幅より1 mm狭
くなっています。そのため、外輪が回転するアプ
リケーションで、内輪と隣接部品との間に間座
を使用する必要がありません。外輪に設けられ
た2つの止め輪溝によって取り付けを簡易に行
えるうえ、ロープシーブなどの隣接部品に軸受
を取り付ける場合は、アキシアル方向の省ス 
ペースとなります(† 図18)。 

軸受の両側には、PUR接触シールが付いて
います。シールは、両側内輪の肩に設けられた
凹部に取り付けられています(† 図17 、579 
ページ)。シールリップは外輪軌道面に軽く接
触しています。軸受には、防錆性に優れた高品
質グリースが充填されています(† 表1)。グ 
リースについて詳しくは、潤滑(† 239ページ)
を参照してください。

油潤滑を使用するアプリケーション向けに
ついては、グリースが充填されていない開放型
軸受を供給することができます。少数のシール
なし軸受が必要な場合、シールを取り外して軸
受を洗浄してから取り付けることも可能です。
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シール付き軸受の再給脂
シール付き複列総ころ円筒ころ軸受は多くの
アプリケーション条件で再給脂を必要とせず、
再給脂は完全に不要であるとみなすことがで
きます(† 再給脂、252ページ)。しかし、水分が
多い環境や汚染された環境で軸受を運転する
場合や、回転速度が中速から高速の場合、再給
脂が必要となることもあります。再給脂は、内
輪および外輪いずれの油穴からでも行うこと
ができます。

組み合わせ軸受
SKFでは、組み合わせ軸受も供給することがで
きます。組み合わせ軸受では、外内径寸法が非
常に狭い公差範囲に納まるような軸受同士を
組み合わせます。このように公差範囲を小さく
することは、軸受間に荷重を均等に配分するた
めの前提条件です。

組み合わせ軸受には、以下のような接尾記
号がついています。

 • 2個の軸受の組み合わせは DR
 • 3個の軸受の組み合わせは TR
 • 4個の軸受の組み合わせは QR

組み合わせる軸受は、単列でも複列でも可能
です。詳しくはSKFアプリケーションエンジニア
リングサービスまでお問い合わせください。
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表2

単列円筒ころ軸受用保持器 高負荷容量円筒ころ軸受用保持器 

保持器の
種類

ウインドウタイプ、 
ころまたは外輪案内 

ウインドウタイ 
プ、軸受の設計 
に応じて 
内輪または 
外輪案内

リベット止め 
 • ころ案内
 • 外輪案内
 • 内輪案内

ウインドウタイプ、内輪案内

材料  • PA66、ガラス 
繊維強化

 • PEEK、ガラス 
繊維強化

鋼板製打抜き 黄銅製もみ抜き 鋼板、リン酸マン
ガン皮膜処理

黄銅製もみ抜き

接尾記号  • P または PA
 • PH または PHA

 • –
 • J

 • ML  • M
 • MA
 • MB

 • JB  • MH

保持器
SKF単列円筒ころ軸受ならびに高負荷容量円
筒ころ軸受には、設計、系列、寸法に応じて、
表2に示す保持器のいずれかが取り付けられ
ています。

また、SKF標準製品群の単列円筒ころ軸受の
多くは、複数の保持器設計から選択することが
できます(† 製品データ表)。

転がり軸受に一般的に使用される潤滑剤
が、保持器の特性に悪影響を及ぼすことはあり
ません。ただし、一部の合成油、基油に合成油
を使用したグリース、EP添加剤の含有率が高
い潤滑剤は、高温運転を行うと樹脂製保持器
に悪影響を及ぼす場合があります。保持器の
適合性に関する詳細は、保持器(† 37ページ)
および保持器の材料(† 152ページ)を参照し
てください。
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性能クラス
SKF Explorer軸受
最新の機械類に対して高まり続ける性能要件
に応えるため、SKFはSKF Explorer性能クラスの
転がり軸受を開発しました。

SKF Explorer円筒ころ軸受は内部形状の最
適化、全接触面の表面処理の最適化、極めて清
浄で均質な鋼材と独自の熱処理の採用、ころ
端/つば接触面の最適化、ころおよび軌道面へ
の最新の対数曲線接触形状の適用などによっ
て、その大幅な性能改善を実現しています。

性能改善がもたらす利点は次のとおりです。

 • 動荷重負荷容量の向上
 • ミスアライメントによる影響を軽減
 • 耐摩耗性の改善
 • 騒音・振動レベルの低減
 • 摩擦熱の低減
 • 軸受実用寿命の大幅な延長

SKF Explorer軸受はダウンサイジングを可能に
し、潤滑剤とエネルギーの消費量も削減できる
ため、環境への影響を低減します。また、同様に
重要な点として、メンテナンスの必要性を低減
し、生産性の改善に貢献するという特長も、 
SKF Explorer軸受はもちろん備えています。

SKF Explorer軸受は、製品データ表中にアス
タリスクが付されて示されています。呼び番号
は、従来の標準軸受の番号を踏襲しています。
ただし、軸受本体とパッケージにSKF Explorer
という名前が記されています。

一部の円筒ころ軸受は、標準軸受とSKF 
Explorer軸受の両方をご利用いただけます。そ
の場合、SKF Explorer軸受は、接尾記号にPEXと
表記されます。

SKFエネルギー効率化 (E2) 軸受
摩擦と消費エネルギーの削減に対するさらな
る要求に応えるため、SKFはSKFエネルギー効
率化(E2)性能クラスの転がり軸受を開発しま
した。この性能クラスのNJ型円筒ころ軸受は、
アキシアル荷重が負荷された際の軸受内の摩
擦モーメントが同寸法の標準SKF軸受に対し
て、最大で85%低くなり、アキシアル方向の荷重
負荷容量が増大する(Fa/Fr比が最大で0,6)とい
う特長があります。アキシアル荷重が大きくな
るほど、摩擦モーメントにおけるこの優位点が
標準SKF軸受またはSKF Explorer軸受に対して
顕著になります。

運転温度が下がることから潤滑条件も良く
なり、再給脂間隔の延長や高速回転が可能に
なります。また、軸受内でのころ端とつばの接
触が改善されるため、スキッディングやスミア
リングのリスクも軽減します。典型的なアプリ
ケーションとして、風力発電用トランスミッショ
ン、産業用トランスミッションの他、複合荷重
を受けるアプリケーションなどがあります。

SKF E2単列円筒ころ軸受は、ご要望に応じ
てNJ型での供給も可能です。詳しくはSKFアプ
リケーションエンジニアリングサービスまでお
問い合わせください。
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軸受データ
単列円筒ころ軸受

寸法規格 主要寸法: ISO 15
HJ アングルリング: ISO 246

公差

詳細情報 
(† 132ページ)

寸法公差 普通
回転精度 P6

規格値: ISO 492、(† 表3 ~ 表4、137 ~ 138ページ)

ラジアル内部 
すきま

詳細情報 
(† 149ページ)

普通、C3
その他のすきまについては、在庫状況を確認してください。
規格値: ISO 5753-1 († 表3、590ページ)
これらの数値は、測定荷重ゼロの組み込み前の軸受に適用されます。

アキシアル 
内部すきま

詳細情報 
(† 149ページ)

目安値
 • NUP 型 († 表4、591ページ)
 • HJ アングルリング付き NJ 型 († 表5、592ページ)

アキシアル内部すきまを測定する際、ころが傾いて、アキシアルすきま
の測定値が以下のように大きくなる場合があります。 
 • 2、3、4 系列: ≈ ラジアル内部すきま量
 • 22、23 系列: ≈ ラジアル内部すきま量の 2/3

†
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軸受データ、続き
単列円筒ころ軸受

ミスアライメント 目安値
 • 10、12、2、3、4 系列: ≈ 4分角
 • 20、22、23 系列: ≈ 3分角

上記の数値は、NUP 型または HJ アングルリング付き NJ 型の軸受に
は適用されません。これらの軸受は内輪および外輪それぞれにつばが
2つ付いていてアキシアル内部すきまが比較的小さいことから、軸受内
でアキシアル応力が誘起される場合があります。

目安値は、軸とハウジング軸の位置が変化しないという条件で、自
由側の軸受に適用されます。上記より大きなミスアライメントも可能で
すが、その場合は軸受の実用寿命が短くなる恐れがあります。

内輪と外輪の間に許容されるミスアライメントの大きさは、軸受の
寸法や内部設計、運転時のラジアル内部すきま、軸受に作用する力や
モーメントなどによって異なります。そのため、ここに記載されている値
は推定値に過ぎません。ミスアライメントがあると、 軸受の騒音が増し
実用寿命が短くなります。

詳しくはSKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問
い合わせください。

アキシアル 
方向変位

内輪および外輪のいずれにもつばがない軸受、あるいは内輪または外
輪のどちらかにつばが1つだけ付いている軸受は、一定限度内でハウ
ジングに対する軸の変位を吸収することができます († 製品データ
表)。アキシアル変位は軸受内で生じ、軸受と軸またはハウジング間で
はアキシアル変位が生じないため、軸受回転時に摩擦が増大すること
は実質的にありません。

摩擦、起動トルク、
動力損失

摩擦モーメント、起動トルク、動力損失の大きさは、摩擦 († 97ページ)
で解説している方法によって、あるいは skf.com/bearingcalculator のオ
ンラインツールを使用して計算することができます。

損傷周波数 損傷周波数は、skf.com/bearingcalculator のオンラインツールを使用し
て計算することができます。
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軸受データ
高負荷容量円筒ころ軸受 単列総ころ円筒ころ軸受 複列総ころ円筒ころ軸受

寸法規格 主要寸法: ISO 15 主要寸法 、ただし以下を除く
 系列軸受の外輪幅 標準に対し 小さい

系列の軸受 非標準寸法

公差

詳細情報 
(† 132ページ)

寸法公差 普通
回転精度 P6

普通

規格値: ISO 492 († 表3 ~ 表4、137 ~ 138ページ)

ラジアル内部 
すきま

詳細情報 
(† 149ページ)

普通、C3
その他のすきまについては、在庫状況を確認してください。
規格値: ISO 5753-1 († 表3、590ページ)
これらの数値は、測定荷重ゼロの組み込み前の軸受に適用されます。

アキシアル 
内部すきま

詳細情報 
(† 149ページ)

– 型、 型

ミスアライメント 目安値: 
≈ 3分角

目安値
 • 18 系列: 
≈ 4分角

 • 22、23、28、29、30 系列: 
≈ 3分角

ページ

目安値は、軸とハウジング軸の位置が変化しないという条件で、自由側の
軸受に適用されます。上記より大きなミスアライメントも可能ですが、そ
の場合は軸受の実用寿命が短くなる恐れがあります。

内輪と外輪の間に許容されるミスアライメントの大きさは、軸受の寸法
や内部設計、運転時のラジアル内部すきま、軸受に作用する力や...
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軸受データ
高負荷容量円筒ころ軸受 単列総ころ円筒ころ軸受 複列総ころ円筒ころ軸受

寸法規格 主要寸法  主要寸法: ISO 15、ただし以下を除く
 • NNF 50 系列軸受の外輪幅 (ISO 標準に対し C = 1 mm 小さい)
 • 3194.. 系列の軸受 (非標準寸法)

公差

詳細情報
ページ

寸法公差 普通
回転精度

普通

規格値 表 表 、 ページ

ラジアル内部 
すきま

詳細情報
ページ

普通、
その他のすきまについては、在庫状況を確認してください。
規格値 表 、 ページ
これらの数値は、測定荷重ゼロの組み込み前の軸受に適用されます。

アキシアル 
内部すきま

詳細情報
ページ

NNC 型、NNF 型: 0,1 – 0,2 mm

ミスアライメント 目安値
≈ 分角

目安値
系列

≈ 分角
、 、 、 、 系列

≈ 分角

–

† 588ページ

...モーメントなどによって異なります。そのため、ここに記載されている値は推定値に過ぎませ
ん。ミスアライメントがあると、 軸受の騒音が増し実用寿命が短くなります。

詳しくはSKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。
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軸受データ、続き
高負荷容量円筒ころ軸受 単列総ころ円筒ころ軸受 複列総ころ円筒ころ軸受

アキシアル変位

摩擦、起動トルク、
動力損失

損傷周波数

内輪および外輪のいずれにもつばがない軸受、あるいは内輪または外輪
のどちらかにつばが1つだけ付いている軸受は、一定限度内でハウジング
に対する軸の変位を吸収することができます...

摩擦モーメント、起動トルク、動力損失の大きさは、摩擦 († 97ページ) で
解説している方法によって、あるいは skf.com/bearingcalculator ...

損傷周波数は、skf.com/bearingcalculator のオンラインツール...
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軸受データ、続き
高負荷容量円筒ころ軸受 単列総ころ円筒ころ軸受 複列総ころ円筒ころ軸受

アキシアル変位

摩擦、起動トルク、
動力損失

損傷周波数

... († 製品データ表)。アキシアル変位は軸受内で生じ、軸受と軸またはハウジング間ではア
キシアル変位が生じないため、軸受回転時に摩擦が増大することは実質的にありません。 

...のオンラインツールを使用して計算することができます。

...を使用して計算することができます。
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表3

円筒穴付き円筒ころ軸受のラジアル内部すきま

内径 ラジアル内部すきま
d C2 普通 C3 C4 C5
を超え 以下 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大

mm  µm          

– 24 0 25 20 45 35 60 50 75 65 90
24 30 0 25 20 45 35 60 50 75 70 95
30 40 5 30 25 50 45 70 60 85 80 105

40 50 5 35 30 60 50 80 70 100 95 125
50 65 10 40 40 70 60 90 80 110 110 140
65 80 10 45 40 75 65 100 90 125 130 165

80 100 15 50 50 85 75 110 105 140 155 190
100 120 15 55 50 90 85 125 125 165 180 220
120 140 15 60 60 105 100 145 145 190 200 245

140 160 20 70 70 120 115 165 165 215 225 275
160 180 25 75 75 125 120 170 170 220 250 300
180 200 35 90 90 145 140 195 195 250 275 330

200 225 45 105 105 165 160 220 220 280 305 365
225 250 45 110 110 175 170 235 235 300 330 395
250 280 55 125 125 195 190 260 260 330 370 440

280 315 55 130 130 205 200 275 275 350 410 485
315 355 65 145 145 225 225 305 305 385 455 535
355 400 100 190 190 280 280 370 370 460 510 600

400 450 110 210 210 310 310 410 410 510 565 665
450 500 110 220 220 330 330 440 440 550 625 735
500 560 120 240 240 360 360 480 480 600 690 810

560 630 140 260 260 380 380 500 500 620 780 900
630 710 145 285 285 425 425 565 565 705 865 1 005
710 800 150 310 310 470 470 630 630 790 975 1 135

800 900 180 350 350 520 520 690 690 860 1 095 1 265
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表4

NUP 円筒ころ軸受のアキシアル内部すきま

軸受 軸受の系列別アキシアル内部すきま
内径 寸法 

コード
NUP 2 NUP 3 NUP 22 NUP 23
最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大

mm  µm          

17 03 37 140 37 140 37 140 47 155
20 04 37 140 37 140 47 155 47 155
25 05 37 140 47 155 47 155 47 155

30 06 37 140 47 155 47 155 47 155
35 07 47 155 47 155 47 155 62 180
40 08 47 155 47 155 47 155 62 180

45 09 47 155 47 155 47 155 62 180
50 10 47 155 47 155 47 155 62 180
55 11 47 155 62 180 47 155 62 180

60 12 47 155 62 180 62 180 87 230
65 13 47 155 62 180 62 180 87 230
70 14 47 155 62 180 62 180 87 230

75 15 47 155 62 180 62 180 87 230
80 16 47 155 62 180 62 180 87 230
85 17 62 180 62 180 62 180 87 230

90 18 62 180 62 180 62 180 87 230
95 19 62 180 62 180 62 180 87 230
100 20 62 180 87 230 87 230 120 315

105 21 62 180 – – – – – –
110 22 62 180 87 230 87 230 120 315
120 24 62 180 87 230 87 230 120 315

130 26 62 180 87 230 87 230 120 315
140 28 62 180 87 230 87 230 120 315
150 30 62 180 – – 87 230 120 315

160 32 87 230 – – – – – –
170 34 87 230 – – – – – –
180 36 87 230 – – – – – –

190 38 87 230 – – – – – –
200 40 87 230 – – – – – –
220 44 95 230 – – – – – –

240 48 95 250 – – – – – –
260 52 95 250 – – – – – –

+
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5  円筒ころ軸受

表5

NJ + HJ 円筒ころ軸受のアキシアル内部すきま

軸受 軸受の系列別アキシアル内部すきま
内径 寸法 

コード
NJ 2 + HJ 2 NJ 3 + HJ 3 NJ 4 + HJ 4 NJ 22 + HJ 22 NJ 23 + HJ 23
最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大

mm  µm          

20 04 42 165 42 165 – – 52 185 52 183
25 05 42 165 52 185 – – 52 185 52 183
30 06 42 165 52 185 60 200 52 185 52 183

35 07 52 185 52 185 60 200 52 185 72 215
40 08 52 185 52 185 60 200 52 185 72 215
45 09 52 185 52 185 60 200 52 185 72 215

50 10 52 185 52 185 80 235 52 185 72 215
55 11 52 185 72 215 80 235 52 185 72 215
60 12 52 185 72 215 80 235 72 215 102 275

65 13 52 185 72 215 80 235 72 215 102 275
70 14 52 185 72 215 80 235 72 215 102 275
75 15 52 185 72 215 80 235 72 215 102 275

80 16 52 185 72 215 80 235 72 215 102 275
85 17 72 215 72 215 110 290 72 215 102 275
90 18 72 215 72 215 110 290 72 215 102 275

95 19 72 215 72 215 110 290 72 215 102 275
100 20 72 215 102 275 110 290 102 275 140 375
105 21 72 215 102 275 110 290 102 275 140 375

110 22 72 215 102 275 110 290 102 275 140 375
120 24 72 215 102 275 110 310 102 275 140 375
130 26 72 215 102 275 110 310 102 275 140 375

140 28 72 215 102 275 140 385 102 275 140 375
150 30 72 215 102 275 140 385 102 275 140 375
160 32 102 275 102 275 – – 140 375 140 375

170 34 102 275 – – – – 140 375 – –
180 36 102 275 – – – – 140 375 – –
190 38 102 275 – – – – – – – –

200 40 102 275 – – – – – – – –
220 44 110 290 – – – – – – – –
240 48 110 310 – – – – – – – –

260 52 110 310 – – – – – – – –
280 56 110 310 – – – – – – – –

+

上記以外の軸受については、SKFアプリケーションエンジニアリングサービスまでお問い合わせください。
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軸受データ

表6

単列円筒ころ軸受の最小荷重係数 kr の変換係数

標準保持器付き軸受 代替保持器

P、PH、J、M、MR PA、PHA、MA、ML
 

P、PH、J、M、MR 1 1,5

PA、PHA、MA、ML 0,67 1

表7

円筒ころ軸受の計算係数

軸受の寸法系列 限界値 アキシアル 
荷重係数

e Y
 

10、18、2、3、4 0,2 0,6
22、23、28、29、30 0,3 0,4
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5  円筒ころ軸受

荷重
単列円筒ころ軸受 高負荷容量円筒ころ軸受 単列総ころ円筒ころ軸受 複列総ころ円筒ころ軸受 記号について

最小荷重

詳細情報 
(† 86ページ)

軸受が支持している部品の重量に外力が加わることで、通常は必要最小荷
重を上回ります。そうでない場合、軸受にラジアル荷重を負荷させる必要が
あります。

  軸受平均径

  限界値
表 、 ページ

  アキシアル荷重
  ラジアル荷重
  最小ラジアル荷重

  最小荷重係数 製品
データ表および表 、 

ページ
  回転数
  基準回転数

製品データ表 シー
ル付き複列総ころ軸受
のシールを取り外して
油潤滑を行う場合は、
限界回転数に を乗
じてください。

  動等価軸受荷重
  静等価軸受荷重

  アキシアル荷重係数
表 、 ページ

動等価軸受 
荷重

詳細情報 
(† 85ページ)

自由側軸受
P = Fr

固定側軸受

Fa/Fr ≤ e  
† P = Fr

Fa/Fr > e  
† P = 0,92 Fr + Y Fa

Fa が 0,5 Fr を超えてはなりません。

Fa/Fr ≤ 0,3  
† P = Fr

Fa/Fr > 0,3  
† P = 0,92 Fr + 0,4 Fa

Fa が 0,5 Fr を超えてはなりません。

 

 

が を超えてはなり 
ません。

 

 

が を超えてはなり 
ません。

静等価軸受 
荷重

詳細情報 
(† 88ページ)

P0 = Fr

 q  4 n w q dm
 w 2

Frm = kr  6 + ——   —— 
 <  nr z < 100 z
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荷重

荷重
単列円筒ころ軸受 高負荷容量円筒ころ軸受 単列総ころ円筒ころ軸受 複列総ころ円筒ころ軸受 記号について

最小荷重

詳細情報
ページ

軸受が支持している部品の重量に外力が加わることで、通常は必要最小荷
重を上回ります。そうでない場合、軸受にラジアル荷重を負荷させる必要が
あります。

dm = 軸受平均径 [mm] 
= 0,5 (d + D)

e = 限界値 
(† 表7、593ページ)

Fa = アキシアル荷重 [kN]
Fr = ラジアル荷重 [kN]
Frm = 最小ラジアル荷重 [kN]
kr = 最小荷重係数 († 製品

データ表および表6、 
593ページ)

n = 回転数 [r/min]
nr = 基準回転数 [r/min]  

(† 製品データ表) シー
ル付き複列総ころ軸受
のシールを取り外して
油潤滑を行う場合は、
限界回転数に 1,3 を乗
じてください。

P = 動等価軸受荷重 [kN]
P0 = 静等価軸受荷重 [kN]
Y = アキシアル荷重係数 

(† 表7、593ページ)

動等価軸受 
荷重

詳細情報
ページ

自由側軸受

固定側軸受

 

 

が を超えてはなりません。

 

 

が を超えてはなりません。

Fa/Fr ≤ e  
† P = Fr

Fa/Fr > e  
† P = 0,92 Fr + Y Fa

Fa が 0,5 Fr を超えてはなり 
ません。

Fa/Fr ≤ 0,15 
 † P = Fr

Fa/Fr > 0,15  
† P = 0,92 Fr + 0,4 Fa

Fa が 0,25 Fr を超えてはなり 
ません。

静等価軸受 
荷重

詳細情報
ページ
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5  円筒ころ軸受

動アキシアル荷重負荷容量

記号について

内輪および外輪の両方につばのある円筒ころ軸受は、ラジアル荷重に加えアキシアル荷重も
負荷することができます。複列総ころ円筒ころ軸受については、Fa が 0,25 Fr を超えてはなりま
せん。その他の設計については 0,5 Fr を超えてはなりません。 

アキシアル荷重の負荷容量は、主にころ端とつばが接触する滑り面の荷重支持力によって
決まります。この支持能力に最も大きく影響する要因として、潤滑、運転温度、軸受の放熱効率
などがあります。

次に示すような通常の運転条件であれば、下記の式を適用することができます。

 • 軸受の運転温度と周囲温度との温度差 DT ≈ 60 °C
 • 特定の熱損失 ≈ 0,5 mW/mm2

 • 粘度比 k ≥ 2
 • ミスアライメント ≤ 1分角。ミスアライメントが > 1分角である場合は、SKFアプリケーション
エンジニアリングサービスまでお問い合わせください。

  軸受幅
  基本静定格荷重

製品データ表
  軸受内径
  軸受外径

  給油温度と排油温度の差
  アキシアル荷重
  許容アキシアル荷重

  短時間作用する最大アキシアル
荷重

  常時作用する最大アキシアル荷
重

  循環給油式のアプリケーション
における最大許容アキシアル荷
重

  時折作用する最大アキシアル衝
撃荷重

  ラジアル荷重
、   潤滑係数 表 、 ページ

  回転数
  潤滑油の流量

外径面および内径 p B (D + d) ≤ 50 000 mm2

 k1 C0 104

Fap = ————– – k2 Fr n (d + D)

外径面および内径 p B (D + d) > 50 000 mm2

 7,5 k1 C0
2/3 104

Fap = ——————— – k2 Fr n (d + D)

つばが破断するリスクを回
避するため、常時作用する最
大アキシアル荷重は次のよ
うに制限されます。

2.. 系列の軸受  
† Fap max ≤ 0,0045 D1,5

その他の系列の軸受  
† Fap max ≤ 0,0023 D1,7

高負荷容量軸受  
† Fap max ≤ 0,0035 D1,7

循環給油式のアプリケーション
 1,5 ¥ 104 k1

 
DTs

 V̇sFap oil = Fap + ———————— n (d + D)

短時間であれば、軸受運転温度の一時的な上昇が > 5 °C ではないという条件で、

Fap brief ≤ 2 Fap ここで Fap = Fap、Fap oil、または Fap max

「短時間」という時間の長さは、軸受寸法、荷重、回転数に応じ、わずか数秒から数分までの範
囲をカバーします。おおよその目安として、「短時間」とは軸受が 1 000 回転するのに要する時
間とみなすことができます。

偶発的な衝撃荷重:

Fap shock ≤ 3 Fap ここで Fap = Fap、Fap oil、または Fap max
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荷重

動アキシアル荷重負荷容量

記号について

内輪および外輪の両方につばのある円筒ころ軸受は、ラジアル荷重に加えアキシアル荷重も
負荷することができます。複列総ころ円筒ころ軸受については、 が を超えてはなりま
せん。その他の設計については を超えてはなりません。

アキシアル荷重の負荷容量は、主にころ端とつばが接触する滑り面の荷重支持力によって
決まります。この支持能力に最も大きく影響する要因として、潤滑、運転温度、軸受の放熱効率
などがあります。

次に示すような通常の運転条件であれば、下記の式を適用することができます。

 軸受の運転温度と周囲温度との温度差
 特定の熱損失 ≈
 粘度比
 ミスアライメント 分角。ミスアライメントが 分角である場合は、 アプリケーション
エンジニアリングサービスまでお問い合わせください。

B = 軸受幅 [mm]
C0 = 基本静定格荷重 [kN] 

(† 製品データ表)
d = 軸受内径 [mm]
D = 軸受外径 [mm]
DTS = 給油温度と排油温度の差 [°C]
Fa = アキシアル荷重 [kN]
Fap = 許容アキシアル荷重 [kN]
Fap brief = 短時間作用する最大アキシアル

荷重 [kN]
Fap max = 常時作用する最大アキシアル荷

重 [kN]
Fap oil = 循環給油式のアプリケーション

における最大許容アキシアル荷
重 [kN]

Fap shock = 時折作用する最大アキシアル衝
撃荷重 [kN]

Fr = ラジアル荷重 [kN]
k1、k2 = 潤滑係数 († 表8、598ページ)
n = 回転数 [r/min]
V̇S = 潤滑油の流量 [l/min]

外径面および内径

    

外径面および内径
    

つばが破断するリスクを回
避するため、常時作用する最
大アキシアル荷重は次のよ
うに制限されます。

系列の軸受
 

その他の系列の軸受
 

高負荷容量軸受
 

循環給油式のアプリケーション
   

短時間であれば、軸受運転温度の一時的な上昇が ではないという条件で、

 ここで 、 、または

「短時間」という時間の長さは、軸受寸法、荷重、回転数に応じ、わずか数秒から数分までの範
囲をカバーします。おおよその目安として、「短時間」とは軸受が 回転するのに要する時
間とみなすことができます。

偶発的な衝撃荷重

 ここで 、 、または
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5  円筒ころ軸受

d1 F
das

つばの支持
円筒ころ軸受が重アキシアル荷重を受ける場
合、隣接部品のアキシアル振れと寸法が、回転
精度とつばの均等な荷重配分にとって特に重
要な要素となります。

内輪のつばを支持するのは高さの半分のみ
までとし(† 図19)、軸のたわみなどによって発
生する交番応力の悪影響を受けないようにし
ます。 

単列円筒ころ軸受および高負荷容量円筒こ
ろ軸受については、次の式を用いて軸の肩径
の推奨値を求めることができます。

das = 0,5 (d1 + F)

ここで、
das = アキシアル荷重を受ける軸受の軸肩径 

[mm]
d1 = 内輪つば径 [mm]
F = 内輪軌道径 [mm]

総ころ円筒ころ軸受については、推奨の軸肩径
値dasが製品データ表に記載されています。

表8

円筒ころ軸受の潤滑係数

軸受の種類 潤滑係数
油潤滑 グリース潤滑
k1 k2 k1 k2

 

単列円筒ころ軸受および高負荷容量円筒ころ軸受 1,5 0,15 1 0,1

単列総ころ円筒ころ軸受 1 0,3 0,5 0,15

複列総ころ円筒ころ軸受 0,35 0,1 0,2 0,06

図19
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温度限界

温度限界
円筒ころ軸受の許容運転温度は、以下のよう
な要因によって制限を受けます。

 • 軸受軌道輪およびころの寸法安定性
 • 保持器
 • シール
 • 潤滑剤

温度が許容範囲外になることが予想される場
合は、SKFアプリケーションエンジニアリング
サービスまでお問い合わせください。

軸受軌道輪およびころ
SKF円筒ころ軸受には特殊な熱処理が施され
ています。そのため、少なくとも150 °C (300 °F) 
までの熱安定性を備えています。

保持器
鋼鉄製、黄銅製、PEEK製の保持器は、軸受軌道
輪およびころと同じ運転温度で使用すること
ができます。その他の樹脂材料を使用した保持
器の温度制限については、保持器の材料(†  
152ページ)を参照してください。

シール
PURシールの許容運転温度は、–20~+80 °C 
(–5~175 °F)です。

潤滑剤
シール付き複列総ころ円筒ころ軸受に使用さ
れているグリースの温度限界は、表1(† 580 
ページ)に示されています。その他のSKFグリー
スの温度限界については、潤滑(† 239ページ) 
を参照してください。

SKFによる供給ではない潤滑剤を使用する
際は、SKFシグナルコンセプト(† 244ページ)に
従って温度限界の評価を行う必要があります。
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5  円筒ころ軸受

表9

単列円筒ころ軸受の限界回転数の変換係数

標準保持器 
付き軸受 代替保持器

P、PH、J、 
M、MR

PA、PHA、 
MA、MB

ML

 

P、PH、J、M、MR 1 1,3 1,5

PA、PHA、MA、MB 0,75 1 1,2

ML 0,65 0,85 1

許容回転数
許容回転数は、製品データ表に示されている
定格回転数と回転速度(† 117ページ)に記載
されている情報とを適用して推定することがで
きます。製品データ表に基準回転数が記載さ
れていない場合は、限界回転数が許容回転数
となります。

軌道輪案内保持器付きの軸受には、油潤滑
を推奨します。このタイプの軸受をグリース潤
滑する場合(† 潤滑、円筒ころ軸受、254ペー 
ジ)、速度係数は以下のような制限を受けます。

 • MA、MB、MH、ML、MP、JA、JB 保持器付き軸
受  
† A ≤ 250 000 mm/min

 • PA、PHA 保持器付き軸受  
† A ≤ 450 000 mm/min

ここで、
A = n dm [mm/min]
dm = 軸受平均径 [mm]  

= 0,5 (d + D)
n = 回転数 [r/min]

これらの数値を超えるアプリケーションについ
ては、SKFアプリケーションエンジニアリング 
サービスまでお問い合わせください。

標準保持器付き単列軸受の限界回転数値
は、製品データ表に記載されています。代替保
持器付き軸受の限界回転数を推定するために
必要な変換係数は、表9に記載されています。 
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取り付け

取り付け
互換性のある部品
SKF円筒ころ軸受の分離可能な部品は、軸受
同士の寸法と内部すきまが同一であれば、完
全な互換性があります。 

高負荷容量円筒ころ軸受
NCF ..ECJB系列、NJF ..ECJA系列の高負荷容量
円筒ころ軸受の保持器は、設計上、軸受から内
輪あるいは外輪を取り外す際、ころの脱落を防
止することができません。そのため、これらの
系列の高負荷容量円筒ころ軸受は、総ころ円
筒ころ軸受と同様に、完全な軸受として取り付
けることを推奨します。

内輪および外輪を別々に取り付ける必要が
ある場合は、取り付けスリーブや保持ストラッ
プなどを用いて、ころが外れないようにしてく
ださい(† 図20)。

単列総ころ円筒ころ軸受、NJG型
NJG型の軸受は分離することができます。その
ため、ころの脱落を防止するための特別な措置
を取らずに、ころが取り付けられた外輪を内輪
とは別に取り付けることができます。この軸受
は、自己保持型の総ころ軸受となっています。

図20

取り付けスリーブ 保持ストラップ
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5  円筒ころ軸受

呼び番号システム

接頭記号

E2. SKFエネルギー効率化軸受
L 分離型軸受の内輪あるいは外輪単体
R 分離型軸受の内輪アセンブリまたは外輪アセンブリ

基本呼び番号

線図2 († 43ページ) に記載
HJ アングルリング

接尾記号

グループ1: 内部設計

EC より多数および / または大きなころを組み入れ、ころ端とつばとの接触 
を改良することにより、内部設計を最適化

CV 内部設計を改良、総ころセット

グループ2: 外部設計 (シール、止め輪溝など)

ADA 外輪の止め輪溝を改良、二分割された内輪を保持輪によって保持
(NNF 50 系列の軸受に該当)

ADB ADA + 内部設計を改良
DA 外輪の止め輪溝を改良、二分割された内輪を保持輪によって保持

(3194.. 系列の軸受に該当)
K テーパ穴、テーパ比 1:12
N 外輪に止め輪溝
NR 外輪に止め輪溝、適正な止め輪付き
N1 外輪の片方の側面1箇所に位置決め溝 (切欠き)
N2 外輪の片方の側面に、180° 離れた位置決め溝 (切欠き) 2つ
-2LS 接触シール、PUR、両側

グループ3: 保持器の設計

J 鋼板製打抜き保持器、ころ案内
JA 鋼板製保持器、外輪案内
JB 鋼板製保持器、内輪案内
M 黄銅製もみ抜き保持器、リベット止め、ころ案内
MA 黄銅製もみ抜き保持器、リベット止め、外輪案内
MB 黄銅製もみ抜き保持器、リベット止め、内輪案内
MH 黄銅製もみ抜き保持器、ウインドウタイプ、内輪案内
ML 黄銅製もみ抜き保持器、ウインドウタイプ、軸受の設計により内輪または外輪案内
MP 黄銅製もみ抜き保持器、ウインドウタイプ、軸受の寸法により内輪または外輪案内
MR 黄銅製もみ抜き保持器、ウインドウタイプ、ころ案内
P ガラス繊維強化 PA66 製保持器、ころ案内 
PA ガラス繊維強化 PA66 製保持器、外輪案内
PH ガラス繊維強化 PEEK 製保持器、ころ案内 
PHA ガラス繊維強化 PEEK 製保持器、外輪案内 
V 総ころ (保持器なし)
VH 総ころ (保持器なし)、自己保持型

グループ
1

グループ
2

グループ
3

/ グループ 
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5

呼び番号システム

グループ4.6: その他のバリエーション

PEX SKF Explorer軸受、同一寸法の従来型軸受およびSKF Explorer軸受が利用可能な場合に
限り使用

VA301 鉄道車両のトラクションモーター用軸受
VA305 VA301 + 特殊検査
VA350 鉄道軸箱用軸受
VA380 EN 12080、等級 1 に準拠した鉄道軸箱用軸受
VA3091 VA301 + 外輪の外面に酸化アルミニウム被膜処理
VC025 重汚染環境のアプリケーション用に耐摩耗性に優れた特殊軌道面を持つ軸受
VQ015 内輪軌道面のクラウニングにより許容ミスアライメントが大きい軸受

グループ4.5: 潤滑

グループ4.4: 寸法安定化

S1 運転温度 ≤ 200 °C (390 °F) に対する熱安定性を持つ軸受軌道輪
S2 運転温度 ≤ 250 °C (480 °F) に対する熱安定性を持つ軸受軌道輪

グループ4.3: 軸受セット、組み合わせ軸受

DR 軸受2個の組み合わせ
TR 軸受3個の組み合わせ
QR 軸受4個の組み合わせ

グループ4.2: 精度、すきま、予圧、静粛運転

CN 普通のラジアル内部すきま。すきまの減少分または変位分を示す文字を併記する場合
にのみ使用。
H 規定のすきま範囲の上半分の範囲に狭めたすきま
L 規定のすきま範囲の下半分の範囲に狭めたすきま
M 規定のすきま範囲の中半分の範囲に狭めたすきま
上記の文字は、すきま C2、C3、C4、C5 と共に使用されることもあります (例:  C2H)。

C2 普通より小さいラジアル内部すきま
C3 普通より大きいラジアル内部すきま
C4 C3 より大きいラジアル内部すきま
C5 C4 より大きいラジアル内部すきま

グループ4.1: 材料、熱処理

HA1 内輪および外輪を肌焼き
HA3 内輪を肌焼き
HB1 内輪および外輪をべイナイト焼入れ
HN1 内輪および外輪に特殊な表面熱処理
L4B 軸受軌道輪およびころに黒染処理
L5B ころに黒染処理
L7B 内輪およびころに黒染処理

グループ グループ グループ グループ 
4

4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6
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15 35 11 12,5 10,2 1,22 22 000 26 000 0,047 NU 202 ECP PHA
35 11 12,5 10,2 1,22 22 000 26 000 0,048 NJ 202 ECP PHA

17 40 12 17,2 14,3 1,73 19 000 22 000 0,068 NU 203 ECP PHA
40 12 17,2 14,3 1,73 19 000 22 000 0,07 NJ 203 ECP PHA
40 12 17,2 14,3 1,73 19 000 22 000 0,072 NUP 203 ECP PHA
40 12 17,2 14,3 1,73 19 000 22 000 0,066 N 203 ECP PH

40 16 23,8 21,6 2,65 19 000 22 000 0,087 NU 2203 ECP –
40 16 23,8 21,6 2,65 19 000 22 000 0,093 NJ 2203 ECP –
40 16 23,8 21,6 2,65 19 000 22 000 0,097 NUP 2203 ECP –

47 14 24,6 20,4 2,55 15 000 20 000 0,12 NU 303 ECP –
47 14 24,6 20,4 2,55 15 000 20 000 0,12 NJ 303 ECP –
47 14 24,6 20,4 2,55 15 000 20 000 0,12 N 303 ECP –

20 47 14 25,1 22 2,75 16 000 19 000 0,11 NU 204 ECP ML,PHA
47 14 25,1 22 2,75 16 000 19 000 0,11 NJ 204 ECP ML,PHA
47 14 25,1 22 2,75 16 000 19 000 0,12 NUP 204 ECP ML,PHA
47 14 25,1 22 2,75 16 000 19 000 0,11 N 204 ECP –
47 18 29,7 27,5 3,45 16 000 19 000 0,14 NU 2204 ECP –
47 18 29,7 27,5 3,45 16 000 19 000 0,14 NJ 2204 ECP –

52 15 35,5 26 3,25 15 000 18 000 0,15 * NU 304 ECP –
52 15 35,5 26 3,25 15 000 18 000 0,15 * NJ 304 ECP –
52 15 35,5 26 3,25 15 000 18 000 0,16 * NUP 304 ECP –
52 15 35,5 26 3,25 15 000 18 000 0,15 * N 304 ECP –

52 21 47,5 38 4,8 15 000 18 000 0,21 * NU 2304 ECP –
52 21 47,5 38 4,8 15 000 18 000 0,22 * NJ 2304 ECP –
52 21 47,5 38 4,8 15 000 18 000 0,22 * NUP 2304 ECP –

25 47 12 14,2 13,2 1,4 18 000 18 000 0,083 NU 1005 –

52 15 28,6 27 3,35 14 000 16 000 0,13 NU 205 ECP J, ML,PHA
52 15 28,6 27 3,35 14 000 16 000 0,14 NJ 205 ECP J, ML,PHA
52 15 28,6 27 3,35 14 000 16 000 0,14 NUP 205 ECP J, ML,PHA
52 15 28,6 27 3,35 14 000 16 000 0,13 N 205 ECP –

r3
r4

d1

r3
r4

Ed1

r1
r2

D1D

B

d F

r1

r2

r3
r4

 NU NJ NUP N

5.1 単列円筒ころ軸受
d 15 – 25 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受
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15 – 27,9 19,3 0,6 0,3 1 17,4 18,4 21 31,3 0,6 0,3 0,15 –
21,9 27,9 19,3 0,6 0,3 1 18,2 18,4 23 31,3 0,6 0,3 0,15 –

17 – 32,4 22,1 0,6 0,3 1 19,9 21,1 24 36 0,6 0,3 0,15 –
25 32,4 22,1 0,6 0,3 1 20,7 21,1 27 36 0,6 0,3 0,15 –
25 32,4 22,1 0,6 0,3 – 20,7 – 27 36 0,6 0,3 0,15 –
25 – 35,1 0,6 0,3 1 20,7 33 37 37,1 0,6 0,3 0,12 –

– 32,4 22,1 0,6 0,3 1,5 19,9 21,1 24 36 0,6 0,3 0,2 –
25 32,4 22,1 0,6 0,3 1,5 20,7 21,1 27 36 0,6 0,3 0,2 –
25 32,4 22,1 0,6 0,3 – 20,7 – 27 36 0,6 0,3 0,2 –

– 37 24,2 1 0,6 1 21,1 23,1 26 41,7 1 0,6 0,15 –
27,7 37 24,2 1 0,6 1 22,1 23,1 29 41,7 1 0,6 0,15 –
27,7 – 40,2 1 0,6 1 22,1 38 42 42,7 1 0,6 0,12 –

20 – 38,8 26,5 1 0,6 1 24 25,4 28 41,7 1 0,6 0,15 –
29,7 38,8 26,5 1 0,6 1 25 25,4 31 41,7 1 0,6 0,15 –
29,7 38,8 26,5 1 0,6 – 25 – 31 41,7 1 0,6 0,15 –
29,7 – 41,5 1 0,6 1 25 40 43 43,5 1 0,6 0,12 –
– 38,8 26,5 1 0,6 2 24 25,4 28 41,7 1 0,6 0,2 –
29,7 38,8 26,5 1 0,6 2 25 25,4 31 41,7 1 0,6 0,2 –

31,2 42,4 27,5 1,1 0,6 0,9 24,1 26,2 29 45,4 1 0,6 0,15 HJ 304 EC 0,017 4 6,5
31,2 42,4 27,5 1,1 0,6 0,9 26,1 26,2 33 45,4 1 0,6 0,15 HJ 304 EC 0,017 4 6,5
31,2 42,4 27,5 1,1 0,6 – 26,1 – 33 45,4 1 0,6 0,15 –
31,2 – 45,5 1,1 0,6 0,9 26,1 44 47 48 1 0,6 0,12 –

– 42,4 27,5 1,1 0,6 1,9 24,1 26,2 29 45,4 1 0,6 0,25 –
31,2 42,4 27,5 1,1 0,6 1,9 26,1 26,2 33 45,4 1 0,6 0,25 –
31,2 42,4 27,5 1,1 0,6 – 26,1 – 33 45,4 1 0,6 0,25 –

25 – 38,8 30,5 0,6 0,3 2 27,1 29,5 32 43,1 0,6 0,3 0,1 –

34,7 43,8 31,5 1 0,6 1,3 28,9 30,4 33 46,4 1 0,6 0,15 HJ 205 EC 0,015 3 6
34,7 43,8 31,5 1 0,6 1,3 29,9 30,4 36 46,4 1 0,6 0,15 HJ 205 EC 0,015 3 6
34,7 43,8 31,5 1 0,6 – 29,9 – 36 46,4 1 0,6 0,15 –
34,7 – 46,5 1 0,6 1,3 29,9 45 48 48,5 1 0,6 0,12 –

ra

Da

rb

da d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

5.1

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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52 18 34,1 34 4,25 14 000 16 000 0,16 NU 2205 ECP ML
52 18 34,1 34 4,25 14 000 16 000 0,17 NJ 2205 ECP ML
52 18 34,1 34 4,25 14 000 16 000 0,17 NUP 2205 ECP ML

62 17 46,5 36,5 4,55 12 000 15 000 0,23 * NU 305 ECP J, ML
62 17 46,5 36,5 4,55 12 000 15 000 0,24 * NJ 305 ECP J, ML
62 17 46,5 36,5 4,55 12 000 15 000 0,25 * NUP 305 ECP J, ML
62 17 46,5 36,5 4,55 12 000 15 000 0,24 * N 305 ECP –

62 24 64 55 6,95 12 000 15 000 0,34 * NU 2305 ECP J, ML
62 24 64 55 6,95 12 000 15 000 0,35 * NJ 2305 ECP J, ML
62 24 64 55 6,95 12 000 15 000 0,36 * NUP 2305 ECP J, ML

30 55 13 17,9 17,3 1,86 15 000 15 000 0,12 NU 1006 –

62 16 44 36,5 4,5 13 000 14 000 0,2 * NU 206 ECP J, ML,PH 
62 16 44 36,5 4,5 13 000 14 000 0,21 * NJ 206 ECP J, ML,PH 
62 16 44 36,5 4,5 13 000 14 000 0,21 * NUP 206 ECP J, ML,PH 
62 16 44 36,5 4,5 13 000 14 000 0,2 * N 206 ECP –

62 20 55 49 6,1 13 000 14 000 0,26 * NU 2206 ECP J, ML,PH 
62 20 55 49 6,1 13 000 14 000 0,26 * NJ 2206 ECP J, ML,PH 
62 20 55 49 6,1 13 000 14 000 0,27 * NUP 2206 ECP J, ML,PH 

72 19 58,5 48 6,2 11 000 12 000 0,36 * NU 306 ECP J, M, ML
72 19 58,5 48 6,2 11 000 12 000 0,37 * NJ 306 ECP J, M, ML
72 19 58,5 48 6,2 11 000 12 000 0,38 * NUP 306 ECP J, M, ML
72 19 58,5 48 6,2 11 000 12 000 0,36 * N 306 ECP –

72 27 83 75 9,65 11 000 12 000 0,53 * NU 2306 ECP ML
72 27 83 75 9,65 11 000 12 000 0,54 * NJ 2306 ECP ML
72 27 83 75 9,65 11 000 12 000 0,55 * NUP 2306 ECP ML

90 23 60,5 53 6,8 9 000 11 000 0,75 NU 406 MA
90 23 60,5 53 6,8 9 000 11 000 0,79 NJ 406 MA

25
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 25 – 30 mm

r3
r4

d1

r3
r4

Ed1

r1
r2

D1D

B

d F

r1

r2

r3
r4

 NU NJ NUP N

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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34,7 43,8 31,5 1 0,6 1,8 28,9 30,4 33 46,4 1 0,6 0,2 HJ 2205 EC 0,014 3 6,5
34,7 43,8 31,5 1 0,6 1,8 29,9 30,4 36 46,4 1 0,6 0,2 HJ 2205 EC 0,014 3 6,5
34,7 43,8 31,5 1 0,6 – 29,9 – 36 46,4 1 0,6 0,2 –

38,1 50,7 34 1,1 1,1 1,3 31 32,5 36 54,9 1 1 0,15 HJ 305 EC 0,025 4 7
38,1 50,7 34 1,1 1,1 1,3 31 32,5 40 54,9 1 1 0,15 HJ 305 EC 0,025 4 7
38,1 50,7 34 1,1 1,1 – 31 – 40 54,9 1 1 0,15 –
38,1 – 54 1,1 1,1 1,3 31 52 56 56,4 1 1 0,12 –

38,1 50,7 34 1,1 1,1 2,3 31 32,5 36 54,9 1 1 0,25 HJ 2305 EC 0,023 4 8
38,1 50,7 34 1,1 1,1 2,3 31 32,5 40 54,9 1 1 0,25 HJ 2305 EC 0,023 4 8
38,1 50,7 34 1,1 1,1 – 31 – 40 54,9 1 1 0,25 –

30 – 45,6 36,5 1 0,6 2,1 32,9 35,4 38 49,8 1 0,6 0,1 –

41,2 52,5 37,5 1 0,6 1,3 34,3 36,1 39 55,9 1 0,6 0,15 HJ 206 EC 0,025 4 7
41,2 52,5 37,5 1 0,6 1,3 35,3 36,1 43 55,9 1 0,6 0,15 HJ 206 EC 0,025 4 7
41,2 52,5 37,5 1 0,6 – 35,3 – 43 55,9 1 0,6 0,15 –
41,2 – 55,5 1 0,6 1,3 35,3 54 57 58,1 1 0,6 0,12 –

– 52,5 37,5 1 0,6 1,8 34,3 36,1 39 55,9 1 0,6 0,2 –
41,2 52,5 37,5 1 0,6 1,8 35,3 36,1 43 55,9 1 0,6 0,2 –
41,2 52,5 37,5 1 0,6 – 35,3 – 43 55,9 1 0,6 0,2 –

45 58,9 40,5 1,1 1,1 1,4 37 39 43 65,1 1 1 0,15 HJ 306 EC 0,042 5 8,5
45 58,9 40,5 1,1 1,1 1,4 37 39 47 65,1 1 1 0,15 HJ 306 EC 0,042 5 8,5
45 58,9 40,5 1,1 1,1 – 37 – 47 65,1 1 1 0,15 –
45 – 62,5 1,1 1,1 1,4 37 61 64 65,5 1 1 0,12 –

– 58,9 40,5 1,1 1,1 2,4 37 39 43 65,1 1 1 0,25 –
45 58,9 40,5 1,1 1,1 2,4 37 39 47 65,1 1 1 0,25 –
45 58,9 40,5 1,1 1,1 – 37 – 47 65,1 1 1 0,25 –

50,5 66,6 45 1,5 1,5 1,6 41 43 47 81 1,5 1,5 0,15 HJ 406 0,08 7 11,5
50,5 66,6 45 1,5 1,5 1,6 41 43 53 81 1,5 1,5 0,15 HJ 406 0,08 7 11,5

25
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

ra
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da d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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35 62 14 35,8 38 4,55 13 000 13 000 0,16 NU 1007 ECP PH

72 17 56 48 6,1 11 000 12 000 0,29 * NU 207 ECP J, M, ML,PH
72 17 56 48 6,1 11 000 12 000 0,3 * NJ 207 ECP J, M, ML,PH
72 17 56 48 6,1 11 000 12 000 0,31 * NUP 207 ECP J, M, ML,PH
72 17 56 48 6,1 11 000 12 000 0,3 * N 207 ECP –

72 23 69,5 63 8,15 11 000 12 000 0,4 * NU 2207 ECP J, ML,PH
72 23 69,5 63 8,15 11 000 12 000 0,41 * NJ 2207 ECP J, ML,PH
72 23 69,5 63 8,15 11 000 12 000 0,42 * NUP 2207 ECP J, ML,PH

80 21 75 63 8,15 9 500 11 000 0,47 * NU 307 ECP J, M, ML
80 21 75 63 8,15 9 500 11 000 0,49 * NJ 307 ECP J, M, ML
80 21 75 63 8,15 9 500 11 000 0,5 * NUP 307 ECP J, M, ML
80 21 75 63 8,15 9 500 11 000 0,48 * N 307 ECP –

80 31 106 98 12,7 9 500 11 000 0,72 * NU 2307 ECP PH
80 31 106 98 12,7 9 500 11 000 0,73 * NJ 2307 ECP PH
80 31 106 98 12,7 9 500 11 000 0,76 * NUP 2307 ECP PH

100 25 76,5 69,5 9 8 000 9 500 1 NU 407 –
100 25 76,5 69,5 9 8 000 9 500 1 NJ 407 –

40 68 15 25,1 26 3 12 000 18 000 0,23 NU 1008 ML –

80 18 62 53 6,7 9 500 11 000 0,37 * NU 208 ECP J, M, ML,PH
80 18 62 53 6,7 9 500 11 000 0,38 * NJ 208 ECP J, M, ML,PH
80 18 62 53 6,7 9 500 11 000 0,39 * NUP 208 ECP J, M, ML,PH
80 18 62 53 6,7 9 500 11 000 0,37 * N 208 ECP PH

80 23 81,5 75 9,65 9 500 11 000 0,49 * NU 2208 ECP J, ML,PH
80 23 81,5 75 9,65 9 500 11 000 0,5 * NJ 2208 ECP J, ML,PH
80 23 81,5 75 9,65 9 500 11 000 0,51 * NUP 2208 ECP J, ML,PH

90 23 93 78 10,2 8 000 9 500 0,65 * NU 308 ECP J, M, ML,PH
90 23 93 78 10,2 8 000 9 500 0,67 * NJ 308 ECP J, M, ML,PH
90 23 93 78 10,2 8 000 9 500 0,68 * NUP 308 ECP J, M, ML,PH
90 23 93 78 10,2 8 000 9 500 0,65 * N 308 ECP M

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 35 – 40 mm
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r4

 NU NJ NUP N

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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35 – 54,5 42 1 0,6 1 38 41 44 56,5 1 0,6 0,1 –

48,1 60,7 44 1,1 0,6 1,3 39,8 42,2 46 65,1 1 0,6 0,15 HJ 207 EC 0,033 4 7
48,1 60,7 44 1 0,6 1,3 41,8 42,2 50 65,1 1 0,6 0,15 HJ 207 EC 0,033 4 7
48,1 60,7 44 1,1 0,6 – 41,8 – 50 65,1 1 0,6 0,15 –
48,1 – 64 1,1 0,6 1,3 41,8 62 66 67,2 1 0,6 0,12 –

– 60,7 44 1,1 0,6 2,8 39,8 42,2 46 65,1 1 0,6 0,2 –
48,1 60,7 44 1,1 0,6 2,8 41,8 42,2 50 65,1 1 0,6 0,2 –
48,1 60,7 44 1,1 0,6 – 41,8 – 50 65,1 1 0,6 0,2 –

51 66,3 46,2 1,5 1,1 1,2 42 44 48 72,2 1,5 1 0,15 HJ 307 EC 0,058 6 9,5
51 66,3 46,2 1,5 1,1 1,2 43 44 53 72,2 1,5 1 0,15 HJ 307 EC 0,058 6 9,5
51 66,3 46,2 1,5 1,1 – 43 – 53 72,2 1,5 1 0,15 –
51 – 70,2 1,5 1,1 1,2 43 68 72 73,4 1,5 1 0,12 –

– 66,3 46,2 1,5 1,1 2,7 42 44 48 72,2 1,5 1 0,25 –
51 66,3 46,2 1,5 1,1 2,7 43 44 53 72,2 1,5 1 0,25 –
51 66,3 46,2 1,5 1,1 – 43 – 53 72,2 1,5 1 0,25 –

– 76,1 53 1,5 1,5 1,7 48 51 55 90 1,5 1,5 0,15 –
59 76,1 53 1,5 1,5 1,7 48 51 61 90 1,5 1,5 0,15 –

0
40 – 57,6 47 1 0,6 2,4 43 46 49 62,3 1 0,6 0,15 –

54 67,9 49,5 1,1 1,1 1,4 47 48 51 72,8 1 1 0,15 HJ 208 EC 0,047 5 8,5
54 67,9 49,5 1,1 1,1 1,4 47 48 56 72,8 1 1 0,15 HJ 208 EC 0,047 5 8,5
54 67,9 49,5 1,1 1,1 – 47 – 56 72,8 1 1 0,15 –
54 – 71,5 1,1 1,1 1,4 47 69 73 74,1 1 1 0,12 –

54 67,9 49,5 1,1 1,1 1,9 47 48 51 72,8 1 1 0,2 HJ 2208 EC 0,048 5 9
54 67,9 49,5 1,1 1,1 1,9 47 48 56 72,8 1 1 0,2 HJ 2208 EC 0,048 5 9
54 67,9 49,5 1,1 1,1 – 47 – 56 72,8 1 1 0,2 –

57,5 75,6 52 1,5 1,5 1,4 48 50 54 81,8 1,5 1,5 0,15 HJ 308 EC 0,084 7 11
57,5 75,6 52 1,5 1,5 1,4 48 50 60 81,8 1,5 1,5 0,15 HJ 308 EC 0,084 7 11
57,5 75,6 52 1,5 1,5 – 48 – 60 81,8 1,5 1,5 0,15 –
57,5 – 80 1,5 1,5 1,4 48 78 82 83,2 1,5 1,5 0,12 –

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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90 33 129 120 15,3 8 000 9 500 0,94 * NU 2308 ECP J, M, ML,PH
90 33 129 120 15,3 8 000 9 500 0,95 * NJ 2308 ECP J, M, ML,PH
90 33 129 120 15,3 8 000 9 500 0,98 * NUP 2308 ECP J, M, ML,PH

110 27 96,8 90 11,6 7 000 8 500 1,3 NU 408 MA
110 27 96,8 90 11,6 7 000 8 500 1,3 NJ 408 MA

45 75 16 44,6 52 6,3 11 000 11 000 0,25 NU 1009 ECP PH
75 16 44,6 52 6,3 11 000 11 000 0,26 NJ 1009 ECP PH

85 19 69,5 64 8,15 9 000 9 500 0,43 * NU 209 ECP J, M, ML
85 19 69,5 64 8,15 9 000 9 500 0,44 * NJ 209 ECP J, M, ML
85 19 69,5 64 8,15 9 000 9 500 0,45 * NUP 209 ECP J, M, ML
85 19 69,5 64 8,15 9 000 9 500 0,43 * N 209 ECP M

85 23 85 81,5 10,6 9 000 9 500 0,52 * NU 2209 ECP J
85 23 85 81,5 10,6 9 000 9 500 0,54 * NJ 2209 ECP J
85 23 85 81,5 10,6 9 000 9 500 0,55 * NUP 2209 ECP J

100 25 112 100 12,9 7 500 8 500 0,9 * NU 309 ECP J, M, ML,PH
100 25 112 100 12,9 7 500 8 500 0,89 * NJ 309 ECP J, M, ML,PH
100 25 112 100 12,9 7 500 8 500 0,93 * NUP 309 ECP J, M, ML,PH
100 25 112 100 12,9 7 500 8 500 0,88 * N 309 ECP –

100 36 160 153 20 7 500 8 500 1,3 * NU 2309 ECP ML
100 36 160 153 20 7 500 8 500 1,35 * NJ 2309 ECP ML
100 36 160 153 20 7 500 8 500 1,35 * NUP 2309 ECP ML

120 29 106 102 13,4 6 700 7 500 1,65 NU 409 –
120 29 106 102 13,4 6 700 7 500 1,65 NJ 409 –

50 80 16 46,8 56 6,7 9 500 9 500 0,27 NU 1010 ECP –

90 20 73,5 69,5 8,8 8 500 9 000 0,48 * NU 210 ECP J, M, ML
90 20 73,5 69,5 8,8 8 500 9 000 0,49 * NJ 210 ECP J, M, ML
90 20 73,5 69,5 8,8 8 500 9 000 0,51 * NUP 210 ECP J, M, ML
90 20 73,5 69,5 8,8 8 500 9 000 0,48 * N 210 ECP M

40
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 40 – 50 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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– 75,6 52 1,5 1,5 2,9 48 50 54 81,8 1,5 1,5 0,25 –
57,5 75,6 52 1,5 1,5 2,9 48 50 60 81,8 1,5 1,5 0,25 –
57,5 75,6 52 1,5 1,5 – 48 – 60 81,8 1,5 1,5 0,25 –

– 84,2 58 2 2 2,5 52 56 60 99 2 2 0,15 –
64,8 84,2 58 2 2 2,5 52 56 67 99 2 2 0,15 –

45 – 65,3 52,5 1 0,6 0,9 48,4 51 54 69,8 1 0,6 0,1 –
56 65,3 52,5 1 0,6 0,9 48,4 51 57,5 69,8 1 0,6 0,1 –

59 73 54,5 1,1 1,1 1,2 52 53 56 77,6 1 1 0,15 HJ 209 EC 0,052 5 8,5
59 73 54,5 1,1 1,1 1,2 52 53 61 77,6 1 1 0,15 HJ 209 EC 0,052 5 8,5
59 73 54,5 1,1 1,1 – 52 – 61 77,6 1 1 0,15 –
59 – 76,5 1,1 1,1 1,2 52 74 78 79,1 1 1 0,12 –

– 73 54,5 1,1 1,1 1,7 52 53 56 77,6 1 1 0,2 –
59 73 54,5 1,1 1,1 1,7 52 53 61 77,6 1 1 0,2 –
59 73 54,5 1,1 1,1 – 52 – 61 77,6 1 1 0,2 –

64,4 83,8 58,5 1,5 1,5 1,7 54 56 60 91,4 1,5 1,5 0,15 HJ 309 EC 0,11 7 11,5
64,4 83,8 58,5 1,5 1,5 1,7 54 56 67 91,4 1,5 1,5 0,15 HJ 309 EC 0,11 7 11,5
64,4 83,8 58,5 1,5 1,5 – 54 – 67 91,4 1,5 1,5 0,15 –
64,4 – 88,5 1,5 1,5 1,7 54 86 91 92,3 1,5 1,5 0,12 –

– 83,8 58,5 1,5 1,5 3,2 54 56 60 91,4 1,5 1,5 0,25 –
64,4 83,8 58,5 1,5 1,5 3,2 54 56 67 91,4 1,5 1,5 0,25 –
64,4 83,8 58,5 1,5 1,5 – 54 – 67 91,4 1,5 1,5 0,25 –

71,8 92,2 64,5 2 2 2,5 58 62 66 108 2 2 0,15 HJ 409 0,18 8 13,5
71,8 92,2 64,5 2 2 2,5 58 62 75 108 2 2 0,15 HJ 409 0,18 8 13,5

50 – 70 57,5 1 0,6 1 53,4 56 59 74,6 1 0,6 0,1 –

64 78 59,5 1,1 1,1 1,5 57 57,5 61 82,4 1 1 0,15 HJ 210 EC 0,058 5 9
64 78 59,5 1,1 1,1 1,5 57 57,5 66 82,4 1 1 0,15 HJ 210 EC 0,058 5 9
64 78 59,5 1,1 1,1 – 57 – 66 82,4 1 1 0,15 –
64 – 81,5 1,1 1,1 1,5 57 79 83 84 1 1 0,12 –

40
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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重限界
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アングルリング
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回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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90 23 90 88 11,4 8 500 9 000 0,56 * NU 2210 ECP J, M, ML,PH
90 23 90 88 11,4 8 500 9 000 0,57 * NJ 2210 ECP J, M, ML,PH
90 23 90 88 11,4 8 500 9 000 0,59 * NUP 2210 ECP J, M, ML,PH

110 27 127 112 15 6 700 8 000 1,15 * NU 310 ECP J, M, ML,PH
110 27 127 112 15 6 700 8 000 1,15 * NJ 310 ECP J, M, ML,PH
110 27 127 112 15 6 700 8 000 1,15 * NUP 310 ECP J, M, ML,PH
110 27 127 112 15 6 700 8 000 1,15 * N 310 ECP –

110 40 186 186 24,5 6 700 8 000 1,75 * NU 2310 ECP J, ML, PH
110 40 186 186 24,5 6 700 8 000 1,75 * NJ 2310 ECP J, ML, PH
110 40 186 186 24,5 6 700 8 000 1,75 * NUP 2310 ECP J, ML, PH

130 31 130 127 16,6 6 000 7 000 2 NU 410 –
130 31 130 127 16,6 6 000 7 000 2,05 NJ 410 –

55 90 18 57,2 69,5 8,3 8 500 8 500 0,39 NU 1011 ECP ML
90 18 57,2 69,5 8,3 8 500 8 500 0,42 NJ 1011 ECP ML

100 21 96,5 95 12,2 7 500 8 000 0,66 * NU 211 ECP J, M, ML
100 21 96,5 95 12,2 7 500 8 000 0,67 * NJ 211 ECP J, M, ML
100 21 96,5 95 12,2 7 500 8 000 0,68 * NUP 211 ECP J, M, ML
100 21 96,5 95 12,2 7 500 8 000 0,65 * N 211 ECP M

100 25 114 118 15,3 7 500 8 000 0,79 * NU 2211 ECP J, M, ML,PH
100 25 114 118 15,3 7 500 8 000 0,81 * NJ 2211 ECP J, M, ML,PH
100 25 114 118 15,3 7 500 8 000 0,82 * NUP 2211 ECP J, M, ML,PH

120 29 156 143 18,6 6 000 7 000 1,45 * NU 311 ECP J, M, ML
120 29 156 143 18,6 6 000 7 000 1,5 * NJ 311 ECP J, M, ML
120 29 156 143 18,6 6 000 7 000 1,5 * NUP 311 ECP J, M, ML
120 29 156 143 18,6 6 000 7 000 1,45 * N 311 ECP M

120 43 232 232 30,5 6 000 7 000 2,2 * NU 2311 ECP J,ML, PH
120 43 232 232 30,5 6 000 7 000 2,25 * NJ 2311 ECP J,ML, PH
120 43 232 232 30,5 6 000 7 000 2,3 * NUP 2311 ECP J,ML, PH

50
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 50 – 55 mm
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重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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– 78 59,5 1,1 1,1 1,5 57 57,5 61 82,4 1 1 0,2 –
64 78 59,5 1,1 1,1 1,5 57 57,5 66 82,4 1 1 0,2 –
64 78 59,5 1,1 1,1 – 57 – 66 82,4 1 1 0,2 –

71,2 92,1 65 2 2 1,9 60 63 67 99,6 2 2 0,15 HJ 310 EC 0,15 8 13
71,2 92,1 65 2 2 1,9 60 63 73 99,6 2 2 0,15 HJ 310 EC 0,15 8 13
71,2 92,1 65 2 2 – 60 – 73 99,6 2 2 0,15 –
71,2 – 97 2 2 1,9 60 95 99 101 2 2 0,12 –

– 92,1 65 2 2 3,4 60 63 67 99,6 2 2 0,25 –
71,2 92,1 65 2 2 3,4 60 63 73 99,6 2 2 0,25 –
71,2 92,1 65 2 2 – 60 – 73 99,6 2 2 0,25 –

78,8 102 70,8 2,1 2,1 2,6 64 68 73 116 2 2 0,15 HJ 410 0,15 9 14,5
78,8 102 70,8 2,1 2,1 2,6 64 68 81 116 2 2 0,15 HJ 410 0,15 9 14,5

55 – 79 64,5 1,1 1 0,5 59,7 63 66 83 1 1 0,1 –
68 79 57,5 1,1 1 0,5 60 63 70 83 1 1 0,1 –

70,8 86,3 66 1,5 1,1 1 62 64 68 91,4 1,5 1 0,15 HJ 211 EC 0,083 6 9,5
70,8 86,3 66 1,5 1,1 1 63 64 73 91,4 1,5 1 0,15 HJ 211 EC 0,083 6 9,5
70,8 86,3 66 1,5 1,1 – 63 – 73 91,4 1,5 1 0,15 –
70,8 – 90 1,5 1,1 1 63 88 92 93 1,5 1 0,12 –

70,8 86,3 66 1,5 1,1 1,5 62 64 68 91,4 1,5 1 0,2 HJ 2211 EC 0,085 6 10
70,8 86,3 66 1,5 1,1 1,5 63 64 73 91,4 1,5 1 0,2 HJ 2211 EC 0,085 6 10
70,8 86,3 66 1,5 1,1 – 63 – 73 91,4 1,5 1 0,2 –

77,5 101 70,5 2 2 2 65 68 73 109 2 2 0,15 HJ 311 EC 0,19 9 14
77,5 101 70,5 2 2 2 65 68 80 109 2 2 0,15 HJ 311 EC 0,19 9 14
77,5 101 70,5 2 2 – 65 – 80 109 2 2 0,15 –
77,5 – 106,5 2 2 2 65 104 109 111 2 2 0,12 –

77,5 101 70,5 2 2 3,5 65 68 73 109 2 2 0,25 HJ 2311 EC 0,19 9 15,5
77,5 101 70,5 2 2 3,5 65 68 80 109 2 2 0,25 HJ 2311 EC 0,19 9 15,5
77,5 101 70,5 2 2 – 65 – 80 109 2 2 0,25 –

50
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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140 33 142 140 18,6 5 600 6 300 2,5 NU 411 –
140 33 142 140 18,6 5 600 6 300 2,55 NJ 411 –

60 95 18 37,4 44 5,3 8 000 13 000 0,5 NU 1012 ML –

110 22 108 102 13,4 6 700 7 500 0,8 * NU 212 ECP J, M, ML
110 22 108 102 13,4 6 700 7 500 0,82 * NJ 212 ECP J, M, ML
110 22 108 102 13,4 6 700 7 500 0,86 * NUP 212 ECP J, M, ML
110 22 108 102 13,4 6 700 7 500 0,81 * N 212 ECP M

110 28 146 153 20 6 700 7 500 1,05 * NU 2212 ECP J, M, ML
110 28 146 153 20 6 700 7 500 1,1 * NJ 2212 ECP J, M, ML
110 28 146 153 20 6 700 7 500 1,1 * NUP 2212 ECP J, M, ML

130 31 173 160 21,2 5 600 6 700 1,75 * NU 312 ECP J, M, ML
130 31 173 160 21,2 5 600 6 700 1,85 * NJ 312 ECP J, M, ML
130 31 173 160 21,2 5 600 6 700 1,9 * NUP 312 ECP J, M, ML
130 31 173 160 21,2 5 600 6 700 1,75 * N 312 ECP J, M

130 46 260 265 34,5 5 600 6 700 2,75 * NU 2312 ECP J, M, ML
130 46 260 265 34,5 5 600 6 700 2,8 * NJ 2312 ECP J, M, ML
130 46 260 265 34,5 5 600 6 700 2,85 * NUP 2312 ECP J, M, ML

150 35 168 173 22 5 000 6 000 3 NU 412 –
150 35 168 173 22 5 000 6 000 3,1 NJ 412 –

65 100 18 62,7 81,5 9,8 7 500 7 500 0,45 NU 1013 ECP –

120 23 122 118 15,6 6 300 6 700 1,05 * NU 213 ECP J, M, ML
120 23 122 118 15,6 6 300 6 700 1,05 * NJ 213 ECP J, M, ML
120 23 122 118 15,6 6 300 6 700 1,1 * NUP 213 ECP J, M, ML
120 23 122 118 15,6 6 300 6 700 1,05 * N 213 ECP –

120 31 170 180 24 6 300 6 700 1,4 * NU 2213 ECP J, ML
120 31 170 180 24 6 300 6 700 1,45 * NJ 2213 ECP J, ML
120 31 170 180 24 6 300 6 700 1,5 * NUP 2213 ECP J, ML

55
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。
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5.1 単列円筒ころ軸受
d 55 – 65 mm
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85,2 108 77,2 2,1 2,1 2,6 69 74 79 126 2 2 0,15 –
85,2 108 77,2 2,1 2,1 2,6 69 74 88 126 2 2 0,15 –

60 – 81,6 69,5 1,1 1 2,9 64,7 68 71 88 1 1 0,15 –

77,5 95,7 72 1,5 1,5 1,4 68 70 74 101 1,5 1,5 0,15 HJ 212 EC 0,1 6 10
77,5 95,7 72 1,5 1,5 1,4 68 70 80 101 1,5 1,5 0,15 HJ 212 EC 0,1 6 10
77,5 95,7 72 1,5 1,5 – 68 – 80 101 1,5 1,5 0,15 –
77,5 – 100 1,5 1,5 1,4 68 98 102 103 1,5 1,5 0,12 –

77,5 95,7 72 1,5 1,5 1,4 68 70 74 101 1,5 1,5 0,2 HJ 212 EC 0,1 6 10
77,5 95,7 72 1,5 1,5 1,4 68 70 80 101 1,5 1,5 0,2 HJ 212 EC 0,1 6 10
77,5 95,7 72 1,5 1,5 – 68 – 80 101 1,5 1,5 0,2 –

84,3 110 77 2,1 2,1 2,1 72 74 79 118 2 2 0,15 HJ 312 EC 0,23 9 14,5
84,3 110 77 2,1 2,1 2,1 72 74 87 118 2 2 0,15 HJ 312 EC 0,23 9 14,5
84,3 110 77 2,1 2,1 – 72 – 87 118 2 2 0,15 –
84,3 – 115 2,1 2,1 2,1 72 113 118 119 2 2 0,12 –

84,3 110 77 2,1 2,1 3,6 72 74 79 118 2 2 0,25 HJ 2312 EC 0,24 9 16
84,3 110 77 2,1 2,1 3,6 72 74 87 118 2 2 0,25 HJ 2312 EC 0,24 9 16
84,3 110 77 2,1 2,1 – 72 – 87 118 2 2 0,25 –

– 117 83 2,1 2,1 2,5 74 80 85 136 2 2 0,15 –
91,8 117 83 2,1 2,1 2,5 74 80 94 136 2 2 0,15 –

65 – 88,5 74 1,1 1 1 69,6 72 76 94 1 1 0,1 –

84,4 104 78,5 1,5 1,5 1,4 74 76 81 110 1,5 1,5 0,15 HJ 213 EC 0,12 6 10
84,4 104 78,5 1,5 1,5 1,4 74 76 87 110 1,5 1,5 0,15 HJ 213 EC 0,12 6 10
84,4 104 78,5 1,5 1,5 – 76 – 87 110 1,5 1,5 0,15 –
84,4 – 108,5 1,5 1,5 1,4 74 106 111 112 1,5 1,5 0,12 –

84,4 104 78,5 1,5 1,5 1,9 74 76 81 110 1,5 1,5 0,2 HJ 2213 EC 0,3 6 18
84,4 104 78,5 1,5 1,5 1,9 74 76 87 110 1,5 1,5 0,2 HJ 2213 EC 0,3 6 18
84,4 104 78,5 1,5 1,5 – 74 – 87 110 1,5 1,5 0,2 –

55
cont.
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1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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140 33 212 196 25,5 5 300 6 000 2,2 * NU 313 ECP J, M, ML, PH
140 33 212 196 25,5 5 300 6 000 2,3 * NJ 313 ECP J, M, ML, PH
140 33 212 196 25,5 5 300 6 000 2,35 * NUP 313 ECP J, M, ML, PH
140 33 212 196 25,5 5 300 6 000 2,2 * N 313 ECP M

140 48 285 290 38 5 300 6 000 3,2 * NU 2313 ECP ML, PH
140 48 285 290 38 5 300 6 000 3,35 * NJ 2313 ECP ML, PH
140 48 285 290 38 5 300 6 000 3,45 * NUP 2313 ECP ML, PH

160 37 183 190 24 4 800 5 600 3,55 NU 413 M
160 37 183 190 24 4 800 5 600 3,65 NJ 413 M

70 110 20 76,5 93 12 7 000 7 000 0,62 NU 1014 ECP –

125 24 137 137 18 6 000 6 300 1,15 * NU 214 ECP J, M, ML, PH
125 24 137 137 18 6 000 6 300 1,2 * NJ 214 ECP J, M, ML, PH
125 24 137 137 18 6 000 6 300 1,2 * NUP 214 ECP J, M, ML, PH
125 24 137 137 18 6 000 6 300 1,1 * N 214 ECP –

125 31 180 193 25,5 6 000 6 300 1,5 * NU 2214 ECP J, M, ML, PH
125 31 180 193 25,5 6 000 6 300 1,55 * NJ 2214 ECP J, M, ML, PH
125 31 180 193 25,5 6 000 6 300 1,55 * NUP 2214 ECP J, M, ML, PH

150 35 236 228 29 4 800 5 600 2,7 * NU 314 ECP J, M, ML
150 35 236 228 29 4 800 5 600 2,75 * NJ 314 ECP J, M, ML
150 35 236 228 29 4 800 5 600 2,85 * NUP 314 ECP J, M, ML
150 35 236 228 29 4 800 5 600 2,65 * N 314 ECP J, M

150 51 315 325 41,5 4 800 5 600 3,95 * NU 2314 ECP J, ML, PH
150 51 315 325 41,5 4 800 5 600 4 * NJ 2314 ECP J, ML, PH
150 51 315 325 41,5 4 800 5 600 4,15 * NUP 2314 ECP J, ML, PH

180 42 229 240 30 4 300 5 000 5,35 NU 414 MA
180 42 229 240 30 4 300 5 000 5,45 NJ 414 MA

65
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 65 – 70 mm
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重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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90,5 119 82,5 2,1 2,1 2,2 77 80 85 127 2 2 0,15 HJ 313 EC 0,27 10 15,5
90,5 119 82,5 2,1 2,1 2,2 77 80 93 127 2 2 0,15 HJ 313 EC 0,27 10 15,5
90,5 119 82,5 2,1 2,1 – 77 – 93 127 2 2 0,15 –
90,5 – 124,5 2,1 2,1 2,2 77 122 127 129 2 2 0,12 –

90,5 119 82,5 2,1 2,1 4,7 77 80 85 127 2 2 0,25 HJ 2313 EC 0,3 10 18
90,5 119 82,5 2,1 2,1 4,7 77 80 93 127 2 2 0,25 HJ 2313 EC 0,3 10 18
90,5 119 82,5 2,1 2,1 – 77 – 93 127 2 2 0,25 –

98,5 125 89,3 2,1 2,1 2,6 78 86 91 146 2 2 0,15 HJ 413 0,42 11 18
98,5 125 89,3 2,1 2,1 2,6 78 86 101 146 2 2 0,15 HJ 413 0,42 11 18

70 84 97,5 79,5 1,1 1 1,3 74,6 78 82 104 1 1 0,1 HJ 1014 EC 0,082 5 10

89,4 109 83,5 1,5 1,5 1,2 79 81 86 115 1,5 1,5 0,15 HJ 214 EC 0,15 7 11
89,4 109 83,5 1,5 1,5 1,2 79 81 92 115 1,5 1,5 0,15 HJ 214 EC 0,15 7 11
89,4 109 83,5 1,5 1,5 – 79 – 92 115 1,5 1,5 0,15 –
89,4 – 113,5 1,5 1,5 1,2 79 111 116 117 1,5 1,5 0,12 –

89,4 109 83,5 1,5 1,5 1,7 79 81 86 115 1,5 1,5 0,2 HJ 2214 EC 0,15 7 11,5
89,4 109 83,5 1,5 1,5 1,7 79 81 92 115 1,5 1,5 0,2 HJ 2214 EC 0,15 7 11,5
89,4 109 83,5 1,5 1,5 – 79 – 92 115 1,5 1,5 0,2 –

97,3 127 89 2,1 2,1 1,8 82 86 92 137 2 2 0,15 HJ 314 EC 0,32 10 15,5
97,3 127 89 2,1 2,1 1,8 82 86 100 137 2 2 0,15 HJ 314 EC 0,32 10 15,5
97,3 127 89 2,1 2,1 – 82 – 100 137 2 2 0,15 –
97,3 – 133 2,1 2,1 1,8 82 130 136 138 2 2 0,12 –

97,3 127 89 2,1 2,1 4,8 82 86 92 137 2 2 0,25 HJ 2314 EC 0,35 10 18,5
97,3 127 89 2,1 2,1 4,8 82 86 100 137 2 2 0,25 HJ 2314 EC 0,35 10 18,5
97,3 127 89 2,1 2,1 – 82 – 100 137 2 2 0,25 –

110 140 100 3 3 3,5 87 97 102 164 2,5 2,5 0,15 HJ 414 0,61 12 20
110 140 100 3 3 3,5 87 97 113 164 2,5 2,5 0,15 HJ 414 0,61 12 20

65
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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75 115 20 58,3 71 8,5 6 700 10 000 0,75 NU 1015 ML M

130 25 150 156 20,4 5 600 6 000 1,25 * NU 215 ECP J, M, ML
130 25 150 156 20,4 5 600 6 000 1,3 * NJ 215 ECP J, M, ML
130 25 150 156 20,4 5 600 6 000 1,3 * NUP 215 ECP J, M, ML
130 25 150 156 20,4 5 600 6 000 1,2 * N 215 ECP –

130 31 186 208 27 5 600 6 000 1,6 * NU 2215 ECP J, ML, PH
130 31 186 208 27 5 600 6 000 1,6 * NJ 2215 ECP J, ML, PH
130 31 186 208 27 5 600 6 000 1,6 * NUP 2215 ECP J, ML, PH

160 37 280 265 33,5 4 500 5 300 3,3 * NU 315 ECP J, M, ML
160 37 280 265 33,5 4 500 5 300 3,35 * NJ 315 ECP J, M, ML
160 37 280 265 33,5 4 500 5 300 3,45 * NUP 315 ECP J, M, PH
160 37 280 265 33,5 4 500 5 300 3,3 * N 315 ECP M

160 55 380 400 50 4 500 5 300 4,8 * NU 2315 ECP J, ML
160 55 380 400 50 4 500 5 300 5 * NJ 2315 ECP J, ML
160 55 380 400 50 4 500 5 300 5 * NUP 2315 ECP J, ML

190 45 264 280 34 4 000 4 800 6,2 NU 415 –
190 45 264 280 34 4 000 4 800 6,4 NJ 415 –

80 125 22 64,4 78 9,8 6 300 6 300 0,88 NU 1016 –
125 22 99 127 16,3 6 000 9 500 1,05 NJ 1016 ECML –

140 26 160 166 21,2 5 300 5 600 1,55 * NU 216 ECP J, M, ML
140 26 160 166 21,2 5 300 5 600 1,55 * NJ 216 ECP J, M, ML
140 26 160 166 21,2 5 300 5 600 1,55 * NUP 216 ECP J, M, ML
140 26 160 166 21,2 5 300 5 600 1,55 * N 216 ECP –

140 33 212 245 31 5 300 5 600 2 * NU 2216 ECP J, M, ML
140 33 212 245 31 5 300 5 600 2,05 * NJ 2216 ECP J, M, ML
140 33 212 245 31 5 300 5 600 2,05 * NUP 2216 ECP J, M, ML

170 39 300 290 36 4 300 5 000 3,85 * NU 316 ECP J, M, ML
170 39 300 290 36 4 300 5 000 4 * NJ 316 ECP J, M, ML

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。
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5.1 単列円筒ころ軸受
d 75 – 80 mm
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回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  

618



75 – 101 85 1,1 1 3 80 83 87 109 1 1 0,15 –

94,3 114 88,5 1,5 1,5 1,2 84 86 91 121 1,5 1,5 0,15 HJ 215 EC 0,16 7 11
94,3 114 88,5 1,5 1,5 1,2 84 86 97 121 1,5 1,5 0,15 HJ 215 EC 0,16 7 11
94,3 114 88,5 1,5 1,5 – 84 – 97 121 1,5 1,5 0,15 –
94,3 – 118,5 1,5 1,5 1,2 84 116 121 122 1,5 1,5 0,12 –

– 114 88,5 1,5 1,5 1,7 84 86 91 121 1,5 1,5 0,2 –
94,3 114 88,5 1,5 1,5 1,7 84 86 97 121 1,5 1,5 0,2 –
94,3 114 88,5 1,5 1,5 – 84 – 97 121 1,5 1,5 0,2 –

104 136 95 2,1 2,1 1,8 87 92 97 148 2 2 0,15 HJ 315 EC 0,39 11 16,5
104 136 95 2,1 2,1 1,8 87 92 107 148 2 2 0,15 HJ 315 EC 0,39 11 16,5
104 136 95 2,1 2,1 – 87 – 107 148 2 2 0,15 –
104 – 143 2,1 2,1 1,8 87 140 146 148 2 2 0,12 –

104 136 95 2,1 2,1 4,8 87 92 97 148 2 2 0,25 HJ 2315 EC 0,42 11 19,5
104 136 95 2,1 2,1 4,8 87 92 107 148 2 2 0,25 HJ 2315 EC 0,42 11 19,5
104 136 95 2,1 2,1 – 87 – 107 148 2 2 0,25 –

116 148 104,5 3 3 3,8 91 101 107 174 2,5 2,5 0,15 HJ 415 0,71 13 21,5
116 148 104,5 3 3 3,8 91 101 119 174 2,5 2,5 0,15 HJ 415 0,71 13 21,5

80 – 109 91,5 1,1 1 3,3 86 90 94 119 1 1 0,1 –
96,2 111 91,5 1,1 1 1,5 86 90 99 119 1 1 0,15 –

101 123 95,3 2 2 1,4 90 93 98 129 2 2 0,15 HJ 216 EC 0,21 8 12,5
101 123 95,3 2 2 1,4 90 93 104 129 2 2 0,15 HJ 216 EC 0,21 8 12,5
101 123 95,3 2 2 – 90 – 104 129 2 2 0,15 –
101 – 127,3 2 2 1,4 90 125 130 131 2 2 0,12 –

101 123 95,3 2 2 1,4 90 93 98 129 2 2 0,2 HJ 216 EC 0,21 8 12,5
101 123 95,3 2 2 1,4 90 93 104 129 2 2 0,2 HJ 216 EC 0,21 8 12,5
101 123 95,3 2 2 – 90 – 104 129 2 2 0,2 –

110 144 101 2,1 2,1 2,1 92 98 104 157 2 2 0,15 HJ 316 EC 0,44 11 17
110 144 101 2,1 2,1 2,1 92 98 113 157 2 2 0,15 HJ 316 EC 0,44 11 17

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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重限界
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回転数
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mm       mm      – – kg mm
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170 39 300 290 36 4 300 5 000 4,1 * NUP 316 ECP J, M, ML
170 39 300 290 36 4 300 5 000 3,9 * N 316 ECP M

170 58 415 440 55 4 300 5 000 5,85 * NU 2316 ECP M, ML
170 58 415 440 55 4 300 5 000 5,95 * NJ 2316 ECP M, ML
170 58 415 440 55 4 300 5 000 6 * NUP 2316 ECP M, ML

200 48 303 320 39 3 800 4 500 7,25 NU 416 M
200 48 303 320 39 3 800 4 500 7,25 NJ 416 –

85 130 22 68,2 86,5 10,8 6 000 9 000 1,05 NU 1017 ML M

150 28 190 200 25 4 800 5 300 1,9 * NU 217 ECP J, M, ML
150 28 190 200 25 4 800 5 300 1,9 * NJ 217 ECP J, M, ML
150 28 190 200 25 4 800 5 300 1,9 * NUP 217 ECP J, M, ML
150 28 190 200 25 4 800 5 300 1,9 * N 217 ECP M

150 36 250 280 34,5 4 800 5 300 2,5 * NU 2217 ECP J, M, ML
150 36 250 280 34,5 4 800 5 300 2,55 * NJ 2217 ECP J, M, ML
150 36 250 280 34,5 4 800 5 300 2,6 * NUP 2217 ECP J, M, ML

180 41 340 335 41,5 4 000 4 800 4,65 * NU 317 ECP J, M, ML
180 41 340 335 41,5 4 000 4 800 4,65 * NJ 317 ECP J, M, ML
180 41 340 335 41,5 4 000 4 800 4,9 * NUP 317 ECP J, M, ML
180 41 340 335 41,5 4 000 4 800 4,55 * N 317 ECP M

180 60 455 490 60 4 000 4 800 6,85 * NU 2317 ECP J, M, ML
180 60 455 490 60 4 000 4 800 7 * NJ 2317 ECP J, M, ML
180 60 455 490 60 4 000 4 800 7 * NUP 2317 ECP J, M, ML

210 52 319 335 39 3 600 4 300 8,7 NU 417 M
210 52 319 335 39 3 600 4 300 8,9 NJ 417 –

80
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。
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5.1 単列円筒ころ軸受
d 80 – 85 mm
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110 144 101 2,1 2,1 – 92 – 113 157 2 2 0,15 –
110 – 151 2,1 2,1 2,1 92 148 154 157 2 2 0,12 –

110 144 101 2,1 2,1 5,1 92 98 104 157 2 2 0,25 HJ 2316 EC 0,48 11 20
110 144 101 2,1 2,1 5,1 92 98 113 157 2 2 0,25 HJ 2316 EC 0,48 11 20
110 144 101 2,1 2,1 – 92 – 113 157 2 2 0,25 –

122 157 110 3 3 3,7 96 107 112 184 2,5 2,5 0,15 HJ 416 0,8 13 22
122 157 110 3 3 3,7 96 107 125 184 2,5 2,5 0,15 HJ 416 0,8 13 22

85 – 114 96,5 1,1 1 3,3 91 94 99 123 1 1 0,15 –

107 131 100,5 2 2 1,5 96 98 103 138 2 2 0,15 HJ 217 EC 0,24 8 12,5
107 131 100,5 2 2 1,5 96 98 110 138 2 2 0,15 HJ 217 EC 0,24 8 12,5
107 131 100,5 2 2 – 96 – 110 138 2 2 0,15 –
107 – 136,5 2 2 1,5 96 134 139 140 2 2 0,12 –

– 131 100,5 2 2 2 96 98 103 138 2 2 0,2 –
107 131 100,5 2 2 2 96 98 110 138 2 2 0,2 –
107 131 100,5 2 2 – 96 – 110 138 2 2 0,2 –

117 153 108 3 3 2,3 99 105 111 165 2,5 2,5 0,15 HJ 317 EC 0,55 12 18,5
117 153 108 3 3 2,3 99 105 120 165 2,5 2,5 0,15 HJ 317 EC 0,55 12 18,5
117 153 108 3 3 – 99 – 120 165 2,5 2,5 0,15 –
117 – 160 3 3 2,3 99 157 163 166 2,5 2,5 0,12 –

117 153 108 3 3 5,8 99 105 111 165 2,5 2,5 0,25 HJ 2317 EC 0,59 12 22
117 153 108 3 3 5,8 99 105 120 165 2,5 2,5 0,25 HJ 2317 EC 0,59 12 22
117 153 108 3 3 – 99 – 120 165 2,5 2,5 0,25 –

126 163 113 4 4 3,8 103 109 115 191 3 3 0,15 HJ 417 0,88 14 24
126 163 113 4 4 3,8 103 109 129 191 3 3 0,15 HJ 417 0,88 14 24

80
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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90 140 24 80,9 104 12,7 5 600 8 500 1,35 NU 1018 ML M

160 30 208 220 27 4 500 5 000 2,3 * NU 218 ECP J, M, ML
160 30 208 220 27 4 500 5 000 2,3 * NJ 218 ECP J, M, ML
160 30 208 220 27 4 500 5 000 2,45 * NUP 218 ECP J, M, ML
160 30 208 220 27 4 500 5 000 2,3 * N 218 ECP M

160 40 280 315 39 4 500 5 000 3,15 * NU 2218 ECP J, M, ML
160 40 280 315 39 4 500 5 000 3,25 * NJ 2218 ECP J, M, ML
160 40 280 315 39 4 500 5 000 3,3 * NUP 2218 ECP J, M, ML

190 43 365 360 43 3 800 4 500 5,25 * NU 318 ECP J, M, ML
190 43 365 360 43 3 800 4 500 5,45 * NJ 318 ECP J, M, ML
190 43 365 360 43 3 800 4 500 5,55 * NUP 318 ECJ M, ML, P
190 43 365 360 43 3 800 4 500 5,3 * N 318 ECP M

190 64 500 540 65,5 3 800 4 500 8 * NU 2318 ECP J, M, ML
190 64 500 540 65,5 3 800 4 500 8,15 * NJ 2318 ECP J, M, ML
190 64 500 540 65,5 3 800 4 500 8,25 * NUP 2318 ECP J, M, ML

225 54 380 415 48 3 400 4 000 10,5 NU 418 M

95 145 24 84,2 110 13,2 5 300 8 000 1,45 NU 1019 ML M

170 32 255 265 32,5 4 300 4 800 2,85 * NU 219 ECP J, M, ML
170 32 255 265 32,5 4 300 4 800 2,9 * NJ 219 ECP J, M, ML
170 32 255 265 32,5 4 300 4 800 2,9 * NUP 219 ECP J, M, ML
170 32 255 265 32,5 4 300 4 800 2,85 * N 219 ECP –

170 43 325 375 45,5 4 300 4 800 3,8 * NU 2219 ECP J, ML
170 43 325 375 45,5 4 300 4 800 3,95 * NJ 2219 ECP J, ML
170 43 325 375 45,5 4 300 4 800 4 * NUP 2219 ECP J, ML

200 45 390 390 46,5 3 600 4 300 6,2 * NU 319 ECP J, M, ML
200 45 390 390 46,5 3 600 4 300 6,3 * NJ 319 ECP J, M, ML
200 45 390 390 46,5 3 600 4 300 6,3 * NUP 319 ECP J, M, ML
200 45 390 390 46,5 3 600 4 300 6,2 * N 319 ECP M

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。
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5.1 単列円筒ころ軸受
d 90 – 95 mm
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90 – 122 103 1,5 1,1 3,5 96 101 106 133 1,5 1 0,15 –

114 140 107 2 2 1,8 101 104 110 149 2 2 0,15 HJ 218 EC 0,31 9 14
114 140 107 2 2 1,8 101 104 117 149 2 2 0,15 HJ 218 EC 0,31 9 14
114 140 107 2 2 – 101 – 117 149 2 2 0,15 –
114 – 145 2 2 1,8 101 142 148 149 2 2 0,12 –

114 140 107 2 2 2,6 101 104 110 149 2 2 0,2 HJ 2218 EC 0,33 9 15
114 140 107 2 2 2,6 101 104 117 149 2 2 0,2 HJ 2218 EC 0,33 9 15
114 140 107 2 2 – 101 – 117 149 2 2 0,2 –

124 162 113,5 3 3 2,5 104 110 116 175 2,5 2,5 0,15 HJ 318 EC 0,62 12 18,5
124 162 113,5 3 3 2,5 104 110 127 175 2,5 2,5 0,15 HJ 318 EC 0,62 12 18,5
124 162 113,5 3 3 – 104 – 127 175 2,5 2,5 0,15 –
124 – 169,5 3 3 2,5 104 166 173 175 2,5 2,5 0,12 –

124 162 113,5 3 3 6 104 110 116 175 2,5 2,5 0,25 HJ 2318 EC 0,66 12 22
124 162 113,5 3 3 6 104 110 127 175 2,5 2,5 0,25 HJ 2318 EC 0,66 12 22
124 162 113,5 3 3 – 104 – 127 175 2,5 2,5 0,25 –

– 176 123,5 4 4 4,9 108 120 126 205 3 3 0,15 –

95 – 127 108 1,5 1,1 3,5 101 106 111 138 1,5 1 0,15 –

120 149 112,5 2,1 2,1 1,7 107 110 115 157 2 2 0,15 HJ 219 EC 0,33 9 14
120 149 112,5 2,1 2,1 1,7 107 110 123 157 2 2 0,15 HJ 219 EC 0,33 9 14
120 149 112,5 2,1 2,1 – 107 – 123 157 2 2 0,15 –
120 – 154,5 2,1 2,1 1,7 107 152 157 159 2 2 0,12 –

– 149 112,5 2,1 2,1 3 107 110 115 157 2 2 0,2 –
120 149 112,5 2,1 2,1 3 107 110 123 157 2 2 0,2 –
120 149 112,5 2,1 2,1 – 107 – 123 157 2 2 0,2 –

132 170 121,5 3 3 2,9 110 118 125 185 2,5 2,5 0,15 HJ 319 EC 0,78 13 20,5
132 170 121,5 3 3 2,9 110 118 135 185 2,5 2,5 0,15 HJ 319 EC 0,78 13 20,5
132 170 121,5 3 3 – 110 – 135 185 2,5 2,5 0,15 –
132 – 177,5 3 3 2,9 110 174 181 185 2,5 2,5 0,12 –

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

ra

Da

rb

da d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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200 67 530 585 69,5 3 600 4 300 9,35 * NU 2319 ECP J, ML
200 67 530 585 69,5 3 600 4 300 9,5 * NJ 2319 ECP J, ML
200 67 530 585 69,5 3 600 4 300 9,8 * NUP 2319 ECP J, ML

240 55 413 455 52 3 200 3 600 13,5 NU 419 M –

100 150 24 85,8 114 13,7 5 000 7 500 1,45 NU 1020 ML M

180 34 285 305 36,5 4 000 4 500 3,4 * NU 220 ECP J, M, ML
180 34 285 305 36,5 4 000 4 500 3,45 * NJ 220 ECP J, M, ML
180 34 285 305 36,5 4 000 4 500 3,6 * NUP 220 ECP J, M, ML
180 34 285 305 36,5 4 000 4 500 3,45 * N 220 ECP –

180 46 380 450 54 4 000 4 500 4,75 * NU 2220 ECP J, M, ML
180 46 380 450 54 4 000 4 500 4,8 * NJ 2220 ECP J, M, ML
180 46 380 450 54 4 000 4 500 4,9 * NUP 2220 ECP J, M, ML

215 47 450 440 51 3 200 3 800 7,45 * NU 320 ECP J, M, ML
215 47 450 440 51 3 200 3 800 7,8 * NJ 320 ECP J, M, ML
215 47 450 440 51 3 200 3 800 7,8 * NUP 320 ECJ J, M, ML
215 47 450 440 51 3 200 3 800 7,55 * N 320 ECP M

215 73 670 735 85 3 200 3 800 12 * NU 2320 ECP J, M, ML
215 73 670 735 85 3 200 3 800 12 * NJ 2320 ECP J, M, ML
215 73 670 735 85 3 200 3 800 12,5 * NUP 2320 ECP J, M, ML

250 58 457 520 58,5 3 000 3 600 15,5 NU 420 M –

105 160 26 101 137 16 4 800 7 000 1,9 NU 1021 ML M

190 36 300 315 36,5 3 800 4 300 3,95 * NU 221 ECP J, ML
190 36 300 315 36,5 3 800 4 300 4 * NJ 221 ECP J, ML
190 36 300 315 36,5 3 800 4 300 4,2 * NUP 221 ECP J, ML
190 36 300 315 36,5 3 800 4 300 3,9 * N 221 ECP –

225 49 500 500 57 3 200 3 800 8,55 * NU 321 ECP J, ML
225 49 500 500 57 3 200 3 800 8,75 * NJ 321 ECJ J, ML

95
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 95 – 105 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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132 170 121,5 3 3 6,9 110 118 125 185 2,5 2,5 0,25 HJ 2319 EC 0,76 13 24,5
132 170 121,5 3 3 6,9 110 118 135 185 2,5 2,5 0,25 HJ 2319 EC 0,76 13 24,5
132 170 121,5 3 3 – 110 – 135 185 2,5 2,5 0,25 –

– 186 133,5 4 4 5 114 130 136 220 3 3 0,15 –

100 – 132 113 1,5 1,1 3,5 106 111 116 143 1,5 1 0,15 –

127 157 119 2,1 2,1 1,7 113 116 122 167 2 2 0,15 HJ 220 EC 0,43 10 15
127 157 119 2,1 2,1 1,7 113 116 130 167 2 2 0,15 HJ 220 EC 0,43 10 15
127 157 119 2,1 2,1 – 113 – 130 167 2 2 0,15 –
127 – 163 2,1 2,1 1,7 113 160 166 168 2 2 0,12 –

127 157 119 2,1 2,1 2,5 113 116 122 167 2 2 0,2 HJ 2220 EC 0,43 10 16
127 157 119 2,1 2,1 2,5 113 116 130 167 2 2 0,2 HJ 2220 EC 0,43 10 16
127 157 119 2,1 2,1 – 113 – 130 167 2 2 0,2 –

139 182 127,5 3 3 2,9 114 124 131 199 2,5 2,5 0,15 HJ 320 EC 0,87 13 20,5
139 182 127,5 3 3 2,9 114 124 142 199 2,5 2,5 0,15 HJ 320 EC 0,87 13 20,5
139 182 127,5 3 3 – 114 – 142 199 2,5 2,5 0,15 –
139 – 191,5 3 3 2,9 114 188 195 200 2,5 2,5 0,12 –

139 182 127,5 3 3 5,9 114 124 131 199 2,5 2,5 0,25 HJ 2320 EC 0,91 13 23,5
139 182 127,5 3 3 5,9 114 124 142 199 2,5 2,5 0,25 HJ 2320 EC 0,91 13 23,5
139 182 127,5 3 3 – 114 – 142 199 2,5 2,5 0,25 –

153 195 139 4 4 4,9 119 135 142 230 3 3 0,15 HJ 420 1,5 16 27

105 – 140 119,5 2 1,1 3,8 111 117 122 151 2 1 0,15 –

134 164 125 2,1 2,1 2 117 122 128 177 2 2 0,15 HJ 221 EC 0,5 10 17,5
134 164 125 2,1 2,1 2 117 122 137 177 2 2 0,15 HJ 221 EC 0,5 10 17,5
134 164 125 2,1 2,1 – 117 – 137 177 2 2 0,15 –
134 – 173 2,1 2,1 2 117 170 176 178 2 2 0,12 –

– 190 133 3 3 3,4 119 129 136 209 2,5 2,5 0,15 –
145 190 133 3 3 3,4 119 129 148 209 2,5 2,5 0,15 –

95
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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225 49 500 500 57 3 200 3 800 8,6 * N 321 ECP –
260 60 501 570 64 2 800 3 400 17,5 NU 421 M –

110 170 28 128 166 19,3 4 500 7 000 2,3 NU 1022 ML M 

200 38 335 365 42,5 3 600 4 000 4,7 * NU 222 ECP J, M, ML
200 38 335 365 42,5 3 600 4 000 4,8 * NJ 222 ECP J, M, ML
200 38 335 365 42,5 3 600 4 000 5 * NUP 222 ECP J, M, ML
200 38 335 365 42,5 3 600 4 000 4,8 * N 222 ECP M

200 53 440 520 61 3 600 4 000 6,7 * NU 2222 ECP J, ML
200 53 440 520 61 3 600 4 000 6,7 * NJ 2222 ECP J, ML
200 53 440 520 61 3 600 4 000 7 * NUP 2222 ECP J, ML

240 50 530 540 61 3 000 3 400 10,5 * NU 322 ECP J, M, ML
240 50 530 540 61 3 000 3 400 10,5 * NJ 322 ECP J, M, ML
240 50 530 540 61 3 000 3 400 11 * NUP 322 ECP J, M, ML
240 50 530 540 61 3 000 3 400 10 * N 322 ECP M

240 80 780 900 102 3 000 3 400 17 * NU 2322 ECP ML
240 80 780 900 102 3 000 3 400 17 * NJ 2322 ECP ML
240 80 780 900 102 3 000 3 400 17,5 * NUP 2322 ECP ML

280 65 523 585 64 2 600 3 200 20,5 NU 422 –
280 65 523 585 64 2 600 3 200 20,5 NJ 422 –

120 180 28 134 183 20,8 4 000 6 300 2,55 NU 1024 ML M

215 40 390 430 49 3 400 3 600 5,6 * NU 224 ECP J, M, ML
215 40 390 430 49 3 400 3 600 5,85 * NJ 224 ECP J, M, ML
215 40 390 430 49 3 400 3 600 5,95 * NUP 224 ECJ J, M, ML
215 40 390 430 49 3 400 3 600 5,75 * N 224 ECP M

215 58 520 630 72 3 400 3 600 8,3 * NU 2224 ECP J, M, ML
215 58 520 630 72 3 400 3 600 8,5 * NJ 2224 ECP J, M, ML
215 58 520 630 72 3 400 3 600 8,65 * NUP 2224 ECP J, M, ML

105
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 105 – 120 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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145 – 201 3 3 3,4 119 198 205 210 2,5 2,5 0,12 –
– 203 144,5 4 4 4,9 124 140 147 241 3 3 0,15 –

110 – 149 125 2 1,1 3,8 116 122 128 160 2 1 0,15 –

141 174 132,5 2,1 2,1 2,1 122 129 135 187 2 2 0,15 HJ 222 EC 0,62 11 17
141 174 132,5 2,1 2,1 2,1 122 129 144 187 2 2 0,15 HJ 222 EC 0,62 11 17
141 174 132,5 2,1 2,1 – 122 – 144 187 2 2 0,15 –
141 – 180,5 2,1 2,1 2,1 122 177 184 188 2 2 0,12 –

– 174 132,5 2,1 2,1 3,7 122 129 135 187 2 2 0,2 –
141 174 132,5 2,1 2,1 3,7 122 129 144 187 2 2 0,2 –
141 174 132,5 2,1 2,1 – 122 – 144 187 2 2 0,2 –

155 201 143 3 3 3 124 139 146 225 2,5 2,5 0,15 HJ 322 EC 1,2 14 22
155 201 143 3 3 3 124 139 159 225 2,5 2,5 0,15 HJ 322 EC 1,2 14 22
155 201 143 3 3 – 124 – 159 225 2,5 2,5 0,15 –
155 – 211 3 3 3 124 208 215 225 2,5 2,5 0,12 –

155 201 143 3 3 7,5 124 139 146 225 2,5 2,5 0,25 HJ 2322 EC 1,25 14 26,5
155 201 143 3 3 7,5 124 139 159 225 2,5 2,5 0,25 HJ 2322 EC 1,25 14 26,5
155 201 143 3 3 – 124 – 159 225 2,5 2,5 0,25 –

– 217 155 4 4 4,8 131 151 158 260 3 3 0,15 HJ 422 2,1 17 29,5
171 217 155 4 4 4,8 131 151 175 260 3 3 0,15 HJ 422 2,1 17 29,5

120 – 159 135 2 1,1 3,8 126 132 138 171 2 1 0,15 –

153 188 143,5 2,1 2,1 1,9 132 140 146 201 2 2 0,15 HJ 224 EC 0,71 11 17
153 188 143,5 2,1 2,1 1,9 132 140 156 201 2 2 0,15 HJ 224 EC 0,71 11 17
153 188 143,5 2,1 2,1 – 132 – 156 201 2 2 0,15 –
153 – 195,5 2,1 2,1 1,9 132 192 199 203 2 2 0,12 –

153 188 143,5 2,1 2,1 3,8 132 140 146 201 2 2 0,2 HJ 2224 EC 0,73 11 20
153 188 143,5 2,1 2,1 3,8 132 140 156 201 2 2 0,2 HJ 2224 EC 0,73 11 20
153 188 143,5 2,1 2,1 – 132 – 156 201 2 2 0,2 –

105
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm

627



260 55 610 620 69,5 2 800 3 200 13 * NU 324 ECP J, M, ML, PH
260 55 610 620 69,5 2 800 3 200 13,5 * NJ 324 ECP J, M, ML, PH
260 55 610 620 69,5 2 800 3 200 13,5 * NUP 324 ECP J, M, ML, PH
260 55 610 620 69,5 2 800 3 200 13 * N 324 ECP M

260 86 915 1 040 116 2 800 5 000 23 * NU 2324 ECML M
260 86 915 1 040 116 2 800 5 000 23 * NJ 2324 ECML M
260 86 915 1 040 116 2 800 5 000 23,5 * NUP 2324 ECML M

310 72 644 735 78 2 400 2 800 27,5 NU 424 M

130 200 33 165 224 25 3 800 5 600 3,85 NU 1026 ML M
200 33 165 224 25 3 800 5 600 3,9 NJ 1026 ML M

230 40 415 455 51 3 200 3 400 6,45 * NU 226 ECP J, M, ML
230 40 415 455 51 3 200 3 400 6,6 * NJ 226 ECP J, M, ML
230 40 415 455 51 3 200 3 400 6,7 * NUP 226 ECP J, M, ML
230 40 415 455 51 3 200 3 400 6,45 * N 226 ECP –

230 64 610 735 83 3 200 3 400 10 * NU 2226 ECP ML
230 64 610 735 83 3 200 3 400 10,5 * NJ 2226 ECP ML
230 64 610 735 83 3 200 3 400 11 * NUP 2226 ECP ML

280 58 720 750 81,5 2 400 3 000 16 * NU 326 ECP J, M, ML
280 58 720 750 81,5 2 400 3 000 17 * NJ 326 ECP J, M, ML
280 58 720 750 81,5 2 400 3 000 19,5 * NUP 326 ECP J, M, ML
280 58 720 750 81,5 2 400 3 000 16,5 * N 326 ECP M

280 93 1 060 1 250 137 2 400 4 600 28,5 * NU 2326 ECML PA
280 93 1 060 1 250 137 2 400 4 500 29,5 * NJ 2326 ECML PA
280 93 1 060 1 250 137 2 400 4 500 29,5 * NUP 2326 ECML PA

140 210 33 179 255 28 3 600 5 300 4,05 NU 1028 ML M

250 42 450 510 57 2 800 3 200 9,4 * NU 228 ECM J, ML
250 42 450 510 57 2 800 3 200 9,55 * NJ 228 ECM J, ML
250 42 450 510 57 2 800 3 200 9,3 * NUP 228 ECM J, ML
250 68 655 830 93 2 800 4 800 15 * NU 2228 ECML PA

120
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ECP は NU ..ECML となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 120 – 140 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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168 219 154 3 3 3,7 134 150 157 244 2,5 2,5 0,15 HJ 324 EC 1,4 14 22,5
168 219 154 3 3 3,7 134 150 171 244 2,5 2,5 0,15 HJ 324 EC 1,4 14 22,5
168 219 154 3 3 – 134 – 171 244 2,5 2,5 0,15 –
168 – 230 3 3 3,7 134 226 235 245 2,5 2,5 0,12 –

168 219 154 3 3 7,2 134 150 157 244 2,5 2,5 0,38 HJ 2324 EC 1,45 14 26
168 219 154 3 3 7,2 134 150 171 244 2,5 2,5 0,38 HJ 2324 EC 1,45 14 26
168 219 154 3 3 – 134 – 171 244 2,5 2,5 0,38 –

188 240 170 5 5 6,3 144 165 173 286 4 4 0,15 HJ 424 2,6 17 30,5

130 – 175 148 2 1,1 4,7 137 145 151 191 2 1 0,15 –
154 175 148 2 1,1 4,7 137 145 158 191 2 1 0,15 –

164 202 153,5 3 3 2,1 144 150 157 215 2,5 2,5 0,15 HJ 226 EC 0,75 11 17
164 202 153,5 3 3 2,1 144 150 167 215 2,5 2,5 0,15 HJ 226 EC 0,75 11 17
164 202 153,5 3 3 – 144 – 167 215 2,5 2,5 0,15 –
164 – 209,5 3 3 2,1 144 206 213 217 2,5 2,5 0,12 –

164 202 153,5 3 3 4,3 144 150 157 215 2,5 2,5 0,2 HJ 2226 EC 0,83 11 21
164 202 153,5 3 3 4,3 144 150 167 215 2,5 2,5 0,2 HJ 2226 EC 0,83 11 21
164 202 153,5 3 3 – 144 – 167 215 2,5 2,5 0,2 –

181 236 167 4 4 3,7 147 163 170 261 3 3 0,15 HJ 326 EC 1,65 14 23
181 236 167 4 4 3,7 147 163 184 261 3 3 0,15 HJ 326 EC 1,65 14 23
181 236 167 4 4 – 147 – 184 261 3 3 0,15 –
181 – 247 4 4 3,7 147 243 251 262 3 3 0,12 –

181 236 167 4 4 8,7 147 163 170 261 3 3 0,38 HJ 2326 EC 1,6 14 28
181 236 167 4 4 8,7 147 163 184 261 3 3 0,38 HJ 2326 EC 1,6 14 28
181 236 167 4 4 – 147 – 184 261 3 3 0,38 –

140 – 185 158 2 1,1 4,4 147 155 161 201 2 1 0,15 –

179 217 169 3 3 2,5 154 165 172 235 2,5 2,5 0,15 HJ 228 EC 0,97 11 18
179 217 169 3 3 2,5 154 165 182 235 2,5 2,5 0,15 HJ 228 EC 0,97 11 18
179 217 169 3 3 – 154 – 182 235 2,5 2,5 0,15 –
179 217 169 3 3 4,4 154 165 172 235 2,5 2,5 0,3 HJ 2228 EC 1,05 11 23

120
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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250 68 655 830 93 2 800 4 800 15,5 * NJ 2228 ECML PA
250 68 655 830 93 2 800 4 800 15,5 * NUP 2228 ECML PA

300 62 780 830 88 2 400 2 800 22 * NU 328 ECM J, ML
300 62 780 830 88 2 400 2 800 23 * NJ 328 ECM J, ML
300 62 780 830 88 2 400 2 800 23,5 * NUP 328 ECM J, ML
300 102 1 200 1 430 150 2 400 4 300 36 * NU 2328 ECML –
300 102 1 200 1 430 150 2 400 4 300 36,5 * NJ 2328 ECML –
300 102 1 200 1 430 150 2 400 4 300 37 * NUP 2328 ECML –

150 225 35 198 290 31,5 3 200 5 000 4,9 NU 1030 ML M
270 45 510 600 64 2 600 2 800 11,5 * NU 230 ECM J, ML
270 45 510 600 64 2 600 2 800 12 * NJ 230 ECM J, ML
270 45 510 600 64 2 600 2 800 12 * NUP 230 ECM J, ML
270 73 735 930 100 2 600 2 800 18,5 * NU 2230 ECM ML
270 73 735 930 100 2 600 2 800 19 * NJ 2230 ECM ML

320 65 900 965 100 2 200 4 000 26 * NU 330 ECML M
320 65 900 965 100 2 200 4 000 26,5 * NJ 330 ECML M
320 108 1 370 1 630 170 2 200 4 000 43 * NU 2330 ECML –
320 108 1 370 1 630 170 2 200 4 000 43,5 * NJ 2330 ECML –

160 240 38 229 325 35,5 3 000 4 800 6 NU 1032 ML M

290 48 585 680 72 2 400 2 600 14 * NU 232 ECM ML
290 48 585 680 72 2 400 2 600 14,5 * NJ 232 ECM ML
290 48 585 680 72 2 400 2 600 15,5 * NUP 232 ECM ML
290 48 585 680 72 2 400 2 600 15 * N 232 ECM –
290 80 930 1 200 129 2 400 4 000 23,5 * NU 2232 ECML M
290 80 930 1 200 129 2 400 4 000 24 * NJ 2232 ECML M

340 68 1 000 1 080 112 2 000 3 600 31 * NU 332 ECML M
340 68 1 000 1 080 112 2 000 3 600 31,5 * NJ 332 ECML M
340 114 1 250 1 730 173 1 800 3 600 50,5 NU 2332 ECML –
340 114 1 250 1 730 173 1 800 3 600 51,5 NJ 2332 ECML –

170 260 42 275 400 41,5 2 800 4 300 8 NU 1034 ML M
260 42 275 400 41,5 2 800 4 300 8,2 NJ 1034 ML M

140
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ML は NU ..M となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 140 – 170 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  

r3
r4

E

 NU NJ NUP N
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179 217 169 3 3 4,4 154 165 182 235 2,5 2,5 0,3 HJ 2228 EC 1,05 11 23
179 217 169 3 3 – 154 – 182 235 2,5 2,5 0,3 –

195 252 180 4 3 3,7 157 175 183 282 3 3 0,15 HJ 328 EC 2,05 15 25
195 252 180 4 4 3,7 157 175 199 282 3 3 0,15 HJ 328 EC 2,05 15 25
195 252 180 4 4 – 157 – 199 282 3 3 0,15 –
195 252 180 4 4 9,7 157 175 183 282 3 3 0,38 HJ 2328 EC 2,15 15 31
195 252 180 4 4 9,7 157 175 199 282 3 3 0,38 HJ 2328 EC 2,15 15 31
195 252 180 4 4 – 157 – 199 282 3 3 0,38 –

150 – 198 169,5 2,1 1,5 4,9 158 167 173 215 2 1,5 0,15 –
193 234 182 3 3 2,5 164 178 186 254 2,5 2,5 0,15 HJ 230 EC 1,25 12 19,5
193 234 182 3 3 2,5 164 178 196 254 2,5 2,5 0,15 HJ 230 EC 1,25 12 19,5
193 234 182 3 3 – 164 – 196 254 2,5 2,5 0,15 –
194 234 182 3 3 4,9 164 178 186 254 2,5 2,5 0,2 HJ 2230 EC 1,35 12 24,5
194 234 182 3 3 4,9 164 178 197 254 2,5 2,5 0,2 HJ 2230 EC 1,35 12 24,5

209 270 193 4 3 4 167 188 196 302 3 3 0,23 HJ 330 EC 2,3 15 25
209 270 193 4 4 4 167 188 213 302 3 3 0,23 HJ 330 EC 2,3 15 25
209 270 193 4 4 10,5 167 188 196 302 3 3 0,38 –
209 270 193 4 4 10,5 167 188 213 302 3 3 0,38 –

160 188 211 180 2,1 1,5 5,2 168 177 184 230 2 1,5 0,15 HJ 1032 0,72 10 19

206 250 195 3 3 2,7 175 191 198 274 2,5 2,5 0,15 HJ 232 EC 1,5 12 20
206 250 195 3 3 2,7 175 191 210 274 2,5 2,5 0,15 HJ 232 EC 1,5 12 20
206 250 195 3 3 – 175 – 210 274 2,5 2,5 0,15 –
206 – 259 3 3 2,7 175 255 263 275 2,5 2,5 0,12 –
205 252 193 3 3 4,5 174 189 196 274 2,5 2,5 0,3 HJ 2232 EC 1,55 12 24,5
205 252 193 3 3 4,5 174 189 209 274 2,5 2,5 0,3 HJ 2232 EC 1,55 12 24,5

221 286 204 4 4 4 177 199 207 321 3 3 0,23 HJ 332 EC 2,6 15 25
221 286 204 4 4 4 177 199 225 321 3 3 0,23 HJ 332 EC 2,6 15 25
– 286 204 4 4 11 177 199 207 321 3 3 0,38 –
221 286 204 4 4 11 177 199 225 321 3 3 0,38 –

170 201 227 193 2,1 2,1 5,8 180 189 197 250 2 2 0,15 HJ 1034 0,93 11 21
201 227 193 2,1 2,1 5,8 180 189 206 250 2 2 0,15 HJ 1034 0,93 11 21

140
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm

ra

Da

rb

da
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310 52 695 815 85 2 200 3 800 17,5 * NU 234 ECML M
310 52 695 815 85 2 200 3 800 18 * NJ 234 ECML M
310 86 1 060 1 340 140 2 200 3 800 28,5 * NU 2234 ECML –
310 86 1 060 1 340 140 2 200 3 800 29 * NJ 2234 ECML –

360 72 952 1 180 116 1 700 2 200 37,5 NU 334 ECM –
360 72 952 1 180 116 1 700 2 200 37 N 334 ECM –
360 120 1 450 2 040 204 1 700 3 400 60,5 NU 2334 ECML –
360 120 1 450 2 040 204 1 700 3 400 61,5 NJ 2334 ECML –

180 280 46 336 475 51 2 600 4 000 10,5 NU 1036 ML M
320 52 720 850 88 2 200 3 600 18,5 * NU 236 ECML M
320 52 720 850 88 2 200 3 600 19 * NJ 236 ECML M
320 86 1 100 1 430 146 2 200 3 600 30 * NU 2236 ECML M
320 86 1 100 1 430 146 2 200 3 600 30,5 * NJ 2236 ECML M

380 75 1 020 1 290 125 1 600 2 200 44,5 NU 336 ECM –
380 75 1 020 1 290 125 1 600 2 200 44 NJ 336 ECM –
380 126 1 610 2 240 216 1 600 3 200 69,5 NU 2336 ECML –
380 126 1 610 2 240 216 1 600 3 200 70,5 NJ 2336 ECML –

190 290 46 347 500 53 2 600 3 800 11 NU 1038 ML M
290 46 347 500 53 2 600 3 800 11,5 NJ 1038 ML M
340 55 800 965 98 2 000 3 400 22,5 * NU 238 ECML M
340 55 800 965 98 2 000 3 400 23 * NJ 238 ECML M
340 55 800 965 98 2 000 3 400 23,5 * NUP 238 ECML M
340 92 1 220 1 600 160 2 000 3 400 37 * NU 2238 ECML M

400 78 1 140 1 500 143 1 500 2 000 50 NU 338 ECM –
400 132 1 830 2 550 236 1 500 3 100 80,5 NU 2338 ECML –

200 310 51 380 570 58,5 2 400 3 500 14 NU 1040 ML M
360 58 880 1 060 106 1 900 3 200 26,5 * NU 240 ECML M
360 58 880 1 060 106 1 900 3 200 26 * NJ 240 ECML M
360 98 1 370 1 800 180 1 900 3 200 44 * NU 2240 ECML –
360 98 1 370 1 800 180 1 900 3 200 44,5 * NJ 2240 ECML –

170
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば 
NU ..ML は NU ..M となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 170 – 200 mm

r3
r4

d1

r3
r4

Ed1

r1
r2

D1D

B

d F

r1

r2

r3
r4

 NU NJ NUP N

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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220 268 207 4 4 2,9 188 203 210 292 3 3 0,23 HJ 234 EC 1,65 12 20
220 268 207 4 4 2,9 188 203 224 292 3 3 0,23 HJ 234 EC 1,65 12 20
220 270 205 4 4 4,2 187 201 208 292 3 3 0,3 HJ 2234 EC 1,8 12 24
220 270 205 4 4 4,2 187 201 226 292 3 3 0,3 HJ 2234 EC 1,8 12 24

– 303 218 4 3 4,6 187 213 221 341 3 3 0,15 –
236 – 318 4 4 4,6 187 313 323 342 3 3 0,12 –
– 301 216 4 4 10 186 211 219 341 3 3 0,38 –
234 301 216 4 4 10 186 211 238 341 3 3 0,38 –

180 215 244 205 2,1 2,1 6,1 190 202 209 270 2 2 0,15 HJ 1036 1,25 12 22,5
230 279 217 4 4 2,9 198 213 220 302 3 3 0,23 HJ 236 EC 1,7 12 20
230 279 217 4 4 2,9 198 213 234 302 3 3 0,23 HJ 236 EC 1,7 12 20
229 280 215 4 4 4,2 197 211 218 302 3 3 0,3 HJ 2236 EC 1,9 12 24
229 280 215 4 4 4,2 197 211 233 302 3 3 0,3 HJ 2236 EC 1,9 12 24

– 319 231 4 3 4,2 197 226 234 361 3 3 0,15 –
250 319 231 4 4 4,2 197 226 254,5 361 3 3 0,15 –
– 320 227 4 4 10,5 196 222 230 361 3 3 0,38 –
248 320 227 4 4 10,5 196 222 252 361 3 3 0,38 –

190 225 254 215 2,1 2,1 6,1 200 212 219 280 2 2 0,15 HJ 1038 1,35 12 22,5
225 254 215 2,1 2,1 6,1 200 212 231 280 2 2 0,15 HJ 1038 1,35 12 22,5
244 295 230 4 4 3 207 226 233 321 3 3 0,23 HJ 238 EC 2,2 13 21,5
244 295 230 4 4 3 207 226 248 321 3 3 0,23 HJ 238 EC 2,2 13 21,5
244 295 230 4 4 – 207 – 248 321 3 3 0,23 –
– 297 228 4 4 5 207 224 231 321 3 3 0,3 –

264 338 245 5 5 4,3 210 240 249 380 4 4 0,15 HJ 338 EC 4,3 18 29
– 341 240 5 5 9,5 209 234 244 380 4 4 0,38 –

200 239 269 229 2,1 2,1 7 211 225 234 300 2 2 0,15 HJ 1040 1,65 13 25,5
258 312 243 4 4 2,6 217 238 247 341 3 3 0,23 HJ 240 EC 2,55 14 23
258 312 243 4 4 2,6 217 238 262 341 3 3 0,23 HJ 240 EC 2,55 14 23
– 313 241 4 4 5,1 217 236 245 341 3 3 0,3 –
256 313 241 4 4 5,1 217 236 260 342 3 3 0,3 –

170
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

ra

Da

rb

da d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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420 80 1 230 1 630 150 1 400 2 800 57 NU 340 ECML –
420 80 1 230 1 630 150 1 400 2 800 56,5 NJ 340 ECML –
420 138 1 980 2 800 255 1 400 2 800 92,5 NU 2340 ECML –
420 138 1 980 2 800 255 1 400 2 800 97 NJ 2340 ECML –

220 340 56 495 735 73,5 2 200 3 200 19 NJ 1044 ML M
400 65 1 060 1 290 125 1 700 3 000 37 * NU 244 ECML M
400 65 1 060 1 290 125 1 700 3 000 37,5 * NJ 244 ECML M
400 65 1 060 1 290 125 1 700 3 000 38 * NUP 244 ECML M
400 108 1 570 2 280 212 1 600 3 000 59 NU 2244 ECML –
400 108 1 570 2 280 212 1 600 3 000 60 NJ 2244 ECML –

460 88 1 210 1 630 150 1 500 1 700 72,5 NU 344 M –
460 88 1 210 1 630 150 1 500 1 700 73,5 NJ 344 M –
460 145 2 380 3 450 310 1 300 2 200 124 NU 2344 ECMA –

240 360 56 523 800 78 2 000 3 000 19,5 NU 1048 ML M
440 72 952 1 370 129 1 600 2 200 51,5 NU 248 MA –
440 72 952 1 370 129 1 600 2 200 53 NJ 248 MA –
440 72 952 1 370 129 1 600 2 200 53,5 NUP 248 MA –
440 120 1 450 2 360 224 1 500 2 200 84 NU 2248 MA –
440 120 1 450 2 360 224 1 500 2 200 85 NJ 2248 MA –

500 95 1 450 2 000 180 1 300 1 600 94,5 NU 348 M –
500 95 1 450 2 000 180 1 300 2 000 98,5 NJ 348 MA –
500 155 2 600 3 650 320 1 200 2 000 155 NU 2348 ECMA –

260 400 65 627 965 96,5 1 800 2 800 29,5 NU 1052 ML M
400 65 627 965 96,5 1 800 2 800 30 NJ 1052 ML M

480 80 1 170 1 700 150 1 400 2 000 68,5 NU 252 MA –
480 80 1 170 1 700 150 1 400 2 000 69 NJ 252 MA –
480 80 1 170 1 700 156 1 400 2 000 72 NUP 252 MA –
480 130 1 790 3 000 265 1 300 2 000 110 NU 2252 MA –
480 130 1 790 3 000 275 1 300 2 000 112 NJ 2252 MA –
540 102 1 940 2 700 236 1 100 1 800 125 NU 352 ECMA –

200
cont.

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ML は NU ..M となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 200 – 260 mm

r3
r4

d1d1

r1
r2

D1D

B

d F

r1

r2

r3
r4

 NU NJ NUP 

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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– 353 258 5 5 6 220 253 262 399 4 4 0,23 –
278 353 258 5 5 6 220 253 282 400 4 4 0,23 –
– 353 253 5 5 9,4 220 247 257 399 4 4 0,38 –
278 353 253 5 5 9,4 220 247 282 399 4 4 0,38 –

220 262 297 250 3 3 7,5 233 246 266 328 2,5 2,5 0,15 HJ 1044 2,15 14 27
284 344 268 4 4 2,3 238 263 272 383 3 3 0,23 HJ 244 EC 3,25 15 25
284 344 268 4 4 2,3 238 263 288 383 3 3 0,23 HJ 244 EC 3,25 15 25
284 344 268 4 4 – 238 – 288 383 3 3 0,23 –
– 349 259 4 4 7,9 237 254 263 383 3 3 0,3 –
278 349 259 4 4 7,9 237 254 282 383 3 3 0,3 –

– 371 284 5 5 5,2 240 277 288 440 4 4 0,15 –
307 371 284 5 5 5,2 240 277 311 440 4 4 0,15 –
– 384 277 5 5 10,4 240 268 280 440 4 4 0,25 –

240 282 317 270 3 3 7,5 252 266 274 348 2,5 2,5 0,15 HJ 1048 2,25 14 27
– 365 295 4 4 3,4 257 288 299 423 3 3 0,15 –
313 365 295 4 4 3,4 257 288 317 423 3 3 0,15 –
313 365 295 4 4 – 257 – 317 423 3 3 0,15 –
– 365 295 4 4 4,3 257 284 299 423 3 3 0,2 –
313 365 295 4 4 4,3 257 284 317 423 3 3 0,2 –

– 403 310 5 5 5,6 260 302 314 480 4 4 0,15 HJ 348 8,9 22 39,5
335 403 310 5 5 5,6 260 302 339 480 4 4 0,15 HJ 348 8,9 22 39,5
– 403 299 5 5 6,4 260 293 305 480 4 4 0,25 –

260 309 349 296 4 4 8 275 292 300 385 3 3 0,15 HJ 1052 3,4 16 31,5
309 349 296 4 4 8 275 292 313 385 3 3 0,15 HJ 1052 3,4 16 31,5

– 397 320 5 5 3,4 280 313 324 460 4 4 0,15 HJ 252 6,2 18 33
340 397 320 5 5 3,4 280 313 344 460 4 4 0,15 HJ 252 6,2 18 33
340 397 320 5 5 – 280 – 344 460 4 4 0,15 –
– 397 320 5 5 4,3 280 309 324 460 4 4 0,2 –
340 397 320 5 5 4,3 280 309 344 460 4 4 0,2 –
– 455 337 6 6 4,2 286 330 341 514 5 5 0,15 –

200
cont.

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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280 420 65 660 1 060 102 1 700 2 600 31 NU 1056 ML M
500 80 1 190 1 800 156 1 400 1 900 71,5 NU 256 MA –
500 80 1 140 1 700 153 1 400 1 900 73 NJ 256 MA –
500 130 2 200 3 450 305 1 200 1 900 115 NU 2256 ECMA –
580 175 2 700 4 300 365 1 000 1 700 232 NU 2356 MA –

300 460 74 858 1 370 129 1 500 2 000 46,5 NU 1060 MA –
460 74 858 1 370 129 1 500 2 000 47 NJ 1060 MA –
540 85 1 420 2 120 183 1 300 1 800 88 NU 260 MA –
540 140 2 090 3 450 300 1 200 1 800 145 NU 2260 MA –

320 480 74 880 1 430 132 1 400 1 900 48,5 NU 1064 MA –
480 74 880 1 430 132 1 400 1 900 48 NJ 1064 MA –
580 92 1 610 2 450 204 1 200 1 600 115 NU 264 MA –
580 150 3 190 5 000 415 1 000 1 600 180 NU 2264 ECMA –

340 520 82 1 080 1 760 156 1 300 1 700 65 NU 1068 MA –
520 82 1 080 1 760 156 1 300 1 700 68 NJ 1068 MA –
620 165 2 640 4 500 365 1 000 1 500 220 NU 2268 MA –

360 540 82 1 100 1 830 163 1 300 1 600 67,5 NU 1072 MA –
650 170 2 920 4 900 400 950 1 400 250 NU 2272 MA –

380 560 82 1 140 1 930 170 1 200 1 600 70 NU 1076 MA –
560 82 1 140 1 930 170 1 200 1 600 71 NJ 1076 MA –
680 175 3 960 6 400 510 850 1 300 275 NU 2276 ECMA –

400 600 90 1 380 2 320 196 1 100 1 500 91 NU 1080 MA –

420 620 90 1 420 2 450 200 1 100 1 400 94 NU 1084 MA –

440 650 94 1 510 2 650 212 1 000 1 300 105 NU 1088 MA –

460 680 100 1 650 2 850 224 950 1 200 125 NU 1092 MA –
830 165 4 180 6 800 510 750 1 100 415 NU 1292 MA –
830 212 5 120 8 650 655 700 1 100 530 NU 2292 MA –

480 700 100 1 680 3 000 232 900 1 200 130 NU 1096 MA –

1) 代替保持器付き軸受を注文する場合は、標準保持器の接尾記号の代わりに代替保持器の接尾記号を使用してください。例えば、 
NU ..ML は NU ..M となります (許容回転数 † 600ページ)。

 * SKF Explorer軸受

5.1 単列円筒ころ軸受
d 280 – 480 mm

d1

r1
r2

D1D

B

d F

r1

r2

r3
r4

 NU NJ  

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器1) 呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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280 329 369 316 4 4 8 295 312 321 405 3 3 0,15 HJ 1056 3,6 16 31,5
– 417 340 5 5 3,8 300 333 344 480 4 4 0,15 –
360 417 340 5 5 3,8 300 333 364 480 4 4 0,15 –
– 433 333 5 5 10,2 300 320 331 480 4 4 0,2 HJ 2256 EC 6,75 18 38
– 467 362 6 6 6,6 306 347 366 554 5 5 0,25 –

300 – 402 340 4 4 9,7 317 335 344 443 3 3 0,1 HJ 1060 5,3 19 36
356 402 340 4 4 9,7 317 335 360 443 3 3 0,1 HJ 1060 5,3 19 36
– 451 364 5 5 4,8 320 358 368 520 4 4 0,15 –
– 451 364 5 5 5,6 320 352 368 520 4 4 0,2 –

320 – 422 360 4 4 9,7 335 355 364 465 3 3 0,1 HJ 1064 5,65 19 36
376 422 360 4 4 9,7 335 355 380 465 3 3 0,1 HJ 1064 5,65 19 36
– 485 390 5 5 5,3 340 383 394 560 4 4 0,15 –
– 485 380 5 5 5,9 340 377 394 560 4 4 0,2 –

340 – 455 385 5 5 6,5 358 380 389 502 4 4 0,1 HJ 1068 7,4 21 39,5
403 455 385 5 5 6,5 358 380 408 502 4 4 0,1 HJ 1068 7,4 21 39,5
– 515 416 6 6 8 366 401 421 594 5 5 0,2 –

360 – 475 405 5 5 6,5 378 400 410 522 4 4 0,1 HJ 1072 7,75 21 39,5
– 542 437 6 6 16,7 386 428 442 624 5 5 0,2 –

380 – 495 425 5 5 10,8 398 420 430 542 4 4 0,1 HJ 1076 8,25 21 39,5
443 495 425 5 5 10,8 398 420 448 542 4 4 0,1 HJ 1076 8,25 21 39,5
– 595 451 6 6 8,3 406 445 457 654 5 5 0,2 –

400 – 527 450 5 5 14 418 446 455 582 4 4 0,1 HJ 1080 9,75 23 43

420 – 547 470 5 5 14 438 466 475 602 4 4 0,1 HJ 1084 10 23 43

440 – 574 493 6 6 14,7 463 488 498 627 5 5 0,1 HJ 1088 11,5 24 45

460 – 600 516 6 6 15,9 483 511 521 657 5 5 0,07 HJ 1092 14 25 48
– 715 554 7,5 7,5 6,4 492 542 559 798 6 6 0,13 –
– 706 554 7,5 7,5 16,5 492 542 559 798 6 6 0,2 –

480 – 620 536 6 6 15,9 503 531 541 677 5 5 0,1 HJ 1096 14,5 25 48

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

d d1

B1

B2

r4

r3

dbDa da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算

係数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

標準保持器付き軸受 代替保持器 呼び番号 質量 寸法

d d1 D1 F r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ ~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm       mm      – – kg mm
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500 720 100 1 720 3 100 236 900 900 135 NU 10/500 MA
920 185 5 280 8 500 620 670 950 585 NU 12/500 MA

530 780 112 2 290 4 050 305 800 1 000 190 NU 10/530 MA
780 145 3 740 7 350 550 670 1 000 255 NU 20/530 ECMA

560 820 115 2 330 4 250 310 750 1 000 210 NU 10/560 MA
820 150 3 800 7 650 560 630 1 000 290 NU 20/560 ECMA
1 030 206 7 210 11 200 780 560 800 805 NU 12/560 MA

600 870 118 2 750 5 100 365 700 900 245 NU 10/600 N2MA
870 155 4 180 8 000 570 600 900 325 NU 20/600 ECMA
1 090 155 5 610 9 800 670 480 750 710 NU 2/600 ECMA/HB1

630 920 128 3 410 6 200 430 630 850 285 NU 10/630 ECN2MA
920 170 4 730 9 500 670 560 850 400 NU 20/630 ECMA
1 150 230 8 580 13 700 915 450 700 1 110 NU 12/630 ECMA/HB1

670 980 136 3 740 6 800 465 600 800 350 NU 10/670 ECMA
980 180 5 390 11 000 750 500 800 480 NU 20/670 ECMA/HB1

710 1 030 140 4 680 8 500 570 560 750 415 NU 10/710 ECN2MA
1 030 185 5 940 12 000 815 480 700 540 NU 20/710 ECMA/HB1

750 1 090 150 4 730 8 800 585 430 670 490 NU 10/750 ECN2MA/HB1
1 090 195 6 270 12 700 850 430 670 635 NU 20/750 ECMA/HA1

800 1 150 200 7 040 14 600 950 400 630 715 NU 20/800 ECMA

5.1 単列円筒ころ軸受
d 500 – 800 mm

D1D

B

d F

r1

r2

r3
r4

  

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係

数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

呼び番号 質量 寸法

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –  
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500 640 556 6 6 11,2 523 550 561 697 5 5 0,1 HJ 10/500 15 25 48
780 603,1 7,5 7,5 13,9 532 593 610 888 6 6 0,17 –

530 692 593 6 6 10,4 553 585 598 757 5 5 0,1 –
704 591 6 6 6,8 553 587 596 757 5 5 0,14 –

560 726 625 6 6 12,3 583 617 630 797 5 5 0,1 HJ 10/560 21 27,5 53
741 626 6 6 6,7 583 616 631 797 5 5 0,14 –
892 668 9,5 9,5 10,3 600 657 674 990 8 8 0,13 –

600 779 667 6 6 14 623 658 672 847 5 5 0,1 HJ 10/600 27,5 31 55
793 661 6 6 6,1 623 652 667 847 5 5 0,14 –
925 749 9,5 9,5 3 640 743 755 1 050 8 8 0,15 –

630 837 702 7,5 7,5 6,2 658 691 707 892 6 6 0,1 –
832 699 7,5 7,5 8,7 658 690 705 892 6 6 0,14 –
1 005 751 12 12 13,5 678 735 757 1 102 10 10 0,17 –

670 891 747 7,5 7,5 7,9 698 737 753 952 6 6 0,1 –
890 746 7,5 7,5 7 698 736 752 952 6 6 0,14 –

710 939 778 7,5 7,5 17 738 769 783 1 002 6 6 0,1 –
939 787 7,5 7,5 10 738 780 793 1 002 6 6 0,14 –

750 993 830 7,5 7,5 12,8 778 823 838 1 062 6 6 0,1 –
993 832 7,5 7,5 12,8 778 823 838 1 062 6 6 0,14 –

800 1 051 882 7,5 7,5 2 828 868 888 1 122 6 6 0,14 –

5.1

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値。

Da da db

rb

ra

アングルリング

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷

重限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係

数
アングルリング

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

呼び番号 質量 寸法

d D1 F r1,2 r3,4 s1) da da db、Da Da ra rb kr B1 B2
~ 最小 最小 最小 最大 最小 最大 最大 最大

mm      mm      – – kg mm

d d1

B1

B2

r4

r3
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100 180 46 400 475 57 4 000 5 000 5,1 * NUH 2220 ECMH
215 73 710 800 91,5 3 200 4 300 13 * NUH 2320 ECMH

110 200 53 465 550 64 3 600 4 500 7,3 * NUH 2222 ECMH
240 80 830 965 110 3 000 4 000 18 * NUH 2322 ECMH

120 215 58 550 670 76,5 3 400 4 000 9 * NUH 2224 ECMH
260 86 965 1 120 125 2 800 3 600 22,5 * NUH 2324 ECMH

130 230 64 630 780 88 3 200 3 800 11 * NUH 2226 ECMH
280 93 1 120 1 340 146 2 400 3 400 29 * NCF 2326 ECJB
280 93 1 120 1 340 146 2 400 3 400 28 * NUH 2326 ECMH

140 250 68 680 880 96,5 2 800 3 600 14,5 * NCF 2228 ECJB
250 68 680 880 96,5 2 800 3 600 14,5 * NUH 2228 ECMH
300 102 1 250 1 530 163 2 400 3 200 35,5 * NCF 2328 ECJB
300 102 1 250 1 530 163 2 400 3 200 35 * NUH 2328 ECMH

150 270 73 780 1 040 112 2 600 3 400 18 * NCF 2230 ECJB
270 73 780 1 040 112 2 600 3 400 18 * NUH 2230 ECMH
320 108 1 430 1 760 183 2 200 3 000 43,5 * NCF 2330 ECJB
320 108 1 430 1 760 183 2 200 3 000 42 * NUH 2330 ECMH

160 290 80 980 1 270 134 2 400 3 000 23,5 * NCF 2232 ECJB
290 80 980 1 270 134 2 400 3 000 23 * NUH 2232 ECMH

340 114 1 400 2 000 196 1 800 2 800 50,5 NCF 2332 ECJB
340 114 1 600 2 000 196 2 000 2 800 50,5 * NCF 2332 ECJB/PEX
340 114 1 400 2 000 196 1 800 2 800 50,5 NUH 2332 ECMH
340 114 1 600 2 000 196 2 000 2 800 50,5 * NUH 2332 ECMH/PEX

170 310 86 1 160 1 530 156 2 200 2 800 28 * NCF 2234 ECJB
310 86 1 160 1 530 156 2 200 2 800 28,5 * NUH 2234 ECMH
360 120 1 540 2 200 216 1 700 2 600 58,5 NCF 2334 ECJB
360 120 1 760 2 200 216 1 900 2 600 58,5 * NCF 2334 ECJB/PEX
360 120 1 540 2 200 216 1 700 2 600 59,5 NUH 2334 ECMH
360 120 1 760 2 200 216 1 900 2 600 59,5 * NUH 2334 ECMH/PEX

d d1D1D

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r1

r2

E

s

F

NCF ..ECJB  NUH ..ECMH

5.2 高負荷容量円筒ころ軸受
d 100 – 170 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

 * SKF Explorer軸受
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100 – 156 119 2,1 1 113 116 122 159 167 2 0,16
– 182 127,5 3 2,2 114 124 131 186 199 2,5 0,2

110 – 173 132,5 2,1 2,2 122 129 135 177 187 2 0,16
– 200 143 3 2,3 124 139 146 206 225 2,5 0,2

120 – 187 143,5 2,1 2,2 132 140 146 191 201 2 0,16
– 218 154 3 2,4 134 150 157 224 244 2,5 0,2

130 – 201 153,5 3 2,6 144 150 157 205 215 2,5 0,16
181 235 247 4 6,5 147 174 – 241 261 3 0,2
– 235 167 4 3,1 147 163 170 241 261 3 0,2

140 179 216 225 3 4 154 174 – 220 235 2,5 0,16
– 216 169 3 3,2 154 165 172 220 235 2,5 0,16
195 251 264 4 7,3 157 188 – 257 282 3 0,2
– 251 180 4 3,9 157 175 183 257 282 3 0,2

150 193 233 242 3 4,4 164 188 – 237 254 2,5 0,16
– 233 182 3 3,3 164 178 186 237 254 2,5 0,16
209 269 283 4 7,9 167 201 – 276 302 3 0,2
– 285 193 4 4,1 167 188 196 284 302 3 0,2

160 205 250 261 3 4,1 174 199 – 256 274 2,5 0,16
– 250 193 3 3 174 189 196 256 274 2,5 0,16

221 281 300 4 8,3 177 213 – 290 321 3 0,2
221 281 300 4 8,3 177 213 – 290 321 3 0,2
– 285 204 4 2,5 177 199 207 292 321 3 0,2
– 285 204 4 2,5 177 199 207 292 321 3 0,2

170 219 270 281 4 3,8 187 212 – 275 292 3 0,16
– 269 205 4 2,4 187 201 208 275 292 3 0,16
234 301 316 4 7,5 186 225 – 308 341 3 0,2
234 301 316 4 7,5 186 225 – 308 341 3 0,2
– 301 216 4 3,8 186 211 219 308 341 3 0,2
– 301 216 4 3,8 186 211 219 308 341 3 0,2

Da da

ra

ra

ra

ra

dbdaDa

5.2

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 F、E r1,2 s1) da da db Da Da ra kr
~ ~ 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm      mm      –

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
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180 320 86 1 200 1 600 166 2 200 2 800 30 * NCF 2236 ECJB
320 86 1 200 1 600 166 2 200 2 800 29,5 * NUH 2236 ECMH
380 126 1 720 2 400 232 1 600 2 400 67,5 NCF 2336 ECJB
380 126 1 960 2 400 232 1 800 2 400 67,5 * NCF 2336 ECJB/PEX
380 126 1 720 2 400 232 1 600 2 400 68 NUH 2336 ECMH
380 126 1 960 2 400 232 1 800 2 400 68 * NUH 2336 ECMH/PEX

190 340 92 1 320 1 760 180 2 000 2 600 36,5 * NCF 2238 ECJB
340 92 1 320 1 760 180 2 000 2 600 36 * NUH 2238 ECMH
400 132 1 940 2 750 255 1 500 2 200 78 NCF 2338 ECJB
400 132 2 240 2 750 255 1 700 2 200 78 * NCF 2338 ECJB/PEX
400 132 1 940 2 750 255 1 500 2 200 78,5 NUH 2338 ECMH
400 132 2 240 2 750 255 1 700 2 200 78,5 * NUH 2338 ECMH/PEX

200 360 98 1 460 2 000 200 1 900 2 400 43 * NCF 2240 ECJB
360 98 1 460 2 000 200 1 900 2 400 43,5 * NUH 2240 ECMH
420 138 2 200 3 200 300 1 400 2 200 91,5 NCF 2340 ECJB
420 138 2 550 3 200 300 1 600 2 200 91,5 * NCF 2340 ECJB/PEX
420 138 2 200 3 200 300 1 400 2 200 92,5 NUH 2340 ECMH
420 138 2 550 3 200 300 1 600 2 200 92,5 * NUH 2340 ECMH/PEX

220 400 108 1 760 2 600 240 1 600 2 200 58,5 NCF 2244 ECJB
400 108 2 000 2 600 240 1 700 2 200 58,5 * NCF 2244 ECJB/PEX
400 108 1 760 2 600 240 1 600 2 200 59 NUH 2244 ECMH
400 108 2 000 2 600 240 1 700 2 200 59 * NUH 2244 ECMH/PEX
460 145 2 510 3 650 335 1 300 2 000 116 NUH 2344 ECMH
460 145 2 900 3 650 335 1 400 2 000 116 * NUH 2344 ECMH/PEX

240 440 120 1 980 3 050 290 1 500 1 900 80 NUH 2248 ECMH
440 120 2 279 3 050 290 1 600 1 900 80 * NUH 2248 ECMH/PEX
500 155 2 750 4 000 345 1 200 1 800 143 NUH 2348 ECMH
500 155 3 150 4 000 345 1 300 1 800 143 * NUH 2348 ECMH/PEX

5.2 高負荷容量円筒ころ軸受
d 180 – 240 mm

 * SKF Explorer軸受

d d1D1D

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r1

r2

E

s

F

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

NCF ..ECJB  NUH ..ECMH
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180 229 279 291 4 3,8 197 222 – 285 302 3 0,16
– 279 215 4 2,4 197 211 218 285 302 3 0,16
247 320 339 4 7,9 196 237 – 329 361 3 0,2
247 320 339 4 7,9 196 237 – 329 361 3 0,2
– 322 227 4 3,7 196 222 230 330 361 3 0,2
– 322 204 4 3,7 196 222 230 311 361 3 0,2

190 242 293 308 4 4,5 207 235 – 300 321 3 0,16
– 296 228 4 3,1 207 224 231 302 321 3 0,16
262 342 360 5 7,1 209 251 – 351 380 4 0,2
262 342 360 5 7,1 209 251 – 351 380 4 0,2
– 342 240 5 4,1 209 234 244 351 380 4 0,2
– 342 240 5 4,1 209 234 244 351 380 4 0,2

200 256 312 325 4 4,6 217 249 – 318 341 3 0,16
– 312 241 4 3,4 217 236 245 318 341 3 0,16
275 356 377 5 7,1 220 264 – 367 399 4 0,2
275 356 377 5 7,1 220 264 – 367 399 4 0,2
– 358 253 5 4,3 220 247 257 367 399 4 0,2
– 358 253 5 4,3 220 247 257 367 399 4 0,2

220 279 349 367 4 7,1 237 269 – 358 383 3 0,16
279 349 367 4 7,1 237 269 – 358 383 3 0,16
– 350 259 4 2,5 237 254 263 359 383 3 0,16
– 350 259 4 2,5 237 254 263 359 383 3 0,16
– 392 277 5 3 240 270 281 334 439 4 0,2
– 392 277 5 3 240 270 281 334 439 4 0,2

240 – 312 287 4 3,5 258 294 299 299 422 3 0,16
– 312 287 4 3,5 258 294 299 299 422 3 0,16
– 426 299 5 3,1 260 298 303 362 479 4 0,2
– 426 299 5 3,1 260 298 303 362 479 4 0,2

5.2

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 F、E r1,2 s1) da da db Da Da ra kr
~ ~ 最小 最小 最大 最小 最小 最大 最大

mm      mm      –

Da da

ra

ra

ra

ra

dbdaDa
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20 42 16 28,1 28,5 3,1 8 500 10 000 0,11 NCF 3004 CV

25 47 16 31,9 35,5 3,8 7 000 9 000 0,12 NCF 3005 CV
62 24 68,2 68 8,5 4 500 5 600 0,38 NJG 2305 VH

30 55 19 39,6 44 5 6 000 7 500 0,2 NCF 3006 CV
72 27 84,2 86,5 11 4 000 4 800 0,56 NJG 2306 VH

35 62 20 48,4 56 6,55 5 300 6 700 0,26 NCF 3007 CV
80 31 108 114 14,3 3 400 4 300 0,75 NJG 2307 VH

40 68 21 57,2 69,5 8,15 4 800 6 000 0,31 NCF 3008 CV
90 33 145 156 20 3 000 3 600 1 NJG 2308 VH

45 75 23 60,5 78 9,15 4 300 5 300 0,4 NCF 3009 CV
100 36 172 196 25,5 2 800 3 400 1,45 NJG 2309 VH

50 80 23 76,5 98 11,8 4 000 5 000 0,43 NCF 3010 CV

55 90 26 105 140 17,3 3 400 4 300 0,64 NCF 3011 CV
120 43 233 260 33,5 2 200 2 800 2,3 NJG 2311 VH

60 85 16 55 80 9,15 3 600 4 500 0,29 NCF 2912 CV
95 26 106 146 18,3 3 400 4 000 0,69 NCF 3012 CV

65 90 16 58,3 88 10,2 3 200 4 000 0,31 NCF 2913 CV
100 26 112 163 20 3 000 3 800 0,73 NCF 3013 CV
140 48 303 360 46,5 1 900 2 400 3,55 NJG 2313 VH

70 100 19 76,5 116 13,7 3 000 3 800 0,49 NCF 2914 CV
110 30 128 173 22,4 2 800 3 600 1 NCF 3014 CV
150 51 336 400 50 1 800 2 200 4,4 NJG 2314 VH

75 105 19 79,2 125 14,6 2 800 3 600 0,52 NCF 2915 CV
115 30 134 190 24,5 2 600 3 200 1,05 NCF 3015 CV
160 55 396 480 60 1 600 2 000 5,35 NJG 2315 VH

5.3 単列総ころ円筒ころ軸受
d 20 – 75 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

d d1D1ED

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r3

r4

s

F

r1 
r2

r1

r2

NCF  NJG
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20 29 33 36,81 0,6 0,3 1,5 24 26,9 – 38 39 0,6 0,3 0,3

25 34 39 42,51 0,6 0,3 1,5 29 32,3 – 43 44 0,6 0,3 0,3
36,1 48,2 31,74 1,1 – 1,7 31 33,9 30 55 – 1 – 0,35

30 40 45 49,6 1 0,3 2 35 37,8 – 50 52 1 0,3 0,3
43,2 56,4 38,36 1,1 – 1,8 37 40,8 36,5 64 – 1 – 0,35

35 45 51 55,52 1 0,3 2 40 42,8 – 57 58 1 0,3 0,3
50,4 65,8 44,75 1,5 – 2 43 47,6 42 71 – 1,5 – 0,35

40 50 58 61,74 1 0,3 2 45 47,9 – 63 65 1 0,3 0,3
57,6 75,2 51,15 1,5 – 2,4 49 54,4 49 81 – 1,5 – 0,35

45 55 62 66,85 1 0,3 2 50 53 – 70 71 1 0,3 0,3
62,5 80,1 56,14 1,5 – 2,4 54 59,3 54 91 – 1,5 – 0,35

50 59 68 72,33 1 0,3 2 54 56,7 – 75 76 1 0,3 0,3

55 68 79 83,54 1,1 0,6 2 62 65,8 – 84 86 1 0,6 0,3
75,5 98,6 67,14 2 – 2,6 65 71,3 64 109 – 2 – 0,35

60 69 74,5 78,65 1 0,6 1 64 66,8 – 80 80 1 0,5 0,2
71 82 86,74 1,1 0,6 2 66 68,9 – 89 91 1 0,5 0,3

65 75,5 81 85,24 1 0,6 1 70 73,4 – 85 86 1 0,5 0,2
78 88 93,09 1,1 0,6 2 71 75,6 – 94 95 1 0,5 0,3
89,9 116 80,7 2,1 – 3 77 85,3 78 128 – 2 – 0,35

70 80,5 88,5 92,5 1 0,6 1 75 78,5 – 95 96 1 0,5 0,2
81 95 100,28 1,1 0,6 3 75 78,6 – 104 105 1 0,5 0,3
93,8 121 84,2 2,1 – 3 81 89 81 138 – 2 – 0,35

75 86 93 97,5 1 0,6 1 80 83,8 – 100 101 1 0,5 0,2
89 103 107,9 1,1 1,1 3 81 86,5 – 109 110 1 1 0,3
101 131 91,2 2,1 – 3 87 96,1 88 147 – 2 – 0,35

db da

ra

ra

Da

5.3

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da das
2) db Da Db ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大 最大

mm       mm       –

Da da

ra

ra
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80 110 19 80,9 132 15,6 2 600 3 400 0,55 NCF 2916 CV
125 34 165 228 29 2 400 3 000 1,45 NCF 3016 CV
170 58 457 570 71 1 500 1 900 6,4 NJG 2316 VH

85 120 22 102 166 20 2 600 3 200 0,81 NCF 2917 CV
130 34 172 236 30 2 400 3 000 1,5 NCF 3017 CV
180 60 484 620 76,5 1 400 1 800 7,4 NJG 2317 VH

90 125 22 105 176 20,8 2 400 3 000 0,84 NCF 2918 CV
140 37 198 280 35,5 2 200 2 800 1,95 NCF 3018 CV
190 64 528 670 81,5 1 400 1 800 8,75 NJG 2318 VH

100 140 24 128 200 24,5 2 200 2 600 1,15 NCF 2920 CV
150 37 209 310 37,5 2 000 2 600 2,15 NCF 3020 CV
215 73 682 865 104 1 200 1 500 13 NJG 2320 VH

110 150 24 134 220 26 1 900 2 400 1,25 NCF 2922 CV
170 45 275 400 47,5 1 800 2 200 3,5 NCF 3022 CV
240 80 858 1 060 122 1 100 1 300 17,5 NJG 2322 VH

120 165 27 172 290 34,5 1 800 2 200 1,75 NCF 2924 CV
180 46 292 440 52 1 700 2 000 3,8 NCF 3024 CV
215 58 512 735 85 1 400 1 700 9,05 NCF 2224 V
260 86 952 1 250 140 1 000 1 200 22,5 NJG 2324 VH

130 180 30 205 360 40,5 1 600 2 000 2,35 NCF 2926 CV
200 52 413 620 72 1 500 1 900 5,8 NCF 3026 CV
280 93 1 080 1 430 156 950 1 200 28 NJG 2326 VH

140 190 30 220 390 43 1 500 1 900 2,4 NCF 2928 CV
210 53 440 680 78 1 400 1 800 6,1 NCF 3028 CV
250 68 693 1 020 114 1 200 1 500 14,5 NCF 2228 V
300 102 1 210 1 600 173 850 1 100 35,5 NJG 2328 VH

150 210 36 292 490 55 1 400 1 700 3,75 NCF 2930 CV
225 56 457 710 80 1 300 1 600 7,5 NCF 3030 CV
270 73 792 1 180 132 1 100 1 400 18,5 NCF 2230 V
320 108 1 450 1 930 196 800 1 000 42,5 NJG 2330 VH

5.3 単列総ころ円筒ころ軸受
d 80 – 150 mm

d d1D1ED

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r3

r4

s

F

r1 
r2

r1

r2

 NCF NJG

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –
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80 90,5 99 102,7 1 0,6 1 85 88,6 – 105 106 1 0,5 0,2
95 111 116,99 1,1 0,6 4 86 92 – 119 120 1 0,5 0,3
109 141 98,3 2,1 – 4 92 104 95 157 – 2 – 0,35

85 96 105 109,5 1,1 1 1 90 93,8 – 114 114 1 1 0,2
99 116 121,44 1,1 0,6 4 91 96,2 – 123 125 1 0,5 0,3
118 149 107 3 – 4 100 113 104 165 – 2,5 – 0,35

90 102 111 115,6 1,1 1 1 96 99,8 – 119 119 1 1 0,2
106 124 130,11 1,5 1 4 97 103 – 133 133 1,5 1 0,3
117 152 105,26 3 – 4 102 111 102 176 – 2,5 – 0,35

100 114 126 130,6 1,1 1 1,3 106 111 – 134 134 1 1 0,2
115 134 139,65 1,5 1 4 107 112 – 142 143 1,5 1 0,3
133 173 122,8 3 – 4 114 128 119 201 – 2,5 – 0,35

110 124 136 141,1 1,1 1 1,3 116 122 – 144 144 1 1 0,2
127 149 156,13 2 1 5,5 119 124 – 160 163 2 1 0,3
151 198 134,3 3 – 5 124 143 130 225 – 2,5 – 0,35

120 136 149 154,3 1,1 1 1,3 126 133 – 159 159 1 1 0,2
139 160 167,58 2 1 5,5 129 135 – 170 174 2 1 0,3
150 184 192,32 2,1 2,1 4 131 145 – 204 204 2 2 0,3
164 213 147,39 3 – 5 134 156 143 245 – 2,5 – 0,35

130 147 161 167,1 1,5 1,1 2 138 144 – 172 173 1,5 1 0,2
149 175 183,81 2 1 5,5 138 144 – 190 193 2 1 0,3
175 226 157,9 4 – 6 147 166 153 263 – 3 – 0,35

140 158 173 180 1,5 1,1 2 148 155 – 182 183 1,5 1 0,2
163 189 197,82 2 1 5,5 150 158 – 200 203 2 1 0,3
173 212 221,92 3 3 5 153 167 – 236 236 2,5 2,5 0,3
187 241 168,5 4 – 6,5 157 178 163 283 – 3 – 0,35

150 169 189 196,4 2 1,1 2 159 166 – 201 203 2 1 0,2
170 198 206,8 2,1 1,1 7 159 165 – 214 217 2 1 0,3
184 227 236,71 3 3 6 163 178 – 256 256 2,5 2,5 0,3
202 261 182,5 4 – 6,5 168 192 178 302 – 3 – 0,35

5.3

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da das
2) db Da Db ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大 最大

mm       mm       –
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160 220 36 303 530 58,5 1 300 1 600 4 NCF 2932 CV
240 60 512 800 90 1 200 1 500 9,1 NCF 3032 CV
290 80 990 1 500 160 950 1 200 23 NCF 2232 V

170 230 36 314 560 60 1 200 1 500 4,3 NCF 2934 CV
260 67 671 1 060 118 1 100 1 400 12,5 NCF 3034 CV
310 86 1 100 1 700 176 900 1 100 28,5 NCF 2234 V
360 120 1 760 2 450 236 700 900 59,5 NJG 2334 VH

180 250 42 391 695 75 1 100 1 400 6,2 NCF 2936 CV
280 74 781 1 250 134 1 100 1 300 16,5 NCF 3036 CV
380 126 1 870 2 650 255 670 800 69,5 NJG 2336 VH

190 260 42 440 780 81,5 1 100 1 400 6,5 NCF 2938 CV
290 75 792 1 290 140 1 000 1 300 17 NCF 3038 CV
400 132 2 160 3 000 280 630 800 80 NJG 2338 VH

200 250 24 176 335 32,5 1 100 1 400 2,6 NCF 1840 V
280 48 528 965 100 1 000 1 300 9,1 NCF 2940 CV
310 82 913 1 530 160 950 1 200 22,5 NCF 3040 CV
420 138 2 290 3 200 290 600 750 92 NJG 2340 VH

220 270 24 183 365 34,5 1 000 1 200 2,85 NCF 1844 V
300 48 550 1 060 106 950 1 200 9,9 NCF 2944 CV
340 90 1 080 1 800 186 850 1 100 29,5 NCF 3044 CV
400 108 1 830 2 750 255 700 850 58 NCF 2244 V
460 145 2 700 3 750 335 530 670 111 NJG 2344 VH

240 300 28 260 510 47,5 900 1 100 4,4 NCF 1848 V
320 48 583 1 140 114 850 1 100 10,5 NCF 2948 CV
360 92 1 140 1 960 200 800 1 000 32 NCF 3048 CV
500 155 2 810 3 900 345 500 630 147 NJG 2348 VH

260 320 28 270 550 50 800 1 000 4,75 NCF 1852 V
360 60 737 1 430 143 750 950 18,5 NCF 2952 CV
400 104 1 540 2 550 250 700 900 46,5 NCF 3052 CV
540 165 3 580 5 000 430 430 530 177 NJG 2352 VH

5.3 単列総ころ円筒ころ軸受
d 160 – 260 mm

d d1D1ED

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r3

r4

s

F

r1 
r2

r1

r2

 NCF NJG

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu 、
最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –
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160 180 200 207,2 2 1,1 2,5 169 177 – 211 211 2 1 0,2
185 215 224,86 2,1 1,1 7 171 180 – 230 233 2 1 0,3
208 255 266,36 3 3 6 176 201 – 276 276 2,5 2,5 0,3

170 191 211 218 2 1,1 2,5 179 188 – 221 223 2 1 0,2
198 232 242,85 2,1 1,1 7 181 192 – 249 252 2 1 0,3
219 269 281,09 4 4 7 189 212 – 295 294 3 3 0,3
227 291 203,55 4 – 7 187 215 198 342 – 3 – 0,35

180 203 223 232 2 1,1 2,5 189 199 – 241 243 2 1 0,2
212 248 260,22 2,1 2,1 7 192 206 – 269 269 2 2 0,3
245 309 221,75 4 – 8 199 233 215 361 – 3 – 0,35

190 212 236 244 2 1,1 2 199 208 – 250 252 2 1 0,2
222 258 269,76 2,1 2,1 8 202 216 – 279 279 2 2 0,3
250 320 228,11 5 – 8 210 239 222 378 – 4 – 0,35

200 218 231 237,5 1,5 1,1 1,8 207 215 – 243 244 1,5 1 0,1
226 253 262 2,1 1,5 3 211 222 – 269 271 2 1,5 0,2
237 275 287,75 2,1 2,1 9 213 230 – 299 299 2 2 0,3
266 342 238,65 5 – 9 221 252 232 398 – 4 – 0,35

220 238 252 258 1,5 1,1 1,8 227 235 – 263 264 1,5 1 0,1
247 274 283 2,1 1,5 3 231 243 – 289 291 2 1,5 0,2
255 298 312,2 3 3 9 233 248 – 327 327 2,5 2,5 0,3
277 349 366 4 4 8 239 268 – 385 383 3 3 0,3
295 383 266,7 5 – 10 240 281 259 440 – 4 – 0,35

240 263 279 287 2 1,1 1,8 249 259 – 291 294 2 1 0,1
267 294 303 2,1 1,5 3 251 263 – 309 311 2 1,5 0,2
278 321 335,1 3 3 11 254 271 – 347 347 2,5 2,5 0,3
310 403 280,55 5 – 10 260 295 282 480 – 4 – 0,35

260 283 299 307,2 2 1,1 1,8 269 279 – 311 313 2 1 0,1
291 323 333,7 2,1 1,5 3,5 271 287 – 348 350 2 1,5 0,2
304 358 375,97 4 4 11 277 295 – 384 384 3 3 0,3
349 456 315,9 6 – 11 286 332 308 514 – 5 – 0,35

5.3

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 F、E r1,2 r3,4 s1) da das
2) db Da Db ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大 最大

mm       mm       –

649



280 350 33 341 695 64 750 950 7,1 NCF 1856 V
380 60 880 1 730 166 700 900 19,5 NCF 2956 CV
420 106 1 570 2 650 260 670 850 50 NCF 3056 CV

300 380 38 418 850 75 670 850 10 NCF 1860 V
420 72 1 120 2 200 208 670 800 31 NCF 2960 CV
460 118 1 900 3 250 300 600 750 69 NCF 3060 CV

320 400 38 440 900 80 630 800 10,5 NCF 1864 V
440 72 1 140 2 360 220 600 750 33 NCF 2964 V
480 121 1 980 3 450 310 560 700 74,5 NCF 3064 CV

340 420 38 446 950 83 600 750 11 NCF 1868 V
460 72 1 190 2 500 228 560 700 35 NCF 2968 V
520 133 2 380 4 150 355 530 670 100 NCF 3068 CV

360 440 38 402 900 76,5 560 700 11,5 NCF 1872 V
480 72 1 230 2 600 240 530 670 36,5 NCF 2972 CV
540 134 2 420 4 300 365 500 630 105 NCF 3072 CV

380 480 46 627 1 290 114 530 670 19,5 NCF 1876 V
520 82 1 570 3 250 300 500 630 52 NCF 2976 V
560 135 2 700 5 100 425 480 600 110 NCF 3076 V

400 500 46 627 1 340 118 500 630 20,5 NCF 1880 V
540 82 1 650 3 450 310 480 600 54,5 NCF 2980 CV
600 148 2 970 5 500 450 450 560 145 NCF 3080 CV

420 520 46 660 1 430 122 480 600 20,5 NCF 1884 V
560 82 1 650 3 600 315 450 560 57 NCF 2984 V
620 150 3 030 5 700 455 430 530 150 NCF 3084 CV

440 540 46 671 1 460 125 450 560 22 NCF 1888 V
540 60 1 060 2 700 232 450 560 30 NCF 2888 V
600 95 2 010 4 400 380 430 530 80 NCF 2988 V

5.3 単列総ころ円筒ころ軸受
d 280 – 440 mm

d d1D1ED

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r3

r4

s

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

650



280 307 325 334 2 1,1 2,5 290 303 341 343 2 1 0,1
314 348 359,1 2,1 1,5 3 291 309 368 370 2 1,5 0,2
319 373 390,3 4 4 11 295 310 404 404 3 3 0,3

300 331 353 363 2,1 1,5 3 311 326 369 372 2 1,5 0,1
341 375 390,5 3 3 5 314 334 405 405 2,5 2,5 0,2
355 413 433 4 4 14 315 344 445 445 3 3 0,3

320 351 373 383 2,1 1,5 3 331 346 389 392 2 1,5 0,1
359 401 411 3 3 5 333 353 427 427 2,5 2,5 0,2
368 434 449 4 4 14 335 359 465 465 3 3 0,3

340 371 393 403 2,1 1,5 3 351 366 409 412 2 1,5 0,1
378 421 431 3 3 5 353 373 447 447 2,5 2,5 0,2
395 468 485 5 5 14 358 384 502 502 4 4 0,3

360 388 413 418,9 2,1 1,5 3 371 384 429 433 2 1,5 0,1
404 437 451,5 3 3 5 373 396 467 467 2,5 2,5 0,2
412 486 503 5 5 14 378 402 522 522 4 4 0,3

380 416 448 458 2,1 1,5 3,5 391 411 469 473 2 1,5 0,1
427 474 488 4 4 5 395 420 505 505 3 3 0,2
431 504 520,5 5 5 14 398 420 542 542 4 4 0,3

400 433 465 475 2,1 1,5 3,5 411 428 489 493 2 1,5 0,1
449 499 511 4 4 5 415 442 525 525 3 3 0,2
460 540 558 5 5 14 418 449 582 582 4 4 0,3

420 457 489 499 2,1 1,5 3,5 431 452 509 513 2 1,5 0,1
462 512 524 4 4 5 435 455 545 545 3 3 0,2
480 559 577,6 5 5 15 438 469 602 602 4 4 0,3

440 474 506 516 2,1 1,5 3,5 451 469 529 533 2 1,5 0,1
474 508 516 2,1 1,5 3,5 451 469 529 533 2 1,5 0,11
502 545 565,5 4 4 6 455 492 585 585 3 3 0,2

5.3

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E r1,2 r3,4 s1) da das
2) Da Db ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm       mm      –

651



460 580 72 1 300 3 050 260 430 530 44 NCF 2892 V/HB1
620 95 2 050 4 500 390 400 500 83 NCF 2992 V
680 163 3 690 6 950 540 380 480 195 NCF 3092 CV

480 600 56 935 2 040 170 400 500 35,5 NCF 1896 V
600 72 1 320 3 150 265 400 500 46 NCF 2896 V
650 100 2 290 4 900 405 380 480 93 NCF 2996 V
700 165 3 740 7 200 550 360 450 205 NCF 3096 CV

500 620 56 952 2 120 173 380 480 35,5 NCF 18/500 V
620 72 1 320 3 350 275 380 480 48 NCF 28/500 V
670 100 2 330 5 000 415 380 450 100 NCF 29/500 V
720 167 3 800 7 500 570 360 450 215 NCF 30/500 CV

530 650 56 990 2 240 180 360 450 38,5 NCF 18/530 V
650 72 1 400 3 450 285 360 450 49,5 NCF 28/530 V
710 106 2 700 6 000 465 340 430 120 NCF 29/530 V
780 185 5 230 10 600 780 320 400 300 NCF 30/530 V

560 680 56 1 020 2 360 186 340 430 40,5 NCF 18/560 V/HB1
680 72 1 420 3 650 300 340 430 54 NCF 28/560 V
750 112 3 080 6 700 500 320 400 140 NCF 29/560 V/HB1
820 195 5 830 11 800 865 300 380 345 NCF 30/560 V

600 730 60 1 050 2 550 196 320 400 51,5 NCF 18/600 V
730 78 1 570 4 300 340 320 400 67,5 NCF 28/600 V/HB1
800 118 3 190 7 100 520 300 380 170 NCF 29/600 V

630 780 69 1 250 2 900 232 300 360 72,5 NCF 18/630 V
780 88 1 870 5 000 390 300 360 92,5 NCF 28/630 V
850 128 3 740 8 650 610 280 340 205 NCF 29/630 V

670 820 69 1 300 3 150 245 280 340 76,5 NCF 18/670 V
820 88 1 940 5 300 415 280 340 98 NCF 28/670 V
900 136 3 910 9 000 630 260 320 245 NCF 29/670 V

5.3 単列総ころ円筒ころ軸受
d 460 – 670 mm

d d1D1ED

B

r1
r2

r1
r2

r1
r2

r3

r4

s

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

652



460 501 543 553 3 3 5 473 495 567 567 2,5 2,5 0,11
516 558 579 4 4 6 475 506 605 605 3 3 0,2
522 611 632,97 6 6 16 483 511 657 657 5 5 0,3

480 522 561 573,5 3 3 5 493 516 587 587 2,5 2,5 0,1
520 562 573,5 3 3 5 493 515 587 587 2,5 2,5 0,11
538 584 615 5 5 7 498 527 632 632 4 4 0,2
546 628 654 6 6 16 503 532 677 677 5 5 0,3

500 542 582 594 3 3 5 513 536 607 607 2,5 2,5 0,1
541 582 594,5 3 3 2,4 513 536 607 607 2,5 2,5 0,11
553 611 630 5 5 7 518 544 652 652 4 4 0,2
565 650 676 6 6 16 523 553 697 697 5 5 0,3

530 573 612 624,5 3 3 5 543 567 637 637 2,5 2,5 0,1
572 614 624,5 3 3 5 543 566 637 637 2,5 2,5 0,11
598 648 673 5 5 7 548 587 692 692 4 4 0,2
610 702 732 6 6 16 553 595 757 757 5 5 0,3

560 603 643 655 3 3 5 573 597 667 667 2,5 2,5 0,1
606 637 655 3 3 4,3 573 599 667 667 2,5 2,5 0,11
628 682 709 5 5 7 578 615 732 732 4 4 0,2
642 738 770 6 6 16 583 626 797 797 5 5 0,3

600 644 684 696 3 3 7 613 638 717 717 2,5 2,5 0,1
642 685 696 3 3 5,4 613 637 717 717 2,5 2,5 0,11
662 726 754 5 5 7 618 652 782 782 4 4 0,2

630 681 725 739 4 4 8 645 674 765 765 3 3 0,1
680 728 739 4 4 8 645 674 765 765 3 3 0,11
709 788 807 6 6 8 653 698 827 827 5 5 0,2

670 725 769 783 4 4 8 685 718 805 805 3 3 0,1
724 772 783 4 4 8 685 718 805 805 3 3 0,11
748 827 846 6 6 10 693 737 877 877 5 5 0,2

5.3

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E r1,2 r3,4 s1) da das
2) Da Db ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm       mm      –

653



710 870 74 1 540 3 750 285 260 320 92,5 NCF 18/710 V
870 95 2 330 6 300 480 260 320 115 NCF 28/710 V
950 140 4 290 10 000 695 240 300 275 NCF 29/710 V

750 920 78 1 870 4 500 335 240 300 110 NCF 18/750 V
920 100 2 640 6 950 520 240 300 138 NCF 28/750 V
1 000 145 4 460 10 600 710 220 280 315 NCF 29/750 V

800 980 82 1 940 4 800 345 220 280 126 NCF 18/800 V
980 106 2 750 7 500 550 220 280 165 NCF 28/800 V
1 060 150 4 950 12 000 800 200 260 359 NCF 29/800 V

850 1 030 82 2 050 5 200 375 200 260 131 NCF 18/850 V
1 030 106 2 860 8 000 570 200 260 175 NCF 28/850 V
1 120 155 5 230 12 700 830 190 240 406 NCF 29/850 V

900 1 090 85 2 240 5 700 405 190 240 154 NCF 18/900 V/HB1
1 090 112 3 190 9 150 655 190 240 208 NCF 28/900 V
1 180 165 5 940 14 600 950 170 220 472 NCF 29/900 V

950 1 150 90 2 420 6 300 440 170 220 185 NCF 18/950 V
1 150 118 3 410 9 800 655 170 220 240 NCF 28/950 V
1 250 175 6 660 16 300 1 020 160 200 565 NCF 29/950 V

1 000 1 220 100 2 920 7 500 455 160 200 230 NCF 18/1000 V
1 220 128 4 130 11 600 720 160 200 310 NCF 28/1000 V
1 320 185 7 480 18 600 1 160 150 190 680 NCF 29/1000 V

1 120 1 360 106 3 740 9 650 585 130 170 298 NCF 18/1120 V

5.3 単列総ころ円筒ころ軸受
d 710 – 1 120 mm

d d1D1ED
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

654



710 767 815 831 4 4 8 725 759 855 855 3 3 0,1
766 818 831 4 4 8 725 759 855 855 3 3 0,11
790 876 896 6 6 10 733 761 927 927 5 5 0,2

750 811 863 880 5 5 8 768 802 902 902 4 4 0,1
810 867 878 5 5 8 768 799 902 902 4 4 0,11
832 918 938 6 6 11 773 820 977 977 5 5 0,2

800 863 922 936 5 5 9 818 855 962 962 4 4 0,1
863 922 936 5 5 10 818 855 962 962 4 4 0,11
891 981 1 002 6 6 11 823 860 1 037 1 037 5 5 0,2

850 911 972 986 5 5 9 868 903 1 012 1 012 4 4 0,1
911 972 986 5 5 10 868 903 1 012 1 012 4 4 0,11
943 1 039 1 061 6 6 13 873 914 1 097 1 097 5 5 0,2

900 966 1 029 1 044 5 5 9 918 957 1 072 1 072 4 4 0,1
966 1 029 1 044 5 5 10 918 957 1 072 1 072 4 4 0,11
996 1 096 1 120 6 6 13 923 982 1 127 1 127 5 5 0,2

950 1 021 1 087 1 103 5 5 10 968 1 012 1 132 1 132 4 4 0,1
1 021 1 087 1 103 5 5 12 968 1 012 1 132 1 132 4 4 0,11
1 048 1 154 1 179 7,5 7,5 14 978 1 033 1 222 1 222 6 6 0,2

1 000 1 073 1 148 1 165 6 6 12 1 023 1 063 1 197 1 197 5 5 0,1
1 073 1 148 1 165 6 6 12 1 023 1 063 1 197 1 197 5 5 0,11
1 113 1 226 1 252 7,5 7,5 14 1 028 1 091 1 292 1 292 6 6 0,2

1 120 1 206 1 290 1 310 6 6 12 1 143 1 194 1 337 1 337 5 5 0,1

5.3

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E r1,2 r3,4 s1) da das
2) Da Db ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大 最大

mm       mm      –

655



20 42 30 52,3 57 6,2 8 500 10 000 0,2 NNCF 5004 CV

25 47 30 59,4 71 7,65 7 000 9 000 0,23 NNCF 5005 CV

30 55 34 73,7 88 10 6 000 7 500 0,35 NNCF 5006 CV

35 62 36 89,7 112 12,9 5 300 6 700 0,46 NNCF 5007 CV

40 68 38 106 140 16,3 4 800 6 000 0,56 NNCF 5008 CV

45 75 40 112 156 18,3 4 300 5 300 0,71 NNCF 5009 CV

50 80 40 142 196 23,6 4 000 5 000 0,76 NNCF 5010 CV

55 90 46 190 280 34,5 3 400 4 300 1,15 NNCF 5011 CV

60 85 25 78,1 137 14,3 3 600 4 500 0,48 NNCF 4912 CV
85 25 78,1 137 14,3 3 600 4 500 0,49 NNC 4912 CV
85 25 78,1 137 14,3 3 600 4 500 0,47 NNCL 4912 CV
95 46 198 300 36,5 3 400 4 000 1,25 NNCF 5012 CV

65 100 46 209 325 40 3 000 3 800 1,3 NNCF 5013 CV

70 100 30 114 193 22,4 3 000 3 800 0,77 NNCF 4914 CV
100 30 114 193 22,4 3 000 3 800 0,78 NNC 4914 CV
100 30 114 193 22,4 3 000 3 800 0,75 NNCL 4914 CV
110 54 238 345 45 2 800 3 600 1,85 NNCF 5014 CV

75 115 54 251 380 49 2 600 3 200 1,95 NNCF 5015 CV

80 110 30 121 216 25 2 600 3 400 0,87 NNCF 4916 CV
110 30 121 216 25 2 600 3 400 0,88 NNC 4916 CV
110 30 121 216 25 2 600 3 400 0,85 NNCL 4916 CV
125 60 308 455 58,5 2 400 3 000 2,6 NNCF 5016 CV

85 130 60 314 475 60 2 400 3 000 2,7 NNCF 5017 CV

5.4 複列総ころ円筒ころ軸受
d 20 – 85 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –

d d1D

B

r1

r1

r1
r2

r2

r2

r3

r4

D1

s

K

b1

E

r1
r2

r1

r2

 NNCF NNCL NNC

656



20 28,4 33,2 36,81 4,5 3 0,6 0,3 1 23,2 25,6 38,7 0,5 0,3 0,5

25 34,5 38,9 42,51 4,5 3 0,6 0,3 1 28,7 31,5 43,5 0,5 0,3 0,5

30 40 45,3 49,6 4,5 3 1 0,3 1,5 34,7 37,8 50,3 1 0,3 0,5

35 44,9 51,3 55,52 4,5 3 1 0,3 1,5 40,2 42,6 57,5 1 0,3 0,5

40 50,5 57,2 61,74 4,5 3 1 0,3 1,5 44,8 47,7 63,3 1 0,3 0,5

45 55,3 62,5 66,85 4,5 3 1 0,3 1,5 50,2 52,8 70 1 0,3 0,5

50 59,1 67,6 72,23 4,5 3 1 0,3 1,5 55,5 56,7 74,8 1 0,3 0,5

55 68,5 78,7 83,54 4,5 3,5 1,1 0,6 1,5 61 64,8 84 1 0,5 0,5

60 70,5 73,5 77,51 4,5 3,5 1 1 1 64,7 67,6 80,5 1 1 0,25
70,5 73,5 77,51 4,5 3,5 1 – – 64,7 67,6 80,5 1 – 0,25
70,5 – 77,51 4,5 3,5 1 – 1 64,7 – 80,5 1 – 0,25
71,7 81,9 86,74 4,5 3,5 1,1 0,6 1,5 66 68,9 89 1 0,5 0,5

65 78,1 88,3 93,09 4,5 3,5 1,1 0,6 1,5 72 75 94 1 0,5 0,5

70 83 87 91,87 4,5 3,5 1 1 1 75,2 79 95 1 1 0,25
83 87 91,87 4,5 3,5 1 – – 75,2 79 95 1 – 0,25
83 – 91,87 4,5 3,5 1 – 1 75,2 – 95 1 – 0,25
81,5 95 100,28 5 3,5 1,1 0,6 3 76 79 105 1 0,5 0,5

75 89 103 107,9 5 3,5 1,1 0,6 3 81 85 109 1 0,5 0,5

80 91,4 96 100,78 5 3,5 1 1 1 84,8 88 105 1 1 0,25
91,4 96 100,78 5 3,5 1 – – 84,8 88 105 1 – 0,25
91,4 – 100,78 5 3,5 1 – 1 84,8 – 105 1 – 0,25
95 111 117,4 5 3,5 1,1 0,6 3,5 86 91 119 1 0,5 0,5

85 99 117 121,95 5 3,5 1,1 0,6 3,5 91 95 124 1 0,5 0,5

5.4

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E b1 K r1,2 r3,4 s1) da das
2) Da ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm         mm     –

Dada

ra
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90 125 35 161 300 35,5 2 400 3 000 1,35 NNCF 4918 CV
125 35 161 300 35,5 2 400 3 000 1,35 NNC 4918 CV
125 35 161 300 35,5 2 400 3 000 1,3 NNCL 4918 CV
140 67 369 560 69,5 2 200 2 800 3,6 NNCF 5018 CV

100 140 40 209 400 46,5 2 000 2 600 1,95 NNCF 4920 CV
140 40 209 400 46,5 2 000 2 600 1,95 NNC 4920 CV
140 40 209 400 46,5 2 000 2 600 1,9 NNCL 4920 CV
150 67 391 620 75 2 000 2 600 3,95 NNCF 5020 CV

110 150 40 220 430 49 1 900 2 400 2,1 NNCF 4922 CV
150 40 220 430 49 1 900 2 400 2,15 NNC 4922 CV
150 40 220 430 49 1 900 2 400 2,1 NNCL 4922 CV
170 80 512 800 95 1 800 2 200 6,3 NNCF 5022 CV

120 165 45 242 480 53 1 700 2 200 2,9 NNCF 4924 CV
165 45 242 480 53 1 700 2 200 2,95 NNC 4924 CV
165 45 242 480 53 1 700 2 200 2,85 NNCL 4924 CV
180 80 539 880 104 1 700 2 000 6,75 NNCF 5024 CV

130 180 50 275 530 60 1 600 2 000 3,9 NNCF 4926 CV
180 50 275 530 60 1 600 2 000 3,95 NNC 4926 CV
180 50 275 530 60 1 600 2 000 3,8 NNCL 4926 CV
200 95 765 1 250 143 1 500 1 900 10 NNCF 5026 CV

140 190 50 286 570 63 1 500 1 900 4,15 NNCF 4928 CV
190 50 286 570 63 1 500 1 900 4,2 NNC 4928 CV
190 50 286 570 63 1 500 1 900 4,1 NNCL 4928 CV
210 95 809 1 370 156 1 400 1 800 11 NNCF 5028 CV

150 190 40 255 585 60 1 500 1 800 2,8 NNCF 4830 CV
190 40 255 585 60 1 500 1 800 2,9 NNC 4830 CV
190 40 255 585 60 1 500 1 800 2,7 NNCL 4830 CV

210 60 429 830 91,5 1 400 1 700 6,55 NNCF 4930 CV
210 60 429 830 91,5 1 400 1 700 6,65 NNC 4930 CV
210 60 429 830 91,5 1 400 1 700 6,45 NNCL 4930 CV
225 100 842 1 430 160 1 300 1 700 13,5 NNCF 5030 CV

5.4 複列総ころ円筒ころ軸受
d 90 – 150 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –
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90 103 111 115,2 5 3,5 1,1 1,1 1,5 95,4 99 119 1 1 0,25
103 111 115,2 5 3,5 1,1 – – 95,4 99 119 1 – 0,25
103 – 115,2 5 3,5 1,1 – 1,5 95,4 – 119 1 – 0,25
106 124 130,65 5 3,5 1,5 1 4 98 102 133 1,5 1 0,5

100 116 125 129,6 5 3,5 1,1 1,1 2 106 111 134 1 1 0,25
116 125 129,6 5 3,5 1,1 – – 106 111 134 1 – 0,25
116 – 129,6 5 3,5 1,1 – 2 106 – 134 1 – 0,25
115 134 140,2 6 3,5 1,5 1 4 108 113 143 1,5 1 0,5

110 125 134 138,2 6 3,5 1,1 1,1 2 116 121 144 1 1 0,25
125 134 138,2 6 3,5 1,1 – – 116 121 144 1 – 0,25
125 – 138,2 6 3,5 1,1 – 2 116 – 144 1 – 0,25
127 149 156,7 6 3,5 2 1 5 120 124 161 2 1 0,5

120 139 149 153,55 6 3,5 1,1 1,1 3 126 136 159 1 1 0,25
139 149 153,55 6 3,5 1,1 – – 126 133 159 1 – 0,25
139 – 153,55 6 3,5 1,1 – 3 126 – 159 1 – 0,25
138 161 168,15 6 3,5 2 1 5 130 130 171 2 1 0,5

130 149 160 165,4 6 3,5 1,5 1,5 4 138 144 173 1,5 1,5 0,25
149 160 165,4 6 3,5 1,5 – – 138 144 173 1,5 – 0,25
149 – 165,4 6 3,5 1,5 – 4 138 – 173 1,5 – 0,25
149 175 184,4 7 4 2 1 5 141 145 190 2 1 0,5

140 160 171 175,9 6 3,5 1,5 1,5 4 148 154 182 1,5 1,5 0,25
160 171 175,9 6 3,5 1,5 – – 148 154 182 1,5 – 0,25
160 – 175,9 6 3,5 1,5 – 4 148 – 182 1,5 – 0,25
163 189 198,4 7 4 2 1 5 151 157 200 2 1 0,5

150 165 174 178,3 7 4 1,1 1,1 2 156 161 184 1 1 0,2
165 174 178,3 7 4 1,1 – – 156 161 184 1 – 0,2
165 – 178,3 7 4 1,1 – 2 156 – 184 1 – 0,2

171 187 192,77 7 4 2 2 4 159 165 201 2 2 0,25
171 187 192,77 7 4 2 – – 159 165 201 2 – 0,25
171 – 192,77 7 4 2 – 4 159 – 201 2 – 0,25
170 198 207,45 7 4 2 1,1 6 160 166 217 2 1 0,5

5.4

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E b1 K r1,2 r3,4 s1) da das
2) Da ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm         mm     –
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160 200 40 260 610 62 1 400 1 700 3 NNCF 4832 CV
200 40 260 610 62 1 400 1 700 3,1 NNC 4832 CV
200 40 260 610 62 1 400 1 700 2,9 NNCL 4832 CV

220 60 446 915 96,5 1 300 1 600 6,9 NNCF 4932 CV
220 60 446 915 96,5 1 300 1 600 7 NNC 4932 CV
220 60 446 915 96,5 1 300 1 600 6,8 NNCL 4932 CV
240 109 952 1 600 180 1 200 1 500 16 NNCF 5032 CV

170 215 45 286 655 65,5 1 300 1 600 4 NNCF 4834 CV
215 45 286 655 65,5 1 300 1 600 4,1 NNC 4834 CV
215 45 286 655 65,5 1 300 1 600 3,9 NNCL 4834 CV

230 60 457 950 100 1 200 1 500 7,2 NNCF 4934 CV
230 60 457 950 100 1 200 1 500 7,35 NNC 4934 CV
230 60 457 950 100 1 200 1 500 7,1 NNCL 4934 CV
260 122 1 230 2 120 236 1 100 1 400 23 NNCF 5034 CV

180 225 45 297 695 69,5 1 200 1 500 4,2 NNCF 4836 CV
225 45 297 695 69,5 1 200 1 500 4,3 NNC 4836 CV
225 45 297 695 69,5 1 200 1 500 4,1 NNCL 4836 CV

250 69 594 1 220 127 1 100 1 400 10,5 NNCF 4936 CV
250 69 594 1 220 127 1 100 1 400 11 NNC 4936 CV
250 69 594 1 220 127 1 100 1 400 10,5 NNCL 4936 CV
280 136 1 420 2 500 270 1 100 1 300 30,5 NNCF 5036 CV

190 240 50 330 750 76,5 1 100 1 400 5,5 NNCF 4838 CV
240 50 330 750 76,5 1 100 1 400 5,65 NNC 4838 CV
240 50 330 750 76,5 1 100 1 400 5,3 NNCL 4838 CV

260 69 605 1 290 132 1 100 1 400 11 NNCF 4938 CV
260 69 605 1 290 132 1 100 1 400 11 NNC 4938 CV
260 69 605 1 290 132 1 100 1 400 11 NNCL 4938 CV
290 136 1 470 2 600 280 1 000 1 300 31,5 NNCF 5038 CV

5.4 複列総ころ円筒ころ軸受
d 160 – 190 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –
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160 174 182 186,9 7 4 1,1 1,1 2 166 170 194 1 1 0,2
174 182 186,9 7 4 1,1 – – 166 170 194 1 – 0,2
174 – 186,9 7 4 1,1 – 2 166 – 194 1 – 0,2

184 200 206,16 7 4 2 2 4 170 177 211 2 2 0,25
184 200 206,16 7 4 2 – – 170 177 211 2 – 0,25
184 – 206,16 7 4 2 – 4 170 – 211 2 – 0,25
184 216 224,8 7 4 2,1 1,1 6 171 178 231 2 1 0,5

170 187 197 201,3 7 4 1,1 1,1 3 176 182 209 1 1 0,2
187 197 201,3 7 4 1,1 – – 176 182 209 1 – 0,2
187 – 201,3 7 4 1,1 – 3 176 – 209 1 – 0,2

193 209 215,08 7 4 2 2 4 180 187 220 2 2 0,25
193 209 215,08 7 4 2 – – 180 187 220 2 – 0,25
193 – 215,08 7 4 2 – 4 180 – 220 2 – 0,25
198 232 243 7 4 2,1 1,1 6 181 193 251 2 1 0,5

180 200 210 214,1 7 4 1,1 1,1 3 186 193 219 1 1 0,2
200 210 214,1 7 4 1,1 – – 186 193 219 1 – 0,2
200 – 214,1 7 4 1,1 – 3 186 – 219 1 – 0,2

205 224 230,5 7 4 2 2 4 190 198 240 2 2 0,25
205 224 230,5 7 4 2 – – 190 198 240 2 – 0,25
205 – 230,5 7 4 2 – 4 190 – 240 2 – 0,25
212 249 260,5 8 4 2,1 2,1 8 191 206 270 2 2 0,5

190 209 221 225 7 4 1,5 1,5 4 197 203 233 1,5 1,5 0,2
209 221 225 7 4 1,5 – – 197 203 233 1,5 – 0,2
209 – 225 7 4 1,5 – 4 197 – 233 1,5 – 0,2

215 234 240,7 7 4 2 2 4 201 208 250 2 2 0,25
215 234 240,7 7 4 2 – – 201 208 250 2 – 0,25
215 – 240,7 7 4 2 – 4 201 – 250 2 – 0,25
222 258 270 8 4 2,1 2,1 8 202 216 280 2 2 0,5

5.4

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E b1 K r1,2 r3,4 s1) da das
2) Da ra rb kr

~ ~ 最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm         mm     –
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200 250 50 336 800 80 1 100 1 400 5,8 NNCF 4840 CV
250 50 336 800 80 1 100 1 400 5,9 NNC 4840 CV
250 50 336 800 80 1 100 1 400 5,7 NNCL 4840 CV

280 80 704 1 500 153 1 000 1 300 15,5 NNCF 4940 CV
280 80 704 1 500 153 1 000 1 300 16 NNC 4940 CV
280 80 704 1 500 153 1 000 1 300 15,5 NNCL 4940 CV
310 150 1 680 3 050 320 950 1 200 41 NNCF 5040 CV

220 270 50 352 865 85 1 000 1 200 6,3 NNCF 4844 CV
270 50 352 865 85 1 000 1 200 6,4 NNC 4844 CV
270 50 352 865 85 1 000 1 200 6,2 NNCL 4844 CV

300 80 737 1 600 160 950 1 200 17 NNCF 4944 CV
300 80 737 1 600 160 950 1 200 17 NNC 4944 CV
300 80 737 1 600 160 950 1 200 17 NNCL 4944 CV
340 160 2 010 3 600 375 850 1 100 52,5 NNCF 5044 CV

240 300 60 539 1 290 125 900 1 100 9,9 NNCF 4848 CV
300 60 539 1 290 125 900 1 100 10 NNC 4848 CV
300 60 539 1 290 125 900 1 100 9,8 NNCL 4848 CV

320 80 781 1 760 173 850 1 100 18,5 NNCF 4948 CV
320 80 781 1 760 173 850 1 100 18,5 NNC 4948 CV
320 80 781 1 760 173 850 1 100 18 NNCL 4948 CV
360 160 2 120 3 900 400 800 1 000 56 NNCF 5048 CV

260 320 60 561 1 400 132 800 1 000 11 NNCF 4852 CV
320 60 561 1 400 132 800 1 000 11 NNC 4852 CV
320 60 561 1 400 132 800 1 000 10,5 NNCL 4852 CV

360 100 1 170 2 550 245 750 950 31,5 NNCF 4952 CV
360 100 1 170 2 550 245 750 950 32 NNC 4952 CV
360 100 1 170 2 550 245 750 950 31 NNCL 4952 CV
400 190 2 860 5 100 500 700 900 85,5 NNCF 5052 CV

5.4 複列総ころ円筒ころ軸受
d 200 – 260 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d D B C C0 Pu
最小 最小 最小 最大 最大 最大

mm   kN  kN r/min  kg –
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200 219 231 235,5 7 4 1,5 1,5 4 207 213 243 1,5 1,5 0,2
219 231 235,5 7 4 1,5 – – 207 213 243 1,5 – 0,2
219 – 235,5 7 4 1,5 – 4 207 – 243 1,5 – 0,2

230 252 259,34 8 4 2,1 2,1 5 211 219 269 2 2 0,25
230 252 259,34 8 4 2,1 – – 211 221 269 2 – 0,25
230 – 259,34 8 4 2,1 – 5 211 – 269 2 – 0,25
236 276 288 8 4 2,1 2,1 9 212 224 300 2 2 0,5

220 239 252 256,5 7 4 1,5 1,5 4 227 233 263 1,5 1,5 0,2
239 252 256,5 7 4 1,5 – – 227 233 263 1,5 – 0,2
239 – 256,5 7 4 1,5 – 4 227 – 263 1,5 – 0,2

248 269 276,52 8 4 2,1 2,1 5 232 240 288 2 2 0,25
248 269 276,52 8 4 2,1 – – 232 240 288 2 – 0,25
248 – 276,52 8 4 2,1 – 5 232 – 288 2 – 0,25
255 300 312,2 8 6 3 3 9 235 245 327 2,5 2,5 0,5

240 259 277 281,9 8 4 2 2 4 249 254 292 2 2 0,2
259 277 281,9 8 4 2 – – 249 254 292 2 – 0,2
259 – 281,9 8 4 2 – 4 249 – 292 2 – 0,2

270 292 299,46 8 4 2,1 2,1 5 251 261 308 2 2 0,25
270 292 299,46 8 4 2,1 – – 251 261 308 2 – 0,25
270 – 299,46 8 4 2,1 – 5 251 – 308 2 – 0,25
278 322 335,6 9,4 5 3 3 9 256 267 347 2,5 2,5 0,5

260 282 299 304,2 8 4 2 2 4 269 276 311 2 2 0,2
282 299 304,2 8 4 2 – – 269 276 311 2 – 0,2
282 – 304,2 8 4 2 – 4 269 – 311 2 – 0,2

294 322 331,33 9,4 5 2,1 2,1 6 272 283 349 2 2 0,25
294 322 331,33 9,4 5 2,1 – – 272 283 349 2 – 0,25
294 – 331,33 9,4 5 2,1 – 6 272 – 349 2 – 0,25
304 357 373,5 9,4 5 4 4 10 278 291 384 3 3 0,5

5.4

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
回転数

限界 
回転数

d d1 D1 E b1 K r1,2 r3,4 s1) da das
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280 350 69 737 1 860 173 750 950 16 NNCF 4856 CV
350 69 737 1 860 173 750 950 16 NNC 4856 CV
350 69 737 1 860 173 750 950 15,5 NNCL 4856 CV

380 100 1 210 2 700 255 700 900 33,5 NNCF 4956 CV
380 100 1 210 2 700 255 700 900 34 NNC 4956 CV
380 100 1 210 2 700 255 700 900 33 NNCL 4956 CV
420 190 2 920 5 300 520 670 850 90,5 NNCF 5056 CV

300 380 80 858 2 120 196 700 850 22,5 NNCF 4860 CV
380 80 858 2 120 196 700 850 23 NNC 4860 CV
380 80 858 2 120 196 700 850 22 NNCL 4860 CV

420 118 1 680 3 750 355 670 800 52,5 NNCF 4960 CV
420 118 1 680 3 750 355 670 800 53 NNC 4960 CV
420 118 1 680 3 750 355 670 800 52 NNCL 4960 CV
460 218 3 250 6 550 600 600 750 130 NNCF 5060 CV

320 400 80 897 2 280 208 630 800 23,5 NNCF 4864 CV
400 80 897 2 280 208 630 800 24 NNC 4864 CV
400 80 897 2 280 208 630 800 23 NNCL 4864 CV

440 118 1 760 4 050 375 600 750 55,5 NNCF 4964 CV
440 118 1 760 4 050 375 600 750 56 NNC 4964 CV
440 118 1 760 4 050 375 600 750 55 NNCL 4964 CV
480 218 3 690 6 950 620 560 700 135 NNCF 5064 CV

340 420 80 913 2 400 216 600 750 25 NNCF 4868 CV
420 80 913 2 400 216 600 750 25,5 NNC 4868 CV
420 80 913 2 400 216 600 750 25,5 NNCL 4868 CV

460 118 1 790 4 250 390 560 700 58,5 NNCF 4968 CV
460 118 1 790 4 250 390 560 700 59 NNC 4968 CV
460 118 1 790 4 250 390 560 700 58 NNCL 4968 CV
520 243 4 400 8 300 710 530 670 185 NNCF 5068 CV

5.4 複列総ころ円筒ころ軸受
d 280 – 340 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重 

限界
定格回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数

動 静 基準 
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280 307 326 332,4 8 4 2 2 4 290 299 341 2 2 0,2
307 326 332,4 8 4 2 – – 290 299 341 2 – 0,2
307 – 332,4 8 4 2 – 4 290 – 341 2 – 0,2

316 345 353,34 9,4 5 2,1 2,1 6 293 312 368 2 2 0,25
316 345 353,34 9,4 5 2,1 – – 293 305 368 2 – 0,25
316 – 353,34 9,4 5 2,1 – 6 293 – 368 2 – 0,25
320 372 389 9,4 5 4 4 10 299 310 404 3 3 0,5

300 328 350 356,7 9,4 5 2,1 2,1 6 310 319 370 2 2 0,2
328 350 356,7 9,4 5 2,1 – – 310 319 370 2 – 0,2
328 – 356,7 9,4 5 2,1 – 6 310 – 370 2 – 0,2

341 374 385,51 9,4 5 3 3 6 315 335 406 2,5 2,5 0,25
341 374 385,51 9,4 5 3 – – 315 328 406 2,5 – 0,25
341 – 385,51 9,4 5 3 – 6 315 – 406 2,5 – 0,25
352 418 433 9,4 5 4 4 9 319 336 443 3 3 0,5

320 351 373 379,7 9,4 5 2,1 2,1 6 331 341 390 2 2 0,2
351 373 379,7 9,4 5 2,1 – – 331 341 390 2 – 0,2
351 – 379,7 9,4 5 2,1 – 6 331 – 390 2 – 0,2

368 401 412,27 9,4 5 3 3 6 336 352 425 2,5 2,5 0,25
368 401 412,27 9,4 5 3 – – 336 352 425 2,5 – 0,25
368 – 412,27 9,4 5 3 – 6 336 – 425 2,5 – 0,25
370 434 449 9,4 5 4 4 9 339 360 462 3 3 0,5

340 368 390 396,9 9,4 5 2,1 2,1 6 351 360 410 2 2 0,2
368 390 396,9 9,4 5 2,1 – – 351 360 410 2 – 0,2
368 – 396,9 9,4 5 2,1 – 6 351 – 410 2 – 0,2

385 419 430,11 9,4 5 3 3 6 356 371 445 2,5 2,5 0,25
385 419 430,11 9,4 5 3 – – 356 371 445 2,5 – 0,25
385 – 430,11 9,4 5 3 – 6 356 – 445 2,5 – 0,25
395 468 485 9,4 5 5 5 11 362 384 500 4 4 0,5

5.4

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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360 440 80 935 2 550 224 560 700 26,5 NNCF 4872 CV
440 80 935 2 550 224 560 700 27 NNC 4872 CV
440 80 935 2 550 224 560 700 26 NNCL 4872 CV

480 118 1 830 4 500 405 530 670 61,5 NNCF 4972 CV
480 118 1 830 4 500 405 530 670 62 NNC 4972 CV
480 118 1 830 4 500 405 530 670 61 NNCL 4972 CV
540 243 4 460 8 650 735 500 630 195 NNCF 5072 CV

380 480 100 1 400 3 650 315 530 670 45 NNCF 4876 CV
480 100 1 400 3 650 315 530 670 45,5 NNC 4876 CV
480 100 1 400 3 650 315 530 670 44 NNCL 4876 CV

520 140 2 380 5 700 500 500 630 91,5 NNCF 4976 CV
520 140 2 380 5 700 500 500 630 92,5 NNC 4976 CV
520 140 2 380 5 700 500 500 630 90,5 NNCL 4976 CV
560 243 4 680 9 150 735 480 600 200 NNCF 5076 CV

400 500 100 1 420 3 750 325 500 630 46 NNCF 4880 CV
500 100 1 420 3 750 325 500 630 46,5 NNC 4880 CV
500 100 1 420 3 750 325 500 630 46 NNCL 4880 CV

540 140 2 420 6 000 520 480 600 95,5 NNCF 4980 CV
540 140 2 420 6 000 520 480 600 96,5 NNC 4980 CV
540 140 2 420 6 000 520 480 600 94,5 NNCL 4980 CV
600 272 5 500 11 000 900 450 560 270 NNCF 5080 CV

5.4 複列総ころ円筒ころ軸受
d 360 – 400 mm
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360 391 413 419,8 9,4 5 2,1 2,1 6 371 381 429 2 2 0,2
391 413 419,8 9,4 5 2,1 – – 371 381 429 2 – 0,2
391 – 419,8 9,4 5 2,1 – 6 371 – 429 2 – 0,2

404 437 447,95 9,4 5 3 3 6 375 390 464 2,5 2,5 0,25
404 437 447,95 9,4 5 3 – – 375 390 464 2,5 – 0,25
404 – 447,95 9,4 5 3 – 6 375 – 464 2,5 – 0,25
412 486 503 9,4 5 5 5 11 383 402 519 4 4 0,5

380 419 447 455,8 9,4 5 2,1 2,1 6 391 405 469 2 2 0,2
419 447 455,8 9,4 5 2,1 – – 391 405 469 2 – 0,2
419 – 455,8 9,4 5 2,1 – 6 391 – 469 2 – 0,2

430 469 481,35 9,4 5 4 4 7 398 414 502 3 3 0,25
430 469 481,35 9,4 5 4 – – 398 414 502 3 – 0,25
430 – 481,35 9,4 5 4 – 7 398 – 502 3 – 0,25
431 504 521 9,4 5 5 5 11 403 417 539 4 4 0,5

400 434 462 470,59 9,4 5 2,1 2,1 6 411 423 488 2 2 0,2
434 462 470,59 9,4 5 2,1 – – 411 423 488 2 – 0,2
434 – 470,59 9,4 5 2,1 – 6 411 – 488 2 – 0,2

451 489 501,74 9,4 5 4 4 7 418 435 521 3 3 0,25
451 489 501,74 9,4 5 4 – – 418 435 521 3 – 0,25
451 – 501,74 9,4 5 4 – 7 418 – 521 3 – 0,25
460 540 558 9,4 5 5 5 11 424 442 578 4 4 0,5

5.4

1) 一方の軌道輪の、他方の軌道輪に対する通常位置からのアキシアル方向変位の許容値
2) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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20 42 30 29 45,7 55 5,7 3 400 0,2 NNF 5004 ADB-2LSV

25 47 30 29 50,1 65,5 6,8 3 000 0,24 NNF 5005 ADB-2LSV

30 55 34 33 57,2 75 7,8 2 600 0,37 NNF 5006 ADB-2LSV

35 62 36 35 70,4 98 10,6 2 200 0,48 NNF 5007 ADB-2LSV

40 68 38 37 85,8 116 13,2 2 000 0,56 NNF 5008 ADB-2LSV

45 75 40 39 102 146 17 1 800 0,7 NNF 5009 ADB-2LSV

50 80 40 39 108 160 18,6 1 700 0,76 NNF 5010 ADB-2LSV

55 90 46 45 128 193 22,8 1 500 1,2 NNF 5011 ADB-2LSV

60 95 46 45 134 208 25 1 400 1,25 NNF 5012 ADB-2LSV

65 100 46 45 138 224 26,5 1 300 1,35 NNF 5013 ADB-2LSV

70 110 54 53 187 285 34,5 1 200 1,85 NNF 5014 ADB-2LSV

75 115 54 53 205 310 40 1 100 1,95 NNF 5015 ADB-2LSV

80 125 60 59 251 415 53 1 000 2,7 NNF 5016 ADA-2LSV

85 130 60 59 270 430 55 1 000 2,85 NNF 5017 ADA-2LSV

90 140 67 66 319 550 69,5 900 3,7 NNF 5018 ADA-2LSV

95 145 67 66 330 570 71 900 3,9 NNF 5019 ADA-2LSV

100 150 67 66 336 570 68 850 3,95 NNF 5020 ADA-2LSV

110 170 80 79 413 695 81,5 750 6,45 NNF 5022 ADA-2LSV

d1D

C1

C

r

d

B

30°

D1

C2

b

r3

r4

5.5 シール付き複列総ころ円筒ころ軸受
d 20 – 110 mm

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重

限界
限界回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数 適合する 

止め輪動 静
呼び番号

d D B C C C0 Pu
最小 最小 最小 最大

mm    kN  kN r/min kg –
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20 30,6 40,2 24,7 2,15 1,8 0,5 0,3 24 28,8 21,5 21 0,3 0,4 SW 42 42x1,75

25 35,4 45,2 24,7 2,15 1,8 0,5 0,3 29 33,6 21,5 21 0,3 0,4 SW 47 47x1,75

30 40,6 53 28,2 2,4 2,1 0,5 0,3 34 38,7 25 24 0,3 0,4 SW 55 55x2

35 46,1 60 30,2 2,4 2,1 0,5 0,3 39 44 27 26 0,3 0,4 SW 62 62x2

40 51,4 65,8 32,2 2,4 2,7 0,8 0,6 44 49,2 28 27 0,4 0,4 SW 68 68x2,5

45 57 72,8 34,2 2,4 2,7 0,8 0,6 49 54,7 30 29 0,4 0,4 SW 75 75x2,5

50 61,8 77,8 34,2 2,4 2,7 0,8 0,6 54 59,5 30 29 0,4 0,4 SW 80 80x2,5

55 68,6 87,4 40,2 2,4 3,2 1 0,6 60 66,1 35 34 0,6 0,4 SW 90 90x3

60 73,7 92,4 40,2 2,4 3,2 1 0,6 65 71,2 35 34 0,6 0,4 SW 95 95x3

65 78,8 97,4 40,2 2,4 3,2 1 0,6 70 76,3 35 34 0,6 0,4 SW 100 100x3

70 84,5 108 48,2 2,4 4,2 1 0,6 75 82 43 40 0,6 0,4 SW 110 110x4

75 90 113 48,2 2,4 4,2 1 0,6 80 87 43 40 0,6 0,4 SW 115 115x4

80 97 123 54,2 2,4 4,2 1,5 0,6 86 94,3 49 46 1 0,4 SW 125 125x4

85 101 128 54,2 2,4 4,2 1,5 0,6 91 100 49 46 1 0,4 SW 130 130x4

90 109 137 59,2 3,4 4,2 1,5 0,6 96 106 54 51 1 0,4 SW 140 140x4

95 113 142 59,2 3,4 4,2 1,5 0,6 101 110 54 51 1 0,4 SW 145 145x4

100 118 147 59,2 3,4 4,2 1,5 0,6 106 115 54 51 1 0,4 SW 150 150x4

110 132 167 70,2 4,4 4,2 1,8 0,6 117 128 65 62 1,5 0,4 SW 170 170x4

Ca

ra

da

5.5

1) Ca1 の数値は SW止め輪に、Ca2 の数値は DIN 471 に準拠した止め輪に適用されます。
2) 止め輪は別途注文してください。SKFからは納入されません。
3) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。

 
主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重

限界
限界回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法1) 計算係数 適合する 

止め輪2)動 静
呼び番号

d d1 D1 C1 C2 b r r3,4 da das
3) Ca1 Ca2 ra kr Seeger DIN 471

~ ~ +0,2 最小 最小 最小 –0,2 –0,2 最大

mm        mm     – –  
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120 180 80 79 429 750 86,5 700 6,9 NNF 5024 ADA-2LSV

130 190 80 79 446 815 91,5 670 7,5 319426 DA-2LS
200 95 94 616 1 040 120 630 10,5 NNF 5026 ADA-2LSV

140 200 80 79 468 865 96,5 630 8 319428 DA-2LS
210 95 94 644 1 120 127 600 11 NNF 5028 ADA-2LSV

150 210 80 79 468 900 96,5 560 8,4 319430 DA-2LS
225 100 99 748 1 290 143 560 13,5 NNF 5030 ADA-2LSV

160 220 80 79 501 1 000 106 530 8,8 319432 DA-2LS
240 109 108 781 1 400 153 500 16,5 NNF 5032 ADA-2LSV

170 230 80 79 512 1 060 110 530 9,3 319434 DA-2LS
260 122 121 1 010 1 800 193 480 22,5 NNF 5034 ADA-2LSV

180 240 80 79 528 1 100 114 500 9,8 319436 DA-2LS
280 136 135 1 170 2 120 228 450 30 NNF 5036 ADA-2LSV

190 260 80 79 550 1 180 120 450 12,5 319438 DA-2LS
290 136 135 1 190 2 200 236 430 31,5 NNF 5038 ADA-2LSV

200 270 80 79 561 1 250 125 430 13 319440 DA-2LS
310 150 149 1 450 2 900 300 400 42 NNF 5040 ADA-2LSV

220 340 160 159 1 610 3 100 315 360 53,5 NNF 5044 ADA-2LSV

240 360 160 159 1 680 3 350 335 340 57,5 NNF 5048 ADA-2LSV

5.5 シール付き複列総ころ円筒ころ軸受
d 120 – 240 mm
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主要寸法 基本定格荷重 疲労荷重

限界
限界回転数 質量 呼び番号 寸法 取り付け関係寸法 計算係数 適合する 

止め輪動 静
呼び番号

d D B C C C0 Pu
最小 最小 最小 最大

mm    kN  kN r/min kg –
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120 141 176 71,2 3,9 4,2 1,8 0,6 127 138 65 63 1,5 0,4 SW 180 180x4

130 151 186 71,2 3,9 4,2 1,8 0,6 137 147 65 63 1,5 0,4 SW 190 190x4
155 196 83,2 5,4 4,2 1,8 0,6 137 150 77 75 1,5 0,4 SW 200 200x4

140 160 196 71,2 3,9 4,2 1,8 0,6 147 156 65 63 1,5 0,4 SW 200 200x4
167 206 83,2 5,4 5,2 1,8 0,6 147 162 77 73 1,5 0,4 SW 210 210x5

150 175 206 71,2 3,9 5,2 1,8 0,6 157 171 65 61 1,5 0,4 SW 210 210x5
177 221 87,2 5,9 5,2 2 0,6 157 172 81 77 2 0,4 SW 225 225x5

160 184 216 71,2 3,9 5,2 1,8 0,6 167 180 65 61 1,5 0,4 SW 220 220x5
191 236 95,2 6,4 5,2 2 0,6 167 186 89 85 2 0,4 SW 240 240x5

170 194 226 71,2 3,9 5,2 1,8 0,6 177 190 65 61 1,5 0,4 SW 230 230x5
203 254 107,2 6,9 5,2 2 0,6 177 197 99 97 2 0,4 SW 260 260x5

180 203 236 71,2 3,9 5,2 1,8 0,6 177 199 65 61 1,5 0,4 SW 240 240x5
220 274 118,2 8,4 5,2 2 0,6 187 214 110 108 2 0,4 SW 280 280x5

190 218 254 73,2 2,9 5,2 1,8 0,6 197 214 65 63 1,5 0,4 SW 260 260x5
228 284 118,2 8,4 5,2 2 0,6 197 222 110 108 2 0,4 SW 290 290x5

200 227 264 73,2 2,9 5,2 1,8 0,6 207 223 65 63 1,5 0,4 SW 270 270x5
245 304 128,2 10,4 6,3 2 0,6 207 239 120 116 2 0,4 SW 310 310x6

220 263 334 138,2 10,4 6,3 2 1 227 256 130 126 2 0,4 SW 340 340x6

240 282 354 138,2 10,4 6,3 2 1 247 275 130 126 2 0,4 SW 360 360x6

5.5

1) Ca1 の数値は SW止め輪に、Ca2 の数値は DIN 471 に準拠した止め輪に適用されます。
2) 止め輪は別途注文してください。SKFからは納入されません。
3) アキシアル方向の荷重を受ける軸受の推奨軸肩径 † つばの支持、598ページ。
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